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　伊い坂さか練れん次じ郎ろうがまだ慶けい京きよう大学病院の特別病棟に入院していた頃、一人のヘンテコな医者がいた。間の抜けた笑顔とふにゃっとした白しら髭ひげが似合う初老のお医者様なのだが、なにがヘンかと言えば伊い坂さかがいつ呼んでも顔を見せることだ。平日の朝や昼はともかく真夜中でも日曜日でも、盆正月でも「やあやあ伊い坂さかクン」と現れるとなると妙な話である。そこで考えた。

　あのお医者様は、実は病院に住み着いた幽霊ではないか？

　本当の自分はもう【死】んでいて、幻を見ているのではないか？

　そこで伊い坂さかは知恵を絞り、幽霊退治にニンニクと折り紙で作った十字架を揃そろえ、真夜中にナースコールを押して決戦を挑んだ。特別病棟は香ばしいニンニク臭と十字架を載のせた紙飛行機が飛び交う戦場となり、あとで看護部長からこってり絞られた。

　怖かったのだ。自分はこのまま一人で【死】んでしまうのではないか。お父さんもお母さんも見舞いに来ない。自分は世界から見捨てられ、役立たずとして粗大ゴミに丸めてポイされるのではないか。だから癇かん癪しやくを起こした。起こすしかなかった。伊い坂さかが声を震わせ伝えた言葉に、先生はうんうんと優しく頷うなずいてくれた。

　そこで聞いてみたのだ。

「どうして先生は毎日病院にいるんですか？　どうして、僕を診てくれるんですか？」

　後に伊い坂さかの〝師匠〟となる人は、いつものニコニコ笑顔で答えてくれた。

　いやまあ、大した話では、ないんだけどね──
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　そんな小学生時代を経験したお陰か大抵のことには慣れている。とはいえ大学からの帰り道にて何かに足を滑らせ転んだ後、気がついたら別の世界にいたのは驚いた。

「わっ……」

　尻餅をついた先はサーカステントを小型化したような空間だ。布地は橙だいだい色いろで、テントの四隅には豆電球のように煌きらめく宝石が浮遊している。ここは？　と伊い坂さかが腰を上げようとした途端「だ、誰ですかあなたは！」と叱られた。

　中央に描かれた魔法陣の上に金髪の少女がいた。歳としの頃は、たぶん、十五歳くらいだろうか。白い神官服風のワンピース。左胸に十字架と杖つえの描かれたバッジをつけている。唇をムッとさせて大変に不機嫌そうだったが、真四角なフレームの眼鏡を載せた意志の強い目鼻立ちがとても綺き麗れいだと思った。将来きっと美人になりそうな予感もする、そんな少女だ。

　と、彼女は木製の杖つえを伊い坂さかに突きつけた。

「私の名は、コーディアリア・フランツェ。誇り高き王国魔ま法ほう医い！　そのことを知った上での狼ろう藉ぜきですか？」

「え。狼ろう藉ぜきって？」

「私の診療所に不法侵入した理由を聞いているのです！　まず名前と所属を名乗りなさい！」

「は、はいっ。名前は伊い坂さか練れん次じ郎ろう。所属は慶けい京きよう大学、医学部の二年生といいますか」

「ダイガク？　イガクブ？　それはどこの組織です？」
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「組織というか、医学を勉強する学校という感じの……」

「医学を学ぶ、ガッコウ？　勉強する場所？　魔ま法ほう医いの学舎以外にそんな場所あるはずないでしょう！　もう少しマシな噓うそをついたらどうですか、この不審者！」

　本当のことを話したのに不審者呼ばわりされてしまった。それ以前に、伊い坂さかは状況が理解できない。帰宅中に転んだ。気がつくと中世風の神官服を着た少女と対面していた。床には魔法陣が描かれているが、日本語はなぜか通じる。架空のファンタジー世界にありそうな話だが、さすがにそんなことはないと思いたい──

『これまた珍妙な客よ。察するに、異界からの召喚者といった所か』

　野太い声が聞こえて顔を上げると、空中に分厚い書物が浮遊していた。黒塗りの表紙に、オペラ座の怪人が被りそうな白仮面を貼り付けた奇妙な本だ。仮面が伊い坂さかを見るなり、ニヤリと唇を歪ゆがめて『興味深い』と呟つぶやく。

　というか。本が、喋しやべっている？

　呆ぼう然ぜんとする伊い坂さかの前で「ドク！」と少女が本を呼びつけた。

「異界からの召喚とは何の話です、ドク。誰かが彼を呼び寄せたと？」

『その可能性は高いな。不意の出現と、当人の混乱具合から見ても。そういえば二日前、王国の魔法使いが召喚魔法を行おこなっていただろう。確かロゼ嬢が。その失敗ではないか？』

「え。ま、待ってください。では彼は不審者ではなく、王国が行おこなった召喚の、つまり被害者？」

『む。まあ、そういう言い方も、できなくもないが』

　少女と空を飛ぶ本が、ちらっ、と伊い坂さかを窺うかがう。

　それから、謎のひそひそ話を始めた。

「ドク。それは私達の責任問題になるのでは？　しかも私、思いっきり不審者と罵って……」

『シーッ。黙っておくのだ。バレなければ犯罪ではない、素知らぬ顔をするのだ……それより娘よ、偶然の産物とはいえ異界の人間召喚は珍しい。故に我から提案がある』

　少女と本が小声になる。『異界の魔法は興味深い』「彼に失礼です。ただの被害者ですし」『未知の魔法で人命救助。最初はハッタリを効かせて後は流れで』と断片的に聞こえてくる。

「あのぉ」

　状況は不明だが、夢でないなら元の世界に帰して欲しかった。伊い坂さかはまだ生理学のレポートも途中だし試験勉強も山積みだ。今日はカップ麵を啜すすりながら、免疫学の教科書を楽しく読む予定もあるのだけど……と思っていると、一人と一冊が戻ってきた。

　少女は安全ピンで縫い付けたような笑顔をしていた。

「失礼しました、異界からのお客様。此こ度たびは私が、あなたを召喚してお招きしたのです」

「話が随分変わったような……」

「か、勘違いでした。それで今回お呼びした理由ですが、是非とも、お願いがありまして」

『魔法だ、魔法。できれば回復魔法だな』

　伊い坂さかの頭上で、ドクと呼ばれた書物が飛び回る。

『少年。我らに異界の魔法を見せよ。そしたら少年を元の世界へ帰そうではないか』

「……マホウ？」

『左様。召喚対象に選ばれる程の少年だ、魔法くらい使えるであろう？　是ぜ非ひとも回復魔法』

　そう言われても、と伊い坂さかが後ろ髪を搔かいていると、テントの入口で布の擦れる音がした。

　振り向くと「魔ま法ほう医い様」と、いかにも村人風の麻服を着込んだ男性が顔を覗のぞかせていた。少女が「すぐに準備します」と頭を下げる。日本ではまず見ない服装に、伊い坂さかにもようやく不思議な世界に来たんだという実感が沸いてきた。

　金髪の少女が伊い坂さかに向き直り、改めて礼をする。

「名前は確か、イサカさん、と言いましたね。……すいませんが、私には急ぎの仕事があります。魔法に関する話はまた後ほど。とりあえず、そちらで寛くつろいでいてください」

　伊い坂さかには「はぁ」と、曖昧な返事を呟つぶやくことしか出来なかった。







　伊い坂さか練れん次じ郎ろう。ごく普通の大学生である。

　魔法は使えない。

「魔法……う～ん」

　ポケットから携帯を出した。が「魔法じゃないしなぁ」と元に戻す。肩にかけていた鞄かばんを下ろし、魔法らしきものを求めて中身を改めた。鞄かばんの中にはコンビニで買ったおにぎりとカップ麵、解剖学の教科書に大学ノート、あとは常備品の救急箱しかない。念のため救急箱の備品も確認する。注射針に20mlシリンジ、カテーテルチップに点滴セット、昇圧剤インスリン鎮痛剤にバックバルブマスクと、魔法とは縁遠い普通の品しか見当たらない。

　ううむ、と考える。

　その目の前では金髪の少女が仕事の準備を始めていた。彼女はテントの入口に椅子を向かい合わせで並べ、簡易ベッドを横付けしている。やがて準備ができたのか、少女が最初のお客さんを迎えて挨拶をした。

　現れたのは先程の、畑仕事に従事していそうな村人の男性だ。もじゃもじゃの無精ひげを生やした彼は若干青ざめた顔で、苦しそうな咳せきを挟み、鼻水をすすっていた。

　彼女が何度か会話を挟み、手を伸ばして男性の額に触れる。

　おや？　と思った。

　もしかして体温を測っているのだろうか。

　そういえば彼女は自分のことを「誇り高き魔ま法ほう医い」と名乗っていた気がする。それに『回復魔法』というキーワード。

　……つまり彼女の仕事とは？

「コッソリ……ちょっと、失礼しま～す……」

　少女の背後に忍び足で近づき、耳を傾ける。男性の訴えは「身体が熱く」て「鼻が詰まる」といった身体症状が主だという。

　伊い坂さかの脳内で医学辞書が音を立てて開かれた。鼻水に加えて頻回の咳せき、さらに咽いん頭とう痛つうを伴う複合的疾患。熱発もあるとすれば、これは。

　現在日本で最も猛威を振るう、あの病気の可能性が高い。

　その名は、ずばり……

　風邪！

　だと考えられる。

　──【風邪】。日本で最も有名な、気管支炎を主とした症候群である。

　風邪の診断は、まず咳せき・鼻水・喉の三つの症状に注目する所から始まる。ここで三つの症状が同じ程度なら典型的な風邪であり、安静で治ると考えて良いだろう。逆に鼻だけ辛つらいなら【副鼻び腔くう炎】、喉なら【溶よう連れん菌きん】など他の病気を考える必要性が出てくる。

【風邪】自体はありふれた病気であり、きちんと休んで経過観察すれば問題ない。その一方で【風邪以外の病気】を見落とさないことは意外に難しい。中には【結核】のように、見落とせば致命傷に繫つながる病が潜んでいることがあり【風邪】の診断はこう見えて熟練の腕が必要だ。ちなみに風邪とは【状態】であって【病名】ではない。正式名称は【感かん冒ぼう】というが、医学的には【風邪症候群】という言葉を多く使うだろうか。

　少女が問診を続ける。頭痛や腹痛の訴えはなし。衣服が汗で乱れている感じもなく脱水もない。強い寒気もなさそうだ。あとは肺炎の除外と、扁へん桃とう腺せんの観察をすれば大丈夫だろう。

　となれば次は聴診器だろうか？　期待が膨らむ。異世界の聴診器は、どんな形をしてるのだろう？　歴史の教科書で見た、細長いラッパ模様の単耳型聴診器だとしたら興味深い。

　わくわくと期待する前で、少女がついに診断を下した。

　堂々と、高らかに！

「分かりました。これは風の邪じや精せいの仕業ですね！」

「えぇ～……？」

　字じ面づらは似てるが【風邪】の原因はウィルスであり、邪悪な精霊ではない。

　どうしてこうなった。オカルトだ。オカルト診断学の世界である。

　……この子、大丈夫かなぁ……？

　なんだか不安になる伊い坂さかの前で、彼女が杖つえ先さきを男の額に向けた。伊い坂さかに理解できない呪文を紡つむぐ。途端に杖つえ先さきから淡い光が溢あふれ、男性の身体を白いオーラのようなものが包み込んだ。

　伊い坂さかが目を丸くする間に光が薄れ、ふっと消える。

　診察は終了し、患者さんは感謝の言葉を告げてご帰宅された。

　……ええと。今のは、もしかして。

「あの。コーディアリアさん、でしたっけ」

「コーディ、で構いません。皆にもそう呼ばれています」

「では、コーディさん。今のは？」

「回復魔法ですが……見るのは初めてですか？」

「はい。ゲームで見たことありますけど、現実の回復魔法は初めてで……あの。仕組みは？」

　彼女は「げーむ？」と不思議そうに呟つぶやきながら教えてくれた。

「いまのは光の魔法と、大地の魔法を合わせた複合魔法ですが」

「その魔法はウィルスにも効果あるんですか？」

「ういるす？」

「喉や鼻に住み着く、五百ナノメートルの微小ＲＮＡ体なんですけど」

　コーディは小首を傾かしげ「よく分かりませんが、仕事中なので」と返事を断られてしまった。

　診察の続きを見学する。次に現れた患者さんも男性だった。左前腕に切り傷を負っている。ドキドキする伊い坂さかをよそに彼女は同じ回復魔法を唱え始め、またも伊い坂さかを仰天させた。回復魔法が、皮膚面の裂傷を文字通り綺き麗れいに治癒してしまったのだ。傷の名残一つなく。

「こ、ここ、コーディさん？　今のは!?」

「……あのですね、イサカさん。私は仕事中で、邪魔はしないで欲しいのですが」

「でもさっきとメカニズム全然違うっていうか、風邪の治療と皮膚移植を同じ次元で片付けるのは医学的に問題アリというか。回復魔法で怪け我がが治るのはゲームの世界だけというか」

「一体なんの話をしてるのですか、あなたは。回復魔法だと言っているでしょう？　しかも、さっきから椅子の周りをうろうろして。もう邪魔しないでくださいっ」

「いや、でも……」

　コーディが頰を膨らませ、杖つえ先さきで伊い坂さかの頰をぐにぐに突いて追い返した。そこに次の村人さんが訪れる。今度の患者さんは腹痛だった。

　で、コーディはまた同じ魔法を使って伊い坂さかを別の意味で驚かせた。

「いやいや、今のひと腸炎っぽいのに同じ魔法だとまずいですよね!?　水分補給は？　それに腹痛にも心しん窩か部ぶ痛つうとか右下腹部痛とかで全然ちがうのに、何でも回復魔法っていうのは」

「うるさ─────い！」

　伊い坂さかは魔法でテントの外まで吹っ飛ばされた。







『少年。娘は診察を邪魔されるのが大嫌いだ。命が惜しければ止やめておくが良い』

　外にぶっ飛ばされた伊い坂さかの前で、ドクと呼ばれた本が教えてくれた。

　しかし伊い坂さか錬れん次じ郎ろう、医学部二年生。回復魔法が気にならなくて一体どうしろと！

「あの魔法、どういう仕組みなんですか？　皮膚にも風邪にも効果あるのは、うーん。それに、回復魔法のエビデンスは……」

『少年。えびでんす、とは何語か』

【エビデンス】を大雑把に説明するなら【根拠に基づく医療】と言えば良いだろうか。経験や推測による直感ではなく、正しい根拠と統計の元で行われる医療行為のことだ。

『根拠の提示？　複雑な用語を使うな、少年』

「でも正しく効果がある証拠は必要だと思うんです。怪け我がが治るのは見て分かるけど、風邪のウィルスや腸炎のような炎症にも魔法の効果があるのか、その検証はどの程度されてるか」

『ういるす？　ちょうえん？』

　やはり会話が通じなかった。この世界の医学知識は、現代より遅れているのかもしれない。回復魔法は、とても興味深いけど……

　身体を起こす。周囲は見事な農村だった。土を踏み固めただけの道に沿って木造家屋がぽつぽつと並び、川沿いに水車がカラカラと優しく回転している。コーディのテントが構えられているのは村の中央広場らしい。傘を張った簡易テントの外周に、いまも診察待ちの患者さんが並んでいた。地べたに座りこむ患者さんも窺うかがえる。本格的に異世界なんだと実感する一方、この世界でも医者不足は深刻なのかな、と村の反対側に目を向けて、

「……なにこれ」

　目を疑った。

　農村に連なる果樹林が、軒並み薙なぎ倒たおされ壊滅していたのだ。へし折られた樹木は全てオレンジだろうか。潰れた果実が土にめり込んでおり、まさに収穫目前で嵐に襲われたような……いや、嵐にしては倒木に刻まれた巨大な三本爪の痕が目立つ。

『これは大だい怪かい鳥ちようブラックバードという魔物の仕業でな』

「魔物？　モンスターでこんなに被害が？」

『うむ。周囲に黒い霧を撒まく、規格外の魔物なのだ。お陰でこの地域の田畑は全滅、さらに家屋も破壊され人的被害も出た。娘は旅の途中でその話を聞き、大だい怪かい鳥ちようを自ら倒し……ではなく、討伐隊の回復係として合流し、その後も村に残って治療活動を続けているのだ』

　つまりコーディは災害派遣医のような存在だろうか。確かに被災地にて風邪や腸炎が流行することはある。集団感染が起きると厄介だが、でも、あの魔法で大丈夫だろうか？

　伊い坂さかが考え込んでいると、不意に脇をつつかれた。

　ドクかと思ったら違った。「魔ま法ほう医いさま！」という幼い声に振り向くと、亜麻色の髪の少女が伊い坂さかのズボンをきゅっと摑つかみ、つぶらな瞳に涙をいっぱい溜ためて見上げていた。

「魔ま法ほう医いさま。リコのママを助けて……」

「え。魔ま法ほう医いって僕のこと？」

「悪い精霊を、追い出してください……ママの身体が熱いの……」

　言葉が途切れて幼女リコは泣いた。わんわん泣いた。

『よ、幼女よ。この少年は魔ま法ほう医いではない。我の存在が少年を魔ま法ほう医いと勘違いさせたか？　涙は書物の天敵、湿気でふやける。だが安心せよ、あとで娘を連れてくる故、暫しばし……』

「あ、待って。ドクさん」

　ここは魔物の災害現場、いわゆる被災地である。そこに高熱の患者さんがいる。

　どんな状況だろうと、患者さんがいるなら診察と治療が必要だ。

　とはいえ病院もなければ薬もない。

　この状況で、できることは……？

　伊い坂さかの思考が高速回転を始める。結論はすぐに出た。

「ドクさん。さっきの魔法を見せる話だけど、他の方法でもいい？」

『構わんぞ。東洋魔法でも南方の秘術でも、魔法であれば。それと我の呼び名もドクで良い』

　伊い坂さかはにこりと笑い、身を屈かがめて少女に目線を合わせた。

「リコちゃん、だったかな。お母さんのところに案内して欲しいんだけど」

「……ママ、治してくれる？」

「もちろん」

　頷うなずくと、リコちゃんは伊い坂さかの手をちょこんと握って案内してくれた。

　彼女の母親は、確かにこの世界でいう風の邪じや精せいに取り憑つかれていた。

　馬小屋を多少広くした木造家屋だ。布ふ団とんに臥ふせていたのは少女リコと同じ亜麻色の髪をした聡そう明めいそうな女性だったが、いまは寒気に震えて藁わら布ぶ団とんを被り、辛つらそうに寝込んでいる。

　伊い坂さかは訪問前にテントから持ってきた救急箱を床に置き、中から電子体温計を取り出す。

　母親に細長い体温計を手渡すと、彼女はそれをくるくる回して観察した。

　おもむろに口に咥くわえ、もぐもぐと嚙かみ始める。

「……あのぉ」

「？」

「すいません、僕の説明不足でした。それは脇に挟んでください」

　体温を測ると、38・５度とかなりの高熱だった。続いてポケットからペンライトと定規を取り出し、定規の方をウェットティッシュで軽く拭く。

「舌を、べーっ、と出すように口を開けてください。ちょっと失礼」

　母親が出した舌を定規で押さえ、喉の奥をペンライトで照らして覗のぞき込こむ。

『何と少年、光を放つ魔法具を所持しているのか。で、口を開いて何をしている？』

「扁へん桃とう腺せんの確認、かな」

　よくお医者さんが【舌ぜつ圧あつ子し】という金属で舌を押さえて覗のぞき込こむが、あれは喉の入口にある【扁へん桃とう腺せん】と呼ばれる病原菌を防御する喉の免疫機構を見ているのだ。この【扁へん桃とう腺せん】は風邪などの時に腫れることがあり、白い変色等があると厄介なことになる。

　今回は多少赤くなっている程度だった。一安心し、続いて腹痛がないかを尋ねつつ、母親のお腹なかを押して圧痛を確認する。所見なし。典型的な風邪だ。ただし寒気が強くて熱も高い。

「ドク。この世界で水は貴重品かな」

『いや、王国の管轄内は潤沢な水源に恵まれている故、問題無い』

「水分補給は大丈夫、と。あとは……」

　民間療法といっても道具なしでは不可能だ。まず、この世界に存在するものを確認しよう。

　あると助かるのは……

「えっと。大根と、生しよう姜がとか。都合良くあったり……しない？」

『あるぞ。別に珍しいものでもない』

「本当？」

『珍妙な食物でなければ一式揃そろうだろう。だが野菜など集めて何をする？』

　伊い坂さかは話を聞きながら台所を確認した。頑丈な石の竈かまどがあり、脇には鍋や包丁、水みず瓶がめやひしゃくが片隅にまとめて揃そろえられている。続いてリコちゃんに声をかけた。

「リコちゃん。大根と生しよう姜が、あとは、お茶。用意できるかな。もしあれば蜂蜜も」

「だいこん……大根？」

「お願い。リコちゃんの協力で、お母さんを元気にしよう」

　リコちゃんは目を輝かせ「はい！」と元気に返事をした。

　彼女が家を出た後、ぼそりとドクが呟つぶやく。

『蜂蜜は難しいかもしれんな』

「養蜂家がない、とか？」

『ある。が、採取には専門の狩人かりゆうどが必要でな。まあ娘くらいの魔ま法ほう医いなら容易だろうが』

　狩人かりゆうどとは何だろう、とは思った。

　十分後、リコちゃんは村の人から分けて貰もらったよ、と大根と生しよう姜がを籠に詰めて戻ってきた。

「ゴメンナサイ、蜂蜜なかった……」

「ううん、大丈夫。蜂蜜はオマケだからね」

「魔ま法ほう医いさま、なにするの？」

『我も興味深い。野菜をどうする？　東洋魔法か？　野菜を用いた儀式魔法か？』

「まずは大根おろし、かな」

　伊い坂さかは台所を水洗いし、竈かまどに火をつけようした。が、薪への火種が見当たらない。

「ドク、この竈かまどどうやって火をつけるの？　マッチは？」

『まっち、なる物は知らぬが備え付けの火炎札を切って放るのだ。市販の魔法具だぞ少年』

　言われた通り切手サイズの赤札を放る。発火音がして火が灯ともった。感心しつつ鍋で湯を沸かし、続けて大根の下部に包丁をざくりと入れる。さらに台所から、おろし金に代用できそうな荒目の金属網を見つけたので軽く水洗いした後に使わせて貰もらう。

「大根おろしはね。こう見えて凄すごい薬なんだよ、リコちゃん」

　大根は一般的にしっぽの方が辛からいが、その辛い部分には有名な酵素【ジアスターゼ】が含まれている。この酵素が消化不良の胃腸薬としてよく効くのだ。さらに大根は食物繊維やビタミンＣも含まれる栄養食品なうえ殺菌作用もある。好きなおでんの具材ナンバーワンは伊達だてではない。ただしこの酵素は熱に弱く、直接加熱してしまうと酵素の働きが失われる。そこで登場するのが直接すり下ろして口にできる、大根おろし、という訳だ。

　続けて生しよう姜がもおろしていく。生しよう姜がはなんと紀元前から薬効が知られた生しよう薬やくで、吐き気止め、胃腸機能の低下防止、さらに強い発汗作用があるため汗をかく。その発汗が熱を下げるため風邪の初期症状にはうってつけ。これまた頼もしい素材である。

　あとは両者を器に盛り合わせ、最後に温かいお茶を注ぐ。大根を直接加熱せず、しかし口当たり良く頂けます──はい、完成しました【大根湯】。

　有名な民間療法だが、その効能は侮あなどれない。

「風邪のお供にはこれです。すこし熱いですけど、このあつあつを一気に飲むと効果的です」

　伊い坂さかは木製のスプーンと共に、母親の枕元にそっと添えた。

「飲んだ後は、汗をかきます。そのままでは冷えるので、必ず服を着替えてください。あとは水分をきちんと取ること。正しい水分補給と休息は風邪に……じゃなかった、風の邪じや精せいを追い払う一番の治療です。ご飯は食べれるものを軽く。あまり無理に食べると、逆にごはんを消化する方に体力を使ってしまいますので」

　他に聞きたいことがありましたら、どうぞ。伊い坂さかは労いたわるように微笑ほほえんだ。

　ところが。

　母親はそっと、大根湯を押し返してきた。返事は意外なものだった。

「私の家には、魔法の薬を買うお金がありません。高価なものを受け取る訳には……」

「いえ。これは民間療法と言いまして魔法ではありません。お金もかかりませんし」

「……魔法では、ない？」

　母親の顔色が曇った。

　どうしたんだろう、と思う伊い坂さかの左肩をドクがつつく。

『少年。まさか、その大根の混合物で治ると言う気か？』

「え、そうだけど」

『待て、待て、待て。魔法以外の医療は如何いか様さまだろう！』

「イカサマ？　でも大根湯はちゃんと効果があって」

『我が希望したのは別世界の魔法であり詐術ではない。地べたの野菜を下ろして薬だと？　ああそうか、実は今から魔法を使うのか？　先程の、ぺんらいと、という魔法のように』

　ペンライトも大根おろしも魔法ではないのだけど。

「えっと。本当に大丈夫です。身体も温かくなりますし、元気になります。是非これを」

『少年、ならんぞ。それは我々の世界では認められていない。魔法以外の医療は禁忌だ』

「でも、魔法以外にも治療法なんて沢山あるのに……」

　もしかして、この世界は魔法以外の治療はないと思われている？

　もちろん現代と異なる世界なら、その世界特有の理論理屈があるのは分かる。

　が、いまは目の前に患者さんがいて、辛つらそうに喘あえいでいる。

　元気になるのに、手段を選んでいる暇があるだろうか？

　いや。絶対にないはずだ。

「ねえドク。僕は──」

　反論しようと、口を開きかけた時だった。

「ママ」

　不穏な空気を破ったのは、……意外にもリコちゃんだった。

　少女は大根湯を手に取り、そっと口をつけた。驚くドク達の前で、彼女は大根湯の味に唇をへの字にする。

「うえぇ。苦い！　……でも、美味おいしいよ。ママ」

　リコちゃんは苦味を懸命に堪こらえて、母親に器を返した。

　青ざめる母親と動揺するドクに、少女がニコリと笑う。

「魔ま法ほう医いさまが、がんばって作ってくれたお薬だもん。ママに元気になって欲しいもん……」

　ふわりと温かい風が、伊い坂さかの胸を包んだ気がした。

　……子供って、すごい。

『むぅ……ま、まあ効能はさておき、野菜に害がないのも事実ではある。母君よ』

　ドクの助言に母親が戸惑いながら皿を手に取った。大根湯に口をつけ、ゆっくりと喉を潤す。伊い坂さか達が見守る前で母親が再び布ふ団とんに横になると、次第に汗が出始めた。

『これは生しよう姜がの発汗作用だな。だが、汗をかいてどうする？』

「汗をかくだけで、人間の熱は下がるんだ」

【汗】は人間の持つ分かりやすい体温調節の手段だ。生しよう姜がはその発汗作用に働きかけ、体温を下げる効果を出す。

　伊い坂さかの予想通り、三十分もすれば母親の熱が下がり、呼吸もゆるやかになってきた。ドクが驚き、伊い坂さかが微笑ほほえむ。自然の薬が持つ力だ。後はしっかり休めば大丈夫だろう。

「じゃあね、リコちゃん。お母さんをお大事に。もし何かあったら僕、あそこのテントにいるから声をかけてね」

　少女の頭を軽く撫なでる。「ありがとう！」と気持ちの良いお礼が嬉うれしかった。どんな世界でも、人を想おもう気持ちは同じなんだと思うと嬉うれしい。

　そうして伊い坂さかは満足して家を出て、……足を止めた。

　リコ家の玄関先には数人の村人さんが集まり、伊い坂さかをじ～っと見ていた。何だろう？　と思う間に人垣を分けてご老人が現れる。立派な白しら髭ひげをお持ちのご老人は「アー、アー」と発声練習をしたあと「魔ま法ほう医いさまあぁ！」と、嗄しやがれた大きな声を上げた。

「魔ま法ほう医い様！　どうか、どうか村の皆に、救いの手を～っ！」

　救いの手を～。

　伊い坂さかはぽかんと口を開け「はい？」と首を傾ける。







　三十分後。伊い坂さかはご老人もとい村長様に招かれ、村長宅は簡易の診療所になってしまった。

　魔法の大根をください！　魔法の生しよう姜がをください！

　違うんです、魔法ではないのです。そう説明しようと思ったが途中で止めた。説明するたびに変な顔をされて診察が滞るのだ。しかも患者さんが多すぎる！

「ねえ、ドク、コーディさんはどうしたの？　こんなに病人来てるけど……」

『先程確認したが、娘はこちらの倍近い人を診ている』

「それ完全にパンクしてるよね!?」

『この一帯には常勤の魔ま法ほう医いが不在でな。しかも大だい怪かい鳥ちようの被害は広域に及ぶ。この村だけでなく近隣の村からも患者が押し寄せているのだ。で、ここに魔ま法ほう医いがいるとの噂うわさが流れて……』

「状況は分かったから手伝ってくれると嬉うれしいんだけど！」

『書物に肉体労働を期待してはいかんな！　というか我も正直、少年の奇怪な手法に混乱しているのだ。やはり止めるべきか……しかし実に興味深い。うーむ、もう少し観察を……』

　ぶつぶつ呟つぶやくドクの援助を諦め、伊い坂さかは布で簡易のパーティションを作って診察を続ける。

　次に現れた髭ひげもじゃの村人さんも風邪だった。これまで通り説明して大根湯を渡そうとした時、ふと手を止める。見覚えがあった。コーディが最初に診ていた患者さんだ。彼は伊い坂さかに気づいて申し訳なさそうに頭を下げた。

「何度もすいません。一度は収まった風の邪じや精せいが、またぶり返してきまして」

「……そう、ですか」

　やはり回復魔法だけでは、風邪には効果が薄いのか。

「分かりました。ですが使い方に気を付けてください。もう一度説明します」

　話を続ける。残念ながら、課題点は山ほどあった。

　まず大根湯は風邪に有効ではあるが、万能薬ではない。

「大根湯は熱に効きますけど、心臓に強く作用する薬でもあります。心臓の機能が弱いご老人には使えません。そういう人には大根湯ではなく、玄米に塩を加えて飲みやすくした玄米スープという別の方法がありますので、他の人にレシピを……あ、でも本当に風邪かどうか、ちゃんと診てからです」

　説明しながら内心苦い顔をする。聴診器があればと思ったが、仮に聴診器で肺炎が診断できても対処法がない。抗生剤や抗菌剤がない以上、水分補給と安静、食べやすい食事指導がせいぜいだ。できることは、あまりに少ない。

　一方で、何もしないより数段効果があるのも事実だった。

　この世界での医療行為は魔法でしか行われていないらしい。ドクの話によると魔法を扱うには魔法具というものを使うか、魔法使いの〝才能〟が必要で、一般人には不可能だという。

　そこに、誰でも使える民間療法を取り入れられれば。

「……よし」

　伊い坂さかは人助けが大好きだ。人命を救えると思うだけで、ご飯三杯に味み噌そ汁しるも食べられる。

　そして伊い坂さかは普通の医学生ではあるが、一般人より多少特別といえる程に医学と化学の知識を持っていた。知恵と経験を生かして人を救う、皆を幸せにするお医者様。どんな状況でも、誰かのために力を貸せるのなら大変嬉うれしい。その嬉うれしいと思う気持ちが伊い坂さかの心に、もっと、もっと何かできないかと拍車をかける。

　患者さんをより助ける方法はないだろうか？

　例えばうがいや手洗いといった感染予防策を、村人全員に浸透させることができれば？

　治療も大切だが病気予防も広めたい。そう考えた伊い坂さかが閃ひらめいたのは、あの金髪少女の顔だ。コーディアリア・フランツェ。通称コーディ。この世界の、本物の魔ま法ほう医い様。彼女の言葉があれば、患者さん方への情報提供を一気に行えるのではないか？

　そう期待を抱いたとき、不意に患者さんの列が左右に割れた。モーセが割った海のように村人達が散り、少女コーディがどかんと扉を開けて乗り込んできた。眼鏡をかけたその双そう眸ぼうはなんだか虎のようにつり上がっていた気がしたが、今は大変都合がいい。

　ここは是非とも協力を！

「コーディさん！　良かった、あのさ、僕もっと沢山の患者さんを助けぐええっ」

「イサカあああっ！　あんたなに勝手なことしてるんだああああっ！」

　返事はなぜか渾こん身しんのアイアンクローで返ってきた。

「こ、コーディ!?　異世界の魔法使いは格闘技まで」

「うるさい！　ちょっと来なさい！」

　伊い坂さかはまた魔法でぶっ飛ばされ、強引にテントに引きずり戻された。

　魔法陣の上に転がる伊坂の前で、コーディがこれでもかと眉を逆立て、ドスン！　と杖つえを叩たたきつける。そして胸元のバッジを外し、伊い坂さかに向けて突きつけた。バッジには綺き麗れいな十字架と、斜めに構えた魔法の杖つえが描かれていた。

「これは魔ま法ほう医いである証あかしのバッジです。よく聞きなさい、イサカ。魔ま法ほう医いの開祖、ヴァンハイム・Ｄ・オスファルトの第一格言。【すべては患者様のために】！」

「え、あの。何の話をひえっ」

　杖つえの先端から電気が飛んだ。

　彼女は完全に、……キレていた。

「第二格言！　【魔ま法ほう医い療りようこそ病に対する唯一の救いであり答えである】。第三格言！　【魔ま法ほう医い療りようを除く医学はその全てが邪法であり、魔ま法ほう医いは己の良心に従い過あやまちの是正に努めなければならない】。つまり私たち魔ま法ほう医いは開祖の言葉に従い、毎日まいにち一生懸命、魔ま法ほう医いとして誇りを持ち、人々のために頑張っているのです！　それ、なの、にっ！」

　胸倉を摑つかまれぶんぶん振り回された。

「勝手に魔ま法ほう医いを名乗って、大根と生しよう姜がで皆を騙だますとは何事ですか！」

「い、いや僕は魔ま法ほう医いを名乗ってた訳じゃなくて黙ってただけと言いますか……」

「言い訳しない！　私は魔法を見せて欲しいと言いましたが、インチキしろと言った覚えはありません！　しかも、これは王国全土の魔ま法ほう医いに対する侮辱、患者さんに対する背信！　ですから私は怒っている訳です分かりますか!?」

　髪を逆立て一気にまくし立てたコーディは「ああもう！」と伊い坂さかから手を離し、目尻をつり上げたまま空中を睨にらむ。

「ドク、出てきなさい！　あなたもです！　どうして止めなかったのですか！」

　遅れて現れたドクは、本なのに冷や汗をかいていた。

『いやまあ……なんだ。止めようと思ったが、少年があまりに自慢げに話すもので、その』

「どーせ好奇心に負けて様子見てみよう、なんて思ったんでしょう、このボケジジイ！」

『それは否定せぬが娘よ、高貴な魔ま法ほう医いが、ぼけじじい、等などという下品な言葉を使うのは』

「本棚の刑っ！」

　コーディはドクを両手で閉じた。『く、苦しい』と呻うめくドクを金属の鎖でぐるぐる巻きにして本棚に突っ込む。彼女は邪魔者は消えたとばかりに手を払い、伊い坂さかに向き直った。

「イサカ。魔法はもう結構です。いいえ、もう何もしなくて構いません！　元の世界には王都に戻ったらちゃんと帰します。ですから二度と、邪魔しないように！　いいですね？　もしまた邪魔したら、今度は本気で怒ります！　もう怒ってますけど！」

　そして彼女は、伊い坂さかの首筋に杖つえ先さきをぴたりと触れさせた。

　直じかにライフル銃を突きつけられたような気分だった。

　ごくり、と唾を飲む。

　伊い坂さかは元々、他人と対立するのが好きではない。現代へ帰る前に黒こげにされるのも勘弁願いたいし、何事もなく家に帰して貰もらえることが一番だとは、思う。

　……ただ。

「えと、あのですね」

　いまは、多くの患者さんが困っている。

　そして伊い坂さかには治療の手伝いができる。

　その現実が、目の前にあるのなら……

「大根の薬効は、本当にあるよ？」

　彼女の眉がぴくりと跳ねた。

「コーディさん。大根や生しよう姜がの効能は確かです。生しよう姜がは病院で出される漢方薬の葛かつ根こん湯とうにも含まれてますし、大根おろしは民間療法の一つとして江戸時代から知られてます」

「カンポーだのエドジダイだの、訳の分からない話で誤魔化さない！」

「誤魔化してるつもりは、ありません。それにコーディさんが今、ぜんぶの患者さんを診れてないのは事実ですよね？」

　うぐっ、と彼女が言葉に詰まる。

「だから僕にも手伝わせて欲しいんです。僕には、魔法とは別の方法で人を助ける知識がある」

「私はあなたのホラ話につき合う暇はありません！」

「簡単に信じて貰もらえないのは、分かります。でも、コーディさんが診れない分まで手伝えれば、もっと患者さんを助けられると思うんです。……だから、僕から一つ提案があります」

　伊い坂さかはそっと、指を二本立てた。

「このテントを二つに分けて、二人で患者さんを診るのはどうでしょうか。で、たとえば皮膚の外傷はコーディさんに回す形にした方が効率いいと思うんです。回復魔法が怪け我がに強いのは、僕も見ましたし」

「あなた人の話を聞いてますか？　私はそもそも、あなたの治療は信用に値しないと言っているのです。第一、間違った治療を受けた人はどうなるのですか！」

「僕の治療に効果があるかは、あとで村の人に確認してください。……お願いです。僕に手伝わせてください。すべては患者様のために。きっと一緒に治療した方がいい」

「まっっったく話が通じませんね、あなた！」

　彼女が杖つえを摑つかんだ。先端に炎が灯ともる。

　だが退く訳にはいかなかった。目の前に患者さんがいるのに無視するのは大罪だ。伊い坂さかの矜きよう持じに反する。異世界だとか現代だとかの問題でなく、いま、患者さんが目の前にいるのだから。

「なんですか、その目は」

「……」

「どうしても聞かない。そう言いますか？」

　コーディが口を尖とがらせ、再び伊坂に杖を向けた。覚悟を決める。

　が、彼女はふと何か閃ひらめいたらしい。意地悪そうに唇の端をつり上げた。

「……本当に効果を出せる。あくまで、そう言います？　あなたの世界の技術だと」

「もちろんです。お願いします、コーディさん」

「ふぅん？　そこまで言うのでしたら、もちろん、自分の命を賭けることもできますね？」

　彼女が手を伸ばし、ついっ……と指先で伊い坂さかの首筋を撫なでた。ひやりとした感触。

　喉元に、気がつくと銀色の首輪が絡からまっていた。

「もしあなたの治療に効果が見られなかったら、その首輪が爆発するよう仕掛けました」

「爆発!?」

「当然です。人の命を扱うのですよ？　失敗は許されません。もちろん、今すぐ前言を撤回して謝るのなら外しますけど？　さあ、どうします？」

　伊い坂さかは右手を自分の首へと伸ばす。冷たい金属が、指先に触れた。

　なるほど。これは……

　うん。とても良いものだ！

「分かりました。それ位の覚悟がないと駄目ですよね。はい、これでお願いします」

「でしょうね。あなたもそこまで馬鹿じゃ…………お願いします？」

　コーディは何故なぜか眼鏡を落としそうになり、慌てて直した。

「今なんと言いました？　え、お願いします？」

「はい。お願いします、と」

「……い、イサカ。分かっていますか？　爆発ですよ？　死んじゃいますよ？」

「ええ。まあこれ位のリスクは背負わないと、と僕も思いまして」

「……ま、まさかあなた、その首輪がすでに噓うそだと見抜いて……？」

「噓うそなんですか？」

「い、いえいえ！　違いますちゃんと爆発します！　大陸が吹き飛ぶぐらいの大爆発です！　どっかーんですよ、どっかーん！」

　コーディが両腕を伸ばして「どっかーん」を表現する。それは怖い。

「でしたら頑張らないと、ですね」

　伊い坂さかが気合いを入れると、コーディはなぜか目頭を押さえて唸うなった。やがて諦めたのか、魔法で床に線を描く。学校のグラウンドに敷くような白線がテント中央に刻まれ、伊い坂さかは彼女とは反対側に座らされた。中央線を境にあっちで診察しろ、ということらしい。

「仕方ありません。では、イサカ。あなた秘伝の大根と生しよう姜がのスープ、試しに一つ作りなさい」

　伊い坂さかが作って器に盛ると、彼女はぐいと一気に飲み干した。

「え、コーディさんが飲むんですか？」

「当然です。害のある物が入っていないかの確認です」

「でも、それ飲むと、汗がすごく……」

「私は何でも実践派です！　それに患者さんに害がないものなら、まだ許せます。こんなもので効くとは思いませんが、あなたの覚悟に免じて認めましょう。ただし、一度だけ！」

　二度目は絶対ありません。コーディが断言する。

「それと今後、私への敬語は不要です。呼び名も、コーディ、で構いません。診察に立ち会う以上、あなたと私の立場は対等です。といいますか、いちいち敬語だと私が叱りにくいのです！　分かりましたね？」

「はい。分かりま……分かった。じゃあ宜よろしくね、コーディ」

　伊い坂さかは改めて協力する意味も込め、彼女へと手を伸ばす。

　コーディは「バカにしないで！」とその手をはたき落とした。
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　テントの外にお待たせしていた患者さんの大群を迎え入れると、コーディと喧けん嘩かする暇はすぐ消えた。患者さんの数は鼠ねずみ算ざん式にふくれあがっていた。伊い坂さかは大学病院の受付を思い出した。

　対面した患者さんの多くは風邪だ。いや、風邪だから爆発的に増えたのか。この世界には感染防止の習慣がないらしい。日本では標準用語の【家に帰ったら手洗い、うがいをしましょう】という予防の原則を思い出し、診察に加えて講習を行うことにした。

「水分をきちんと取って、温かくして休みましょう。それと、うがいも効果があります」

【うがい】は日本独自の風習で、海外で行うと変な目で見られるという。が、ある大学の研究によれば、うがいは風邪への感染率を40％も引き下げるとの実験結果が出ている。

「手順はこうです。見ててくださいね」

　うがいは最初に口をゆすぐ。いきなり喉のうがいをせず、口こう腔くう内の細菌や汚れを洗浄する。次にしっかり上を向いて、ガラガラする。うがい中に「オー」と声を出すのが分かりやすい。これを二回繰り返す。うがいは現代なら水道水で充分だが、殺菌作用のある緑茶、梅干しの酢漬け汁、塩水だとより高い効果が期待できるだろう。

「簡単ですので、家に帰ったらやってみてください」

　それは魔法ですか？　との質問が相次いだ。

「魔法ではありませんが、魔法と同じくらい効果があります。そして魔法が使えなくても、病を追い払うことができるんです」

　成程、そういう魔法なのですか！　やっぱり理解して貰もらえなかった。

　伊い坂さかが指導している間、隣のコーディは完全に呆あきれていた。

「水で喉を洗う？　それで邪じや精せいが追い払えるなら苦労はしませんけど！」

「これが効果あるんだよ、コーディ。本当に」

「ありません。魔法以外の手法で、そのような……はい、次の方どうぞ」

　患者さんの来訪に合わせてコーディは花のように微笑ほほえんだ。横顔をそっと覗のぞく。

　彼女は大根湯の影響か、額に玉のような汗を浮かべながら回復魔法を続けていた。魔法というのは便利なようで不便らしく、彼女の横顔には疲労の色が滲にじみ出でている。

　それでも華やかな笑みは崩れない。伊い坂さかへの苛いら立だちを隠し、笑顔で患者さんと向き合っている。まっすぐに前を向いて真摯に応える横顔が、とても、いい。

　患者さんが途切れた隙に、伊い坂さかは彼女にハンカチを渡した。

「コーディ。良かったら、使って」

　彼女は、ふん！　とそっぽを向いた。

「敵の施しを受けるほど落ちぶれてはいません」

「僕はコーディを敵だとは思ってないよ。それに汗をかいてると、患者さんにも心配されるし……言いにくいけど、服も」

　あえて見ないようにしていた、汗で張り付いたコーディの神官服を指摘する。

「[image: ～][image: ～]っ！」

　彼女はさくらんぼのように頰を染めてハンカチをひったくった。伊い坂さかは苦笑した。

　あとは出来ることの実践だ。まず感染予防の基本、マスクの代用品を用意する。布のスカーフ等で良いので、口元にあてるよう患者さんにお願いした。現実のマスクと比べると生地の編目が粗いが、くしゃみと共に飛散する唾を防ぐだけでも予防効果はある。

　あとは感染防止のため、患者さんの傍そばに居ないこと。

　水分を取ること。

　休息を取ること。

　治りかけたからといって油断しないこと。

　伊い坂さかの行おこなった対策は、高度な現代医療からは程遠い。人間の持つ自然治癒力と、日本で行われている一般的な予防策を話しただけだ。しかし病気に対する最大の対策は早期治療と予防であり、その重要性を知るのは、この世界において伊い坂さか錬れん次じ郎ろうただ一人だ。

　その結果──




　怒ど濤とうの三日間が過ぎた。

　その日の夜。伊い坂さか達はテントにて、おひげの村長様から大変な感謝を受けていた。

「いやぁ、魔ま法ほう医い様のお力には本当に驚きました！　素晴らしい！　とくに、うがい、と申しましたか。あの奇跡の魔法により風の邪じや精せいに襲われる者が激減しました。さらに大根を用いた魔法水。まさか身近にある野菜と草から魔力を抽出して邪じや精せいを追い払えるとは。私も長いこと生きておりますが、このような光景は初めてです。長生きはするものですなぁ魔ま法ほう医い様！」

「……はい……王国の魔法は、日々進化を続けていますので……」

　コーディは死んだ外来魚のような顔で握手していた。

　村長様はご満悦のまま、お土産として村一番の大根をプレゼントしてくれた。他の村でも是非これを。コーディは魔法の杖つえを右手、大根を左手に持たされ機械じみた微笑ほほえみで唇をつり上げる。そして村長様がテントを出た途端、ぶわっ、と金髪を逆立てた。

　テントに輝く魔法の灯火が、ゆらりと揺れた。

「い……いさ、イサカぁ……っ！」

　地獄の底のような声。唇を嚙みしめ、伊い坂さかに迫る。

「あなた、実は大根に見せかけた、秘薬マンドレイクを使ったんでしょう！」

「え。いや、えっと」

「うがい、はきっと聖アトラの魔法水を混ぜたものに違いありません。村人達の井戸水に混ぜて密ひそかに治療したのです！　他にも例えば、生しよう姜がには東洋魔法の未知の力を、そう、東洋には王国とは異なる秘術があると聞いたことがあります。それを使ったのです。あるいは禁術グリア魔法、いいえ、あの忌いまわしき錬れん金きん術じゆつの可能性も」

「ち、ちょっと待ってよ、コーディ」

「何を待つ必要があるのですか！　大人しく白状なさい！」

「でも」

　伊い坂さかは両手を挙げ、素直に返した。

「コーディ、ぜんぶ自分で確認したよね……？」

　彼女の頰に亀裂が走った。

　この三日間のことを伊い坂さかはよく覚えている。彼女は大根湯をはじめ、伊い坂さかの治療方法を事細かに検証した。寝る間も惜しんで伊い坂さかの診察を受けた患者さんの家まで伺い、容体の確認までしていた。

　理由はひとつ。「おかしな治療をされて、患者さんに迷惑をかけてはいけないから」だ。

　伊い坂さかはそんな考え方が、大好きだ。

　実践派という名の通り、コーディは魔ま法ほう医いとして強い責任感を持っていた。

　だから彼女は、誰よりも理解しているはずだ。伊い坂さかの行おこなった治療の成果を。

「で、でも！　魔法を使わずに、こ、こんな……こんな、ことが……」

　そして図らずも、コーディは自ら証明してしまった。

　伊い坂さかが何一つ、魔法の類を使わなかったことを……

「う、ぐっ……」

　コーディが、ゆっくりと腕を下ろした。

　はぁ、と溜ため息いき。

「寝ます」

「え」

「……これは何かの間違いです。そう、間違いなのです……」

　彼女が診察用のベッドに身を投げた。右手で力なく杖つえを摑つかみ、空中にくるりと円を描く。途端にベッドをドーム状の結界が包み込んだ。彼女は回復魔法だけでなく防護魔法も嗜たしなんでいた。伊い坂さかが驚く前で、バリアを張った彼女がもそもそと布ふ団とんに隠れてしまう。

「こ、コーディ？　大丈夫？　着替えくらいしないと風邪に」

「私はサイキョーの魔ま法ほう医いなので風の邪じや精せいにやられるほど弱くないもん」

「いや、そういう問題じゃ……」

「ほっといて！」

　彼女が叫んだ直後、不意に、ぐぅ～、とお腹なかの鳴る音がした。

　ベッドの中から。

　伊い坂さかの前で布ふ団とんがもぞもぞ動いて饅まん頭じゆうのように丸くなる。完全防御体勢へと移行したサイキョーの魔ま法ほう医い様は、布ふ団とんから杖つえだけにょきりと生やして結界を重ね張りし、二重結界の中から「もう絶対出てこないもん！」オーラを全開にしていた。

　さすがに気まずい。

「……コーディ。ち、ちょっとお腹なかがすいたかなぁ、なんて。あ、もちろん僕が、だけど」

「大根でも食べてください」

「でも一緒に食べた方が美味おいしいかな、なんて」

「お腹なかへってないもん、泣いてないもん！」
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　彼女が分厚い魔法白書をぶん投げてきた。伊い坂さかの横で本棚に激突、バラバラと数冊の本が落ちる音がする。

「こ、コーディ、あのさ。僕は──」

　突然、パキンと金属の割れる音がした。

　不意に首が軽くなる。足元に、銀の首輪が割れたドーナツのように転がっていた。

　コーディがベッドの中から、消え入るような声で呟つぶやく。

「認めてない訳では、ないのです。魔法であろうと何だろうと、成果があったのは確かです。分かってます。でも……今は放っておいてください」

　そして布ふ団とんから、もう一度だけ空腹の音がした。

「……コーディ」

　彼女を泣かせたい訳ではなかった。患者さんの力になりたい一心だった。彼女を見返してやるとか、ましてや打ち負かす気もない。

　伊い坂さかは彼女のことが嫌いではなかった。

　この三日間、コーディは必死に走り回っていた。お昼ご飯を食べる暇もない程に頑張っていた。テントに来れない患者さんのため、自宅訪問までしていたほどだ。身体に汗を張り付かせながら診察を続けた横顔を、とてもうつくしいと思った。

『うぅー……だ、誰かおらぬか』

　鈍い声にハッとする。崩れ落ちた本の隙間から、一冊の書物がミミズのように這はい出でていた。伊い坂さかがぐるぐる巻きにされた金属の鎖を解くと『ぶはっ！』と息継ぎしたような声がする。

『全く本使いが荒いな、娘は。本だけに折目正しく扱って欲しいものよ！』

「ドク。……あの、あのさ」

　伊い坂さかはなにか間違えたのだろうか？

　助けを求めた先で、ドクは年季物の書籍らしく、どっしりとした風格で伊い坂さかの前に浮かぶ。

『慌てるな少年。我は閉じても聴力は生きておる。外で語ろうではないか』

　その仮面に笑顔を浮かべ、ドクはテントの外にふわふわと出て行った。







　一面に銀粒子をぶちまけたような満天の星が広がっていた。解放されたドクは本の黒表紙を蝶ちようのように広げて飛び回り、久しい自由を満喫している。

　伊い坂さかも日本では拝めない、星のシャワーを見上げて両腕を広げた。

「すごい星……」

『星空が珍しいか、少年。もしや少年は、高い技術レベルを持つ世界からの召喚者か？』

「どうしてそう思うの？」

『召喚魔法の歴史上、高次元の人間が呼ばれた例が僅わずかながら実在してな。……その人間の世界は夜の闇を克服し、人工的な光溢あふれる世界を構築した、という眉唾物の話がある。尤もつとも、如何いかに時代が進んでも女性の扱いは心こころ許もとなさそうだが』

「……ごめん。そんなつもりじゃなくて」

『謝る必要はない。一概に、少年だけが悪い訳でもなかろう』

　ドクが伊い坂さかの目線の高さに並び、ぱらぱらと己の身体を開いてみせた。

『少年。ひとつ、我らが世界の昔話を綴つづろうか』

　伊い坂さかが本を覗のぞき込こむと、ドクの開いたページに白黒の絵が浮かび上がる。描かれたのは煉れん瓦が造りの古城と人々の笑顔、そして魔法や薬草、神様や宝石の描かれた絵本であった。




　──要約すると、こんな話だ。

　その昔、異世界にはたくさんの医学が存在した。魔法の力を用いた魔ま法ほう医い学がくを筆頭に、植物や日光といった自然の力を主とした薬草学。神に祈りを捧ささげて癒いやしを願う宗教医学。時には占星術や生いけ贄にえの儀式も入り交じる、まさに数多あまたの医学が存在した混迷の時代であったという。

　そんな中、ある一つの医学が頭角を現あらわした。

　錬れん金きん術じゆつ。

　当初は卑金属を黄金に変える夢の力と歌われたその技術は、魔法とは異なる道を歩み始めた。ある時には水分を一瞬で蒸発させ、またある時には硬質な金属を容易たやすく融解し、時には物質の在り方すらも変容させる。

　それらの研究は、やがて不老不死を求める医学的研究へと向けられた。名だたる錬れん金きん術じゆつ師しによる幾多の実験が行われた末、彼かれ等らはある薬物を作り出す。それは銀色に輝く、液体にして金属という不思議な物質であった。

　当時の人々はその特性に神聖さを見み出いだし、長寿の薬として王族に重宝されたという──




「それは……もしかして実際は毒だった。かな？」

『詳しいな、少年。流石さすがだ』

　推測だが、銀の液体の正体は【水銀】だろう。水銀は歴史上でも始皇帝が不治の薬として重宝し、毒死した逸話がある。水銀の毒性については【水みな俣また病びよう】という有名な病が実証済みだ。

『それ以降、錬れん金きん術じゆつは王族殺しの原因として処罰の対象となり、同時に根拠無き医学も淘とう汰たされることになった。唯一残ったのが魔ま法ほう医い学がくだ。なぜなら魔法は、明確に人間の苦痛を軽減できたからだ』

「なるほど……」

　意外と納得できる話かも、と伊い坂さかは大海原のような夜空を見上げた。

　魔法が存在する世界。回復魔法は患者さんの目の前で傷が治り、苦痛が和らぐ。微量ながら体力回復効果もあるらしく、目視できないウィルスや薬草学に比べて信しん憑ぴよう性を持つのは当然だ。

　なにより素人しろうと目めにみて「分かりやすい」。

　比べて現代医学は、伊い坂さかですら何をしているか意味不明なものも多い。そこに正体不明の毒死が相次ぎ、魔法以外の医療が信頼を失ったとしたら？

『娘は名門の魔法一家に生まれ、高い才能を持ち、それに奢おごることなく邁まい進しんしてきた。魔法は娘にとって心の支え。そこに大根で治りましたと言われても納得できまい。娘本人は勿もち論ろん、魔ま法ほう医いという立場としてもな。尤もつともあの娘は聡さとい故、少年の力も理解しているようだが』

　長話を終えたドクが、雑草の上に背表紙を預けて寝転がる。

『しかし娘も横暴よ。テントの外にまで本を投げ飛ばしおって。癇かん癪しやくを起こしたとはいえ、本にあたるとはけしからん』

　悪態をつくドクの傍そばには、投げ飛ばされた魔法白書が転がっていた。表紙には例の、十字架の上に杖つえを斜めに描いた魔ま法ほう医いの証あかしが描かれていた。伊い坂さかはふと好奇心から、彼女がどんな知識を得ているか気になり魔法白書を開いて、……少し後悔した。

　白書は至る所が赤く染まっていた。その正体は大量に引かれた赤線だ。受験勉強で嫌というほど机にかじりつき、毎晩必死に書き込んだ赤ペン痕のような。

　彼女は自分の信念に従い、学び、努力していたのだ。

　白書を閉じる。

　伊い坂さかは人のために頑張れる人が好きだ。それが医学となれば、尚なお更さらに。

「……コーディ」

　彼女が患者さんと向き合う時の、ふっくらとした笑顔は優しさに満ちていた。疲労により玉のように流れる汗は、彼女の努力の証あかしだった。そんな風に頑張っていた人が。

　お腹なかを空かせて、布ふ団とんの中に蹲うずくまっているのは、あまりに寂しい。

　テントに戻ろう、と決めた。

『少年。娘のことは暫しばし放っておいた方が』

「ごめん。やっぱり何とかしたいんだ」

　魔ま法ほう医いコーディアリア・フランツェ。君は。

　とても立派な魔ま法ほう医い様だ。正しく、成せることを頑張ろうとしている。

　それを大声で褒めたい！

　踵きびすを返かえしてテントに戻り、伊い坂さかは急ぎベッドの前に立った。大きく、息を吸う。

「コーディ。僕は、君の人助けの気持ちはとても立派だと……ん？」

　ところが布ふ団とんは空だった。

　おや？　と伊い坂さかが見渡すと、白い布ふ団とんアルマジロはテントの隅に屈かがんでいた。保存パックのような容器を手にしている。パックの中にはハート形のクッキーのようなものが詰められており、肝心の彼女は口元にジャムをつけ、もぐもぐしながら伊い坂さかを見て固まった。

　ぽろり、と彼女の口元からクッキーがこぼれる。

　で、悪戯いたずらがバレた猫よろしく布ふ団とんに戻った。保存パックを抱えたまま。

「やっぱりお腹なかすいてるよね!?」

「ちちち、違います！　これは魔力回復の儀式です！　ああ、明日も診察ありますし、なにもせず明日を迎えるのは魔ま法ほう医いとして義務的になんかこう、アレ！　アレなんです！」

　この子意外とポンコツかもしれない。

　だったら何か手はないだろうか？

　少し考えて、伊い坂さかは脇に転がる自分の鞄かばんを見つけて閃ひらめいた。

　中身を漁あさり、取り出したるは不健康食品の代名詞インスタントラーメンだ。内容は塩分と炭水化物の塊だが、空腹でいるよりは健康に良く、なにより美味おいしい。伊い坂さかはテントにあった魔法鍋で水を沸騰させて湯を注ぎ、コーディの結界前にカップ麵をお供えした。

　すぐにインスタント麵特有の暴力的な香りがテントを覆う。伊い坂さかは鞄かばんから免疫学の教科書を取り出し、ベッドの方へパタパタと扇あおいだ。

　カップ麵による香り攻め、飯テロ大作戦である。

「コーディさん……いま、あなたの食欲に直接語りかけています……これは異世界にある、特別な食べ物……ぷりぷりの海老えびにふわふわプチ卵、濃厚チキンスープの絡からんだ麵に、旨うま味みをぎゅっと詰め込んだ謎の肉を奥歯でカリッと嚙かみしめた時に感じる素敵な幸せ……」

『少年。君、実は阿あ呆ほうだろう』

「僕はいつだって本気だよ！」

『そうか？　だがな少年、如何いかに食欲をそそれど、娘がその程度で己のプライドをだな……』

　布ふ団とんが反応した。

　びっくりするドクの前で布ふ団とんアルマジロが動き、コーディが亀のように首を覗のぞかせた。顔に乾いた涙の痕と苺いちごジャムがついていたが、伊い坂さかはなにも気付かないフリをしてにこりと笑う。

「お腹なか、すいたよね？」

「……うぅ～……」

「カップ麵。がんばったコーディに、異世界からのご褒ほう美び。……ごめんね。人の事情も知らないで、勝手に色々やっちゃって」

　きゅう、と彼女のお腹なかの音がした。コーディが小さく、鼻をすする。







「……おいしい！　何ですかコレ！」

「熱いから気をつけてね。あ、近づきすぎると眼鏡が曇るよ」

　コーディが顔を真っ赤にしながら、はふはふと息をつく。最初は湯気を気にして眼鏡を拭いていたが、途中から一心不乱にフォークを動かし始めた。食べるのに苦戦しながら「すごい食べ物です」と感心している。においがテント内に充満し、ドクが『煙い、湿し気けるわ！』と嫌がって自ら本棚に隠れてしまった。

　安心したら伊い坂さかもお腹なかがすいてきたので、自分用のカップ麵にも湯を注ぐ。と、コーディがフォークを口に咥くわえたまま、じ～っと見てきた。伊い坂さかのはシーフード味だった。

「……こっちは魚介の味。海の幸テイストだね」

　伊い坂さかの分も差し出した。

「いいのですか？」

「美味おいしそうに食べてくれるほうが嬉うれしいし、僕は普段からよく食べてたから」

「そ、そう……ありがとう」

　彼女の頰がほんのり赤くなる。カップ麵が熱かったようだ。

　コーディは、代わりに、と先程の保存パックをくれた。最初はクッキーかと思ったが、実は乾パンを小刻みにしてジャムをつけたものだ。ほんのりと甘い。

　静かな食事の時間を終え、コーディは最後の一口をスープまで堪たん能のうして息をついた。

「イサカ。少し、真面目な話をしましょう。あなたは何者なのですか？」

「コーディ、頰にスープの痕ついてる」

「ほっといてください！　……とにかく。大根や喉の洗浄はともかく、湯を注ぐだけで完成する料理もあるとすれば、私も考えを改めざるを得ません」

　コーディはハンカチで頰を拭った後、熱心にカップ麵の解読を始めた。『電子レンジ調理不可』の文字をじっと睨にらんだものの、やがて理解を諦めたのかカップを床に置く。

　そして眼鏡を押し上げ、改めて伊い坂さかを見つめた。

　理知的で、とても綺き麗れいな瞳だなと思った。

「いろいろ不可解ではあります。でも私は、あなたの手法について、もう少し確かめた方が良いのかもしれません。……明日からの診察にも影響しますし」

「いいの？」

「聞くだけです。参考程度に！」

　伊い坂さかは小さく微笑ほほえんで、考えた。伊い坂さかの知識の正体、それは。

「化学」

「〝カガク〟、とは？」

「まあ、世の中にある色々な謎を解き明かすための学問、っていう答えが一番近いかな。たとえば人の身体が何で出来ているか。物質を構成する大元は、一体何か」

「……つまり、あなたの世界における魔法ですか？」

「ううん、魔法じゃない。でも、この世界にもきっとある。化学、物理学、生物学……そうだ、コーディが知ってる医学知識にも共通点があるかも。そこから考えてみようか」

　同じ人体解剖学の話なら、理解しやすいかもしれない。

「コーディ、血管は分かる？　人間の身体には動脈と静脈という二本の血管ラインがある」

「知っています。人間の全身を巡る管でしょう？　生命力と魔力を循環させるための」

　なんですかそれは。

　まあ、気を取り直して。

「じゃあ脳は？　人間の頭に収まってる、皺しわだらけの臓器なんだけど」

「沸騰した血液を冷却し、魔力を練る器官のことですね」

「……人間が、ものを考える場所は？」

「心臓。心と魂がなければ、人間は生きていけません」

「僕達の世界ではときどき、お腹なかの痛い人の腹を切って、中の病気を取るんだけど」

「イサカ。私は医学の話をしているのであって、人間の腹を裂くような前時代の生いけ贄にえ文化について検討したい訳ではないのですが」

　伊い坂さかは頭を抱えた。抱えるのも無理はない、と分かって貰もらえる相手がいないのも辛つらい。

　察したのか、コーディも悩ましげに腕を組む。

　テントの外で静かな小こ雨さめが降り始めていた。雨音が、沈黙を雄弁に語っていた。

　伊い坂さかはもう一度コーディの持つ魔法白書に手を伸ばす。複雑な臓器名称も難なく読めることを不思議に思ったが、後に聞いた話によると、召喚魔法の中には意思疎通を円滑にする翻訳魔法も含まれるらしい。コーディと自然に会話ができるのも、それが理由だ。

　が、伊い坂さかから見て日本語に訳された解剖図は、解剖配置こそ一致が見られるものの臓器の説明については間違いも多かった。そして各臓器が六色に色分けされ、謎の記号や魔法陣が描かれている。さらに人間には四種類の体液が存在する、心臓は魂の器である、脾ひ臓ぞうはとくに必要のない臓器である等々……

「イサカ。残念ですが、私とは相あい容いれないようですね」

「うん。なんていうか」

　時代が違いすぎる、と考えるしかなかった。

　説明するには文明の壁が、あまりに厚い──

　そう思った時、不意に雨音が弾はじけ、テントにぶわりと風が吹き込む。

　外から突然、フード姿の女性が倒れるように飛び込んできた。コーディが驚く中、伊い坂さかは女性の背中が膨れているのに気づく。ずぶ濡ぬれのフードを外すと、女性の背中にけほけほと荒い咳せきを繰り返す男の子が背負われていた。

「イサカ、温かい湯を」

「うん。コーディはお母さんのほうをお願い」

　コーディが女性の介抱を行い、伊い坂さかは魔法鍋で湯を沸かしながら男の子の身体を拭いて額に触れる。歳としは五歳くらいだろうか。額は熱く、寝苦しそうな酷ひどい咳せきがテントに響いた。

「いつ頃から症状がありましたか。詳しく教えてください」

「……三日ほど、前から……」

　母親らしき女性に尋ねると、やはり風の邪じや精せいにやられたという。

　伊い坂さかは男児の手首に指を添えて【脈】を取る。一分間で脈拍およそ八十五、子供としては平均的だ。脇腹に手を伸ばす。十分に湿潤があり、水分補給もできている。思ったより軽症だと判断するが、苦しそうな咳せきが気になった。

「咳せきはいつ頃からですか」

「三日前から……」

　咳せきの慢性化はなし。コーディが回復魔法を唱えると、子供の強こわばった顔が和らいだ。母親が安あん堵どするが、回復魔法が一時的な苦痛軽減に過ぎないことは伊い坂さかも理解している。

　大根湯は子供には作用が強すぎる。そこは飲みやすいスープに切り替えれば問題ないが、咳せきを楽にする手段も欲しい。咳せきは睡眠にも影響するし、体力も奪われる。簡単な咳せき止どめがあると楽になるが……

　母親がコーディの手を祈るように摑つかんだ。

「魔ま法ほう医い様。お金は多少ございます。この子に、そして山向こうの私達の村に、薬を分けて頂けませんでしょうか！」

「う……申し訳ありません。私の魔法はともかく、薬では、風の邪じや精せいを抑えることは……」

「あ、えと、コーディ。あのさ」

　咳せき止どめを兼ねた携帯用の風邪薬なら、簡単なものがある。

　ただ、ドクの話によれば彼女の協力が必要になるが……

　コーディがじろりと伊い坂さかを睨にらんで唇を歪ゆがめた。やっぱり不機嫌だし、信じて貰もらうのは難しいかなぁ、とは思いつつ、おそるおそる口にする。

「咳せき止どめに、蜂蜜があると、とっても嬉うれしいんだけど」

　伊い坂さかの言葉にコーディは呆あきれて、溜ため息いきをついて──







「これで、いいですか！」

　と、彼女は怒鳴りながら村外れの養蜂場を訪れていた。

　深夜の郊外。悪趣味なほど黒く歪ゆがんだ雑木林の奥に、伊い坂さかの求める蜂の巣は存在した。

　巣箱は地面に鎮座していた。ハニカム構造と呼ばれる正六角形の堅いブロックが海岸のテトラポッドのように五十センチ間隔で並び、正面には激しい羽音を鳴らす子供サイズの蜂、ただし人間の子供サイズの巨大蜂が数匹、赤色の複眼をギラギラ輝かせながら浮遊していた。壊れたラジオのような羽音が聞こえる。養蜂家という仕事は、この世界では蜂の魔物を自然飼育し、時期を見計らって狩人かりゆうどがハンティングすることだと後で知った。

「こ、コーディ、本当に大丈夫なの？　こんな大きな蜂と戦うの？」

「いいから見てなさい！　この私、サイキョー魔ま法ほう医いコーディアリアの実力をね！」

　半ばやけ気味なコーディの声に反応し、一匹の蜂が鎌のような腕をもたげる。肩を震わせた伊い坂さかの前で、彼女は杖つえをくるりと回転させて腰に構え、先端を前方に突き付けた。魔法を唱える。

　炎のガトリング弾が降り注いだ。

　機関銃のような炎の雨だ。蜂の集団は突然の火炎弾を前に、次々と撃墜されていく。放たれた炎はさらに獲物を求めて暴れ狂い、木々の一部にまで飛び移る。

　映画の一幕のような光景に呆あつ気けにとられ、そして、

「コーディ、後ろ！」

「へ？」

　彼女の魔法は眠れる夜の魔物達を叩たたき起おこしたらしい。コーディの背後から藪やぶを揺らし、大きな影が現れた。熊だ。全長およそ五メートル、推定体重一トン。軽トラックと見間違うほどに巨大なグリズリーベアである。

　コーディは「なんだアンタはあああっ!?」と爆裂魔法をぶっ放した。熊は一撃で倒れた。

　しかし獣の気配は更に濃密になる。伊い坂さかが暗闇を見渡す。視線を感じた途端、がさがさと草木を揺らし、血の香りを漂わせる獣が姿を見せた。狼おおかみの集団だ。低いうなり声が夜の森に轟とどろき、コーディが防御用の結界魔法を張る。

　その狼おおかみの頭上の木々には、梟ふくろうの怪物に、猿のような顔の魔物まで……

「コーディ、もういいよ、いったん逃げよう？　蜂蜜はいいから！」

「そういう訳にいきますか！」

「けど」

「私は魔ま法ほう医い！　あなたの方法で患者さんが助かるなら、逃げる選択肢などありません！」

　それが開戦の合図になった。彼女が杖つえを振り上げ、嵐のように魔法を乱れ撃つ。コーディの放つ光の弾丸はまるで追尾弾のように次々と魔物達に命中し、弾はじき、叩たたき、吹き飛ばす。獣が唸うなりをあげて伊い坂さか達に飛びかかり、彼女の防護魔法に阻はばまれる。深夜の森に熱と光が吹き荒れた。コーディが勢いを増し、次々と魔法を繰り出していく。その背中を見ながら、伊い坂さかは思う。

　魔ま法ほう医いコーディアリアは──

　常に医療人として全力を尽くしているのだ、と。

「イサカ。私はあなたの話はさっぱり分かりませんし、信じた訳ではありません！　ですが、私は！　患者さんを元気にしたい！　そのために、やれることがあるなら全部やるのです！」

　彼女が凜りんとした声を張り上げた。

　伊い坂さかとコーディは医学理論も、考え方もまったく違う。解剖知識も免疫理論も相あい容いれない。

　それでも目指す高みは同じだった。

　魔ま法ほう医い、第一格言。【すべては患者様のために】。

　炎に照らされた彼女が杖つえを翳かざす。その姿はまるで戦乙女のようだ。しかし彼女は人々を癒いやす天使様、この世界で皆の希望となる魔ま法ほう医い様だ。

　伊い坂さかはなんだか胸が熱くなって……

　同時に現実も熱くなってきた。獣はあっという間に撃退されたが、お祭り騒ぎは雑木林にも飛び火していた。ついでに蜂の巣も燃えていた。

「こ、コーディ？　あのね？　えっと」

「何ですか！　いま忙しいんですけど！」

「蜂の巣も、森も全部燃えそうなんだけど……」

　彼女が魔法を止めた。養蜂場は燃え盛る地獄絵図と化していた。

　で、コーディは杖つえを振り上げ、

「な、なんで氷の魔法で攻撃しないんですかああああっ！」

　なぜか伊い坂さかが怒られ、ポンコツ魔ま法ほう医い様は慌てて消火作業に取りかかり始めた。
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　村の傍そばで発生した森林火災は魔ま法ほう医い様の懸命な消火活動により鎮火した（自じ業ごう自じ得とくだけど）。幸いなことに蜂の巣はとても巨大で、焼け跡から十分な蜂蜜が採取できた。ちなみに翌日、コーディは魔物退治もしてくれた魔ま法ほう医い様として村長様から感謝の涙を頂いた。

「と、当然です！　私は魔ま法ほう医いとして人々の安全を守ったのです！」

　ぜったい違うよね？

　とにかく無事に帰宅した伊い坂さかは作業を始める。といっても咳せき止どめの作成方法は簡単だ。まず蜂蜜それ自体が昔から外用薬として重宝されている薬品であり、強力な殺菌作用を持つ。しかも蜂蜜は栄養価も高く、ついでに甘くて美味おいしいという万能選手である。とある有名なゲームで回復薬グレートの材料になるだけの成分はあるのだ。

　咳せき止どめの作り方も簡単で、まず大根を一センチ程度のサイズに角切りし、容器に入れて蜂蜜をかける。その容器を密閉して放置すると、大根から水分が滲にじみ出でて蜂蜜と混ざる。

「で、この混ざった水分を、水やお湯で割って飲む」

「それだけ!?　イサカ、あなた噓うそをついてませんよね!?」

「本当だよ。そもそも蜂蜜自体に強い殺菌作用があるから、それを飲みやすくしただけだし。試してみる？　蜂蜜を直接食べても十分効果あるけど……」

　彼女は半信半疑ながら口に含み「甘い！」と素直な感想を零こぼした。

　伊い坂さかは笑い、余った瓶詰めの蜂蜜を母親に手渡した。

「このように作り方は簡単ですので、村の皆さんにも分けてあげてください。蜂蜜は簡単には腐りません。そちらの村でも風邪は流行しているはずですから、きっと効果があります」

　伊い坂さかはついでに感染予防の話もした。母親は祈るように頭を下げた。

　その後、子供の風邪も治まり、母親のいた村の病も無事に終息したという。
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　翌日の朝は、清すが々すがしい程の晴れ模様だった。伊い坂さかはテントを出て背伸びをした。

　コーディも外に出て幾つかの魔法を使い始める。彼女の魔法テントは伊い坂さかが見ている前で物理法則を無視して中のベッドやテーブルごと縮小し、最後はコーディの背丈程度の傘になってしまった。現代医学より余程インチキなのではと思う中、彼女は次に魔法の馬車を風船のように膨らませる。本当に何でもアリかもしれない。

　ところで。

「あの。僕の帰還って、どうなったんだっけ？　魔法は、結局見せられなかったんだけど」

　元の世界に帰れないのは、とても困る。

　伊い坂さかには現代で医者になる夢がある。そう尋ねると、ドクが陽気に空を飛んだ。

『すまんな、少年。魔法を見せねば帰さない、というのは冗談だ。少年の帰還については王都に戻れば帰還魔法が存在する。……ただ娘の王都への帰還は少し後の予定でな。約十日後といったところか。それ位の滞在なら問題なかろう？』

　了解した。十日程度なら、少し長めの海外旅行と思えばいい。それに……

　もう少し、この世界に伊い坂さかの現代医療を広めても、いいかもしれない。患者さんのためにも。

　それと。

「……ねえ、コーディ」

「なんです？」

「僕が帰るまででいいからさ。現代医学を勉強してみる気はない？」

　彼女には素質がある。患者さん第一の姿勢は、とても好ましい。

　伊い坂さかがこの世界に滞在する間だけでも、二十一世紀の現代医療を学んではどうだろう？

「はあぁ？」

　返事は見事な半眼ジト目で返ってきた。

「結構です！　私はそんな意味不明なものを扱う気はありません。だいたい魔ま法ほう医い療りようが一番という説を私は曲げた訳ではありません。今回は、たまたま、何かの間違いです！」

「……ですよねー……」

「バカなことを話してないで、ほら。行きますよ、イサカ」

　取りつく島もない返答で、コーディが完成した馬車に飛び乗った。

　伊い坂さかは長閑のどかな農村とコーディの幌ほろ馬車を眺めて溜ため息いきをつく。どうやら、この世界に現代医学を浸透させるのは難しそうだ。そう思い、仕方ないかなと諦めて──

「……ですが、まあ。雑談程度には応じます。成果は出した訳ですし？」

　馬車から照れくさそうな声がした。

　伊い坂さかがぱっと目を輝かせると、コーディは口酸すっぱく、少し照れたように顔を赤くしながら、言い訳めいた説明を始める。

「ひ、人のためですから。知っていて損はない知識だと思っただけです！　それに参考になるなら、私もアドバイス程度に聞いてあげなくもないですし？」

「……うん。ありがとう、コーディ」

　少しは可能性がありそうだ。

　伊い坂さかが笑って馬車に飛び乗り、ふと気づく。

　風船のように膨らませた幌ほろ馬車には馬が付いていなかった。どうやって走るのか尋ねると、コーディは「常識がないわね」とばかりに笑い、自慢の杖つえを馬車の先へと向ける。

「もちろん魔法です。あなたの話す、おかしな理論と違って魔法は凄すごいのです！」

　彼女が床をトンと叩たたいた途端、馬のない馬車は何かに引かれるように車輪を鳴らして走り始めた。魔法は現代医学以上にあり得ない。心の底からそう思ったが、口に出すと怒られそうな気がしたので伊い坂さかは黙る。

　カラカラと車輪の心地よい音と共に、二人と一冊の旅が始まった。
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「勇者様？　勇者って、あの魔王を倒したりする？」

「ええ。とくに今回依頼を受けた勇者様は、かの有名なフリーク家の血を継ぐ、名実ともに素晴らしい方だと聞き及んでいます」

　伊い坂さかの質問に、コーディは普段通りのすまし顔で応えてくれた。

　馬車はゆるりとした速度でだだっ広い草原を進んでいる。心地よい春風と草のにおいを嗅ぎながら次の目的地を尋ねたところ、今の返答が返ってきた。

　魔ま法ほう医いコーディは〝王国〟という大陸最大の国に所属する魔ま法ほう医い師しらしい。が、ある個人的理由により王都遠方の治療依頼を受けながら各地を旅している最中だった。そして次の患者さんは、なんと伝説の勇者だという。

「まあ本来なら、イサカ。あなたも勇者様と呼ばれる人だったかもしれませんけど」

「どういうこと？」

『うむ。実は先日の村を発たつ前に、少年を呼び出した召喚魔法の痕跡を発見してな。調査した所どうやら英雄召喚の類の魔法だと判明し、いま王国に確認を取っている最中で……』

　ドクが返答した時、馬車の中からチリンチリンと鈴の音がした。コーディが片手サイズの水晶玉を奥から取り出し、会話を始める。

『見るが良い、少年。あれは王国最新の魔法具、遠方と連絡が可能となる通信球だ。驚きであろう！』

「うん。まあ僕達の世界だと誰でも使えるけど……」

　なんだと、というドクの返事はコーディの「なんですって!?」という大声にかき消された。

「召喚したのは私に相応ふさわしい理想の男性？　一体どういう意味ですか！　……え、実験召喚？　試しに使ったら成功した？」

　コーディの眉がひくついた。怒りそう、と思ったら怒った。

「そんなバカな召喚をしたのは誰だああああっ！　どうせロゼでしょう、あの子に言っておきなさい！　あなたの魔法のせいで私は大変な……え、どんな男？　二枚目の英雄顔？　せっかくなら捕まえておけ、ですって？」

　コーディが伊い坂さかを、ちらっ、と窺うかがう。

　そして水晶玉を投げ捨てた。

『ぬおおっ！　娘よ、それを捨てるなんてとんでもない！』

「知りません！　全くもって不愉快です。貴重な召喚魔法を、理想の男性なんていう俗なことに使って、しかも別世界の人に迷惑かけるなんて最ッ低です！　イサカもそう思いませんか！」

「あ、うん。まあ……」

「まあ、ではありません！　あなたも迷惑かけられた方でしょう!?」

　そうなのだが、伊い坂さかが何気に嬉うれしいのは彼女の倫理観である。コーディは身勝手な召喚にきちんと抗議し、責任を持って帰還の手続きを整えてくれる。性根が良い証あかしだろうなぁ、と伊い坂さかがしみじみ考えていると、その彼女が不意にこっちを向いた。

「そ、それともあなた、……もしかして私に、き、興味があるのですか？」

　コーディの声が上ずる。興味と言えば、まあ。

「うん」

「そうなのですか!?　……いえ、で、ですが私は王国魔ま法ほう医いコーディアリア。由ゆい緒しよ正しきフランツェ家の長女です。たとえ珍しい異世界の客人といいましても、魔法の才がない者との縁談は、なんといいますかその、仮にあなたがどんなに私に興味を持っていても」

「やっぱり魔法のメカニズムは気になるよね」

　伊い坂さかは深々と頷うなずいた。

「この世界だと魔法の才能は血筋なんだよね。つまり遺伝的な違いがある可能性が高いんだけど、実は人間ひとりひとりの遺伝子による違いは世界で比較しても０・１％程度しかないんだ。それだけで物理法則も無視する魔法が使えるのは不自然だと思うし、あと魔法のエネルギー源も謎だよね。デンキウナギの放電みたいにＡＴＰ消費なのか、全然違う原理で人間の臓器に何かのエネルギーが……あれ、どうしたの、コーディ。陸に上がった半魚人みたいな顔して」

「別に……」

『君はじつに残念な男だな、少年』

「なにが？」

　とまあ普段通りの会話をしながら、馬車がのんびり進んでいると……

　不意に、ガサガサと草の揺れる音がした。

　ん？　と伊い坂さかが顔を覗のぞかせる。

　目が合った。

　それは灼しやく熱ねつ色の皮膚に四本足を持ち、ぬめり気のあるチロチロとした赤い舌を出していた。二重丸のような無機質な瞳が伊い坂さかをじっと見つめる。全長は人間の大だい腿たい骨こつほどだろうか。赤い尻尾を立てて威嚇している。

　その生物が巨大なトカゲだと気づいた瞬間、口をぱくりと開いて火を噴いた。

「危ない！」

　コーディが伊い坂さかを突き飛ばす。熱が頰を掠かすめ、コーディの金髪が黒く縮れた。「こんのぉ！」と怒った彼女が杖つえを回転し、ライフルのように構えなおす。

　が。魔法よりも早く、火トカゲの胴体が一刀両断された。

　ついでに馬車も真っ二つになった。

　伊い坂さかとコーディを分断し、崩れる馬車の合間に地響きが轟とどろく。現れたのは大柄な男だ。純白の鎧よろいにひらりと揺れる青マント。力強い上腕二頭筋の先には、チェーンソーのように巨大な大剣が握られている。男は自慢げに顎あご髭ひげをくいっと親指でなぞり、トカゲの集団に突撃した。

　左腕から掬すくい上あげる強烈なアッパースイング。その一撃は衝撃波を伴い、草陰の火トカゲ達を次々と巻き上げた。風に煽あおられ姿を見せた魔物の胴を、尻尾を、大剣で次々に薙なぎ払はらう。トカゲの魔物達は蜘蛛くもの子を散らすように逃亡を始め、男はさらに剣を構えて追撃を開始する。

　……あの人は……もしかして？

　男の掃討作戦は一瞬で完了した。剣を収め、伊い坂さかに気付いてニヒルに笑う。

　そして両腕を斜めに伸ばし、日本の特撮ヒーローを彷ほう彿ふつとさせる決めポーズを取った。右腕の肘を曲げ、左腕は斜め一直線に三十度。

「勇者、見参！　ふぅん。やはりカッコイイな俺様は。さあお前達、遠慮せず俺様の活躍を」

「人の馬車を壊しておいて何が勇者だああああっ！」

　私物を破壊された魔ま法ほう医い様は大変ご立腹であった。
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「いや確かに悪かった。いかに俺様といえども過あやまちはある。正式に詫わびてやろうではないか」

　勇者様は椅子にふんぞり返りながら謝罪らしき言葉を口にした。

　──勇者フォルグス・フリーク。今回の依頼人である。

　伊い坂さか達は勇者に案内され、彼が滞在している南ブラント街に招かれた。コーディは町長様から歓迎を受け、しきりに町長宅への宿泊を勧められたが丁寧に断り、いつもの魔法テントを広げて勇者の診察を開始した。

　強面こわもての中年男性である。歳としは四十過ぎ、髪を角刈りにした筋肉質な大男だ。一般的に歳としを取ると性格が丸くなると聞くが、腕を組んで居座る勇者の辞書に『遠慮』の二文字は見当たらない。「由ゆい緒しよ正しくても礼節とは別のようですね」とコーディが毒づく。

　しかし彼女もプロの魔ま法ほう医いだ。診察が始まると丁寧に礼をし、胸元のバッジを提示した。魔ま法ほう医いの身分を示す杖つえと十字架を描いたバッジは、彼女の誇りでもあった。

「勇者様。改めまして、私は王国魔ま法ほう医いコーディアリア・フランツェ。このたびは勇者様の依頼を受け、治療に参りました。……お話を、お聞かせ願えますでしょうか」

　頭を下げるコーディ。ところが。

「なんの話だ？　俺様は治療など依頼していないが」

　勇者は不愉快そうに口を歪ゆがめた。

　コーディが眉をひそめ、懐ふところから封書を取り出す。手紙には子供が初めて鉛筆を握ったような文字で『勇者様をたすけてください』と書かれていた。

「頂いたのは、こちらの手紙ですが……」

「貸してみろ」

　勇者はコーディから手紙を奪い、眺めて、捨てた。

「ふぅん。この伝説の勇者フォルグス・フリークが魔ま法ほう医いに助け？　俺様が邪じや精せいにやられた？　ハッ、誰かの悪戯いたずらに決まっている。こんな手紙を真に受けるとは、王国魔ま法ほう医いも暇なものだな」

「……確かに字じ面づらは歪ゆがんでますが、手紙には勇者様が戦闘中に苦しげな顔をし、手元が狂うことがあると具体的に書かれていました。私はそれなりの重要性を感じて診察に来たのですが」

「俺様は伝説の勇者である！　その勇猛果敢な俺様が？　戦闘中に？　苦しむ？　そんな馬鹿な話があるものか！　ふは、ふははははーっ！」

　勇者は堂々と宣言し、椅子に片足を載のせてポーズを取った。

　さすがのコーディも困惑顔だ。

　……で、横で見ていた伊い坂さかはというと。

「あのぉ。ちょっとお尋ねしたいんですけど」

「なんだ。お前も魔ま法ほう医いか？」

　コーディが「私の弟子です」と紹介した。伊い坂さかはいつの間にか弟子扱いになっていた。

　それはさておき。

「先程、馬車を真っ二つにしましたけど……あれこそ、手元が狂ったんじゃ……」

　勇者の笑顔が強こわばった。

　たっぷり十秒ほどあっただろうか。

「……ふ、ふぅん！　いかに英雄である俺様にも、ミスはある。あれは偶然、そう、お前達の運が悪かったのだ！」

　伊い坂さかの頭脳で、医学辞書のとあるページが開花した。

　──【病隠し】。じつは患者さんが医者に噓うそをつく事例は割とある。とくに【薬物】をはじめ【ＤＶ（家庭内暴力）】や【虐待】は例が多く、場合によっては児童相談所へ届け出たり、警察沙汰に発展するため注意深く観察する必要がある。また病気でなくても飲酒や喫煙は隠したがる傾向が強い。医者の前に限って自分を良く見せたいと思う気持ちは、歯医者に行く前に念入りに歯磨きをしてしまうアレに近いだろうか。

「コーディ。ちょっと、僕が話をしてもいいかな」

「何です？　また〝カガク〟とかいう妙な知識を披露する気ですか？」

「ううん。今回は倫理観の話なんだけど……」

　伊い坂さかは勇者と目を合わせた。

「ええと、勇者様。僕達、医療従事者には守秘義務というものがあります。これは患者さんに関して知り得た情報を、他人には絶対に口外しないという規定です」

　──【守秘義務】。医者に限らず医療従事者は、治療の過程で知り得た患者情報を他言してはならない。これは患者さんの個人情報を保護する目的もあるが、患者さんに安心して情報を提供して貰もらう意味も含まれている。他言しないことを確約することで患者さんとの意思疎通を円滑にし、より良い治療を進める手助けとする。医者と患者を繫つなぐ信頼の約束事といえるだろう。

「ですので僕達が知り得た情報は、絶対に外に漏れることはありません。ね、コーディ」

「……ええ。まあ、その通りです。これは魔法白書、第十七項にも記載されていることです」

「そうなの？」

　そういえば医学における守秘義務は、古代ヒポクラテスの時代から提唱されていたと聞いたことがある。魔法白書に記載されていても不自然ではない。

「ぅ……お、俺様は伝説の勇者だ。秘密も、隠し事も、何もしていないぞ」

「大丈夫です。どんな話でも、ご相談にのります。僕達は魔ま法ほう医いですから。ね、コーディ？」

「それは私の台詞せりふです、イサカ！　まったく、あなた何勝手に話を……」

　コーディがぶすっと潰れた饅まん頭じゆうみたいに頰を膨らませ、ぺちっ、と伊い坂さかを小突く。

　勇者はなおも迷っていた。椅子に深く腰掛け、肘を組み、顔に皺しわを寄せて渋面を浮かべた。

　やがて、ふうぅ～、と深い溜ため息いきをついて頷うなずく。

「魔ま法ほう医いよ。本当に、誰にも、ぜええええっっったい、秘密にするな？」

「ええ、もちろんです。ねえ、イサカ」

　はい、と答えながらも少し緊張した。この自信満々な勇者が念を押す病だ。どんな恐ろしい症状が飛び出すのだろう？　手元が狂う病としては【小脳梗塞】の前兆や【頸けい椎ついヘルニア】による神経圧迫、さらには【パーキンソン病】など数々の難病がある。伊い坂さかには対処の難しい課題も多いが、できる範囲の対策をしなければ。

「俺は。……俺様は、だな。じつは、ここ一年ほど」

　くっ、と彼は唇を歪ゆがめる。

　そして恐るべき病の正体を打ち明けた。




「魔物と戦うのが、怖いのだ！」




　し～ん、と静寂が落ちた。

　コーディは俗にいう豆鉄砲を受けた鳩はとの顔をした。伊い坂さかも同じ顔をした。

「………………それが、何か」

「何か、ではなぁい！」

　勇者は足を叩たたき付つけ大声で訴え始めた。

「俺様は伝説の勇者フォルグス・フリーク！　フリーク家の血を受け継ぎ、魔物相手に命尽きるまで戦う伝説の勇者なのだ！　カッコイイ！　そんな俺様ともあろう男が、魔物と戦うたびに恐怖で胸を締め付けられる。分かるか魔ま法ほう医い、この俺様の恐怖が、苦悩が、絶望が！」

　はぁ、と気のないコーディに勇者は診察机をバンバン叩たたく。

「貴様、俺様の苦悩を理解してないな！　これだから乳離れも出来てなさそうな洗濯板は！」

「まずあなたの頭から治療してあげましょうか!?」

「ち、ちょっとコーディ落ち着いて。相手は患者さん、患者さんだから。ね？」

　伊い坂さかは狂犬コーディを抑えた。小さな手足をじたばたさせる彼女を羽交い締めにしつつ、でも本当に病気？　という疑問は残る。

「離しなさい、イサカ！　心配した私がバカでした！　……とにかく恐怖心を克服したいのですね！　でしたら私の魔法に、人の勇気を鼓舞し、力を増幅する攻撃力上昇の魔法があります。それでいいですか！」

「なんだ、便利な魔法があるではないか！　ではそれを頼もう魔ま法ほう医いよ。早くやれ」

「ええ分かりました！　じゃあそれを使ったら私は帰ります！　さようなら！」

　コーディが半ギレで杖つえを摑つかむ。恐怖の治療とは便利な魔法もあるなあ、と感心したが……

　妙だな、とも思った。

　伊い坂さかが見る限り、彼はどう考えても「魔物との戦いが怖い」性分には見えない。口調は悪いが勇猛果敢、火トカゲを退治した実績もある。

　それが、怖い？

　……何かの精神病の可能性。極端な話だと二重人格、もしくは──

「あのぉ、勇者様。もうすこし具体的に、その症状を教えて貰もらえませんか」

　うむ、と大仰に頷うなずく勇者。

「恐怖だけなら問題ない。だが俺様の恐怖心は、己の自制できる範囲を超えて痛みとなり、ついには左肩をも蝕むしばみ、手の震えにまで繫つながるのだ」

「左……？」

「左ひだり利ききの俺様にとって、こいつは致命的だ。見ての通り、事故を起こしたからな」

　伊い坂さかの医学辞書が警鐘を鳴らした。

　中年の男性が、胸を締め付けられるような。左肩？

「それだけではない。俺様の魂に広がる恐怖心は全身を襲い、汗が零こぼれ、胸は恐怖に脈打ち、時に呼吸すらも苦しくなる……この勇者ともあろう俺様が、なんたることか」

　勇者の年齢は四十代前半。男性。発症時期は魔物との戦闘つまり運動時特有のもの。症状は恐怖、いや正確には胸を締め付けられる痛み。加えて冷や汗、動どう悸き、息苦しさ。左肩へと波及する放散痛があり、戦闘終了後には改善する。

　コーディが杖つえを地面に構えた。先端に赤い光が灯ともる。

「準備ができました。では今から活力上昇の魔法を行います。この魔法を受けた者は全身の血がたぎり、大変勇敢になる魔法で、力の上昇および活力剤としての効能も……」

「ち、ちょっと、スト──ップ！」

　コーディの杖つえを摑つかむ。ひゃあ、と悲鳴があがった。

「なんですか、イサカ！　私の治療を邪魔するとは！」

「その魔法、なんだか血圧上昇させそうな気がして。それより聞いてください、勇者様。コーディ。この病気は心の病でなく、もっと重症の可能性があります」

　そして伊い坂さかはその病名を口にした。

「これは。安定狭きよう心しん症しようと呼ばれる病気の可能性があります」と。







　──【狭きよう心しん症しよう】。心臓の血管が狭きよう窄さくする事により発症する病である。

　人間の胸部に納められた【心臓】は全身に血液を送るポンプの役目を持つが、その心臓もまた肝臓や膵すい臓ぞうと同じく血液から栄養を受けている。この心臓を栄養する血管を【冠動脈】と呼び、主に心臓から始まる大動脈起始部より左右に一対ずつ伸びている。

　それらの冠動脈が何らかの理由、例えば血管にできた【石灰化】や、動脈内の一部が部分的に厚くなり血流を滞らせる【プラーク】等で狭くなる病気、それが【狭きよう心しん症しよう】であり、そして血管が完全に閉塞してしまう病こそ有名な【心筋梗塞】である。心筋梗塞を主とする心疾患は現在日本人の死因第二位、悪性新生物すなわち【癌がん】に次いで人間の命を奪う恐ろしい病気であり、まさに現代病の代表といえる危険な病である！

　という話をコーディは「ハイハイ」と見事にスルーした。

「イサカ。心臓は魂を納める器でしょう？　まあ感動脈という名前は良いセンスですが」

「感動じゃなくて冠動脈！」

「とにかく、そのような意味不明な理論は受け入れられません。だいたい致死性の病気といいながら、勇者様は元気ではありませんか」

「それは安定狭きよう心しん症しようだからだよ！」

【狭きよう心しん症しよう】にも種類があり【安定狭きよう心しん症しよう】は文字通り、普段は症状がなく安定している。これは血管が狭きよう窄さくしていても日常生活に支障がない程度の範囲に収まっているためだ。ところが激しい運動を行おこなった場合など全身に多量の血液が必要とされた時、この狭きよう窄さく部位がボトルネックとなり血液の通過を阻害、胸痛という形で症状が出てしまうのである！

　頑張って説明したが、やっぱり彼女は相手にしてくれなかった。

「あなたの意見が一考に値することは理解しますが……心の器が狭くなる、というのは理解ができません」

「器っていうか、冠動脈は正確には心臓の外側にあるんだ。大動脈の根元から左右に分かれて、主に右のＲＣＡと左のＬＡＤとＬＣＸの三本だけど、人によって案外バリエーションがあって、他にもハイラテっていう分岐が人によって」

「もう結構です、イサカ」

「えぇ～？　待ってよ、心臓ってもっともっと楽しいのに」

　まだ洞房結節の話もしてないのに、と伊い坂さかはふて腐れる。なんて勿もつ体たいない！

　それに心臓を理解しないことには、この病気への理解は難しい──

「それで、イサカ。具体的な治療法は？」

「え」

「理解できなくても、患者さんの治療に結びつく方法なら実践しても構わないと言ったのです。悔しいですが、この前は一本取られましたからね」

　彼女に言われて、ハッとした。

　そうだ。互いの事情が分からずとも、協力できる所を合わせていけば良いじゃないか。

「……うん。ありがとう、コーディ」

「な、なんですか、いきなり礼なんて」

「ううん。コーディが分かってくれて嬉うれしいなと思って」

　彼女は意外に物分かりが良い。期待に応えよう、と伊い坂さかは己の知識を説明することにした。

「まず欲しいのは胸痛発作を抑えるニトログリセリンだよね。他にも[image: β]遮断薬に、カルシウム拮きつ抗こう剤ざい……え、魔法の世界でニトログリセリン？　[image: β]遮断薬？　なに言ってるの？」

「自分で口にして驚かないでください、イサカ。で、材料は？　大根の次はニンジンですか？　それともカボチャ？」

「いやいや、ガチ医薬品を大根と一緒にしないでよ！」

「あなただって私の回復魔法と大根を同列に扱ったではないですか！」

「コーディの魔法なんかと一緒にしないで！　前回のは民間療法、今回はガチ医薬品なの！」

「魔法なんか、ですってぇ!?　私だっていつもガチ魔法です、それを農家の白菜みたいな言い方して！　とにかく今回あなたには無理ということですか？　なら黙ってなさい！」

「いやダメだって、これ本当に病気だから、いま他の方法を考えるから」

「いーやーでーす！　今度こそ私の魔法で治すんです！　大根に負けたままでは私だって癪しやくに障さわるんです、あっ、こら、杖つえを返しなさい！」

[image: ]

　伊い坂さかはコーディの杖つえを取り上げてバンザイした。身長の低い彼女はぴょんぴょんと杖つえを奪おうとジャンプするが届かない。彼女は杖つえがないと魔法が使えないらしく、なんというか普通の女の子だった。

　のらりくらりと避けながら脳内辞書を捲めくる。具体的な治療法がなくても、増ぞう悪あくを防ぐ方法はすぐに閃ひらめいた。

【安定狭きよう心しん症しよう】に限らず心疾患は【高血圧】、【高脂血症】、【肥満】、【ストレス】の影響が大きいと言われている。要は不健康な食生活や睡眠リズムによる【生活習慣病】であり、その対策には日々の仕事によるストレスを取り除くのが有効だ。現代日本にて社会人が最大のストレスに直面する月曜日をブルーマンデーと呼ぶが、実際に月曜日の心疾患発症率は他の日の１・５倍にもなるという。

　ということで生活の改善です！

「勇者様、まず生活習慣を見直しましょう。ここ最近のお仕事は？」

「仕事だと？　なるほど、俺様の活躍を知りたいか。いい心がけだな」

　勇者はニヒルな笑みを浮かべて無駄にマントを翻ひるがえした。

「先週一週間はダンジョンに潜っていた。最深部のモグラ退治を頼まれたが、奴やつは土竜もぐらの名を冠するだけあって洞窟内を縦横無尽に逃げ回った。そこで俺様は天才的知恵を巡らせ……」

「一週間ずっとダンジョンということは、一日八時間勤務とすると週残業が百十二時間ですね。とりあえずダンジョン探索は一日八時間にしましょう」

「それでは魔物が倒せないだろうが！」

「健康のためです。探索は我慢してください。労働基準法違反ですし」

　伊い坂さかは厳しく戒めた。人間は健康第一です！

「勇者様、ふだんの食事は何を？」

「ふぅん、ダンジョン内の食事など大したことはない。が、先日、牛の魔物を焼いて食ったのは旨うまかったな。魔物の肉は身が引き締まっていて、特に魔鳥コカトリスのモモ肉は……」

「動物性脂肪ばかりでは栄養が偏るので、野菜や果物もバランス良く取ってください。肉は五割減で」

「肉がなかったらダンジョンで何を食えと言うのだお前は！」

「野菜を持ち込んで食べるか、野菜型モンスターを倒してください。こう、キャベツゴブリンとかピーマンオークとか、ヘルシーで便利な魔物はいませんか？　あ、あと無理な運動も控えて戦闘も最小限にしてください。モンスターはできるだけ逃げて」

「俺様はモンスター退治に来てるんだぞ！」

「でも健康のために痛ぁっ！」

「あなたバカですか！　一応聞いてあげたら、勇者に戦うな、探索するなと！」

　ついにコーディに杖つえを奪われ、肩をぽこぽこ叩たたかれた。

「でもコーディ、健康のために……」

「あなた私以上の医療バカでしょう、実は！　その提案は却下、却下です！」

「えぇ～？　でも本当に大切なことだから実践しないと。ね？　ね？」

「捨てられた子犬みたいな目をしても、ダメったらダメ！」

　杖つえを取り戻したコーディが、まったくもう！　と頰を膨らませる。

「いいですか？　先日の大根は食べても害がないから許可しましたが、いまのは何です？　勇者様に向かって食べるな、潜るな、戦うな。この口の悪いクソ勇者の性格を差し引いても失礼だと言わざるを得ません！」

　魔ま法ほう医い様がクソ勇者はどうだろう。それに動物性脂肪の取り過ぎは高脂血症などのリスクを高めるのであって、という伊い坂さかの提案はコーディのむっつり顔に阻はばまれる。

「あとは私がやります。イサカ、あなたはもう結構。頼った私がバカでした！」

　しっし、と野の良ら犬いぬのようにテントから追い出された。勇者は結局コーディの魔法治療を承諾し、テントの中で早速魔法が開始された。

　だが、あの病気が魔法で治るとは思えない。別の方法を考える必要がある。必須なのは生活改善だが、一朝一夕にできないので勇者を説得するしかない。

　もう一つの課題は[image: β]遮断薬のような医療品がないことだ。正直、異世界の技術力で何とかなるとは思えない。だが簡単に諦めては伊い坂さか練れん次じ郎ろうの名が廃る。[image: β]遮断薬やカルシウム拮きつ抗こう剤ざいは不可能でも、胸痛発作を抑える医薬品なら当てがある。化学かぶれの人間なら一度は耳にしたことがある薬。通称ニトロ。正式名称ニトログリセリン。伊い坂さかの瞳が、きらりと輝く。
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　──【ニトログリセリン】。ダイナマイトの原料として有名な爆発物である。

　スウェーデンの化学者アルフレッド・ノーベルが発明したという説が一般的だが、実際に初合成したのはイタリアの化学者アスカニオ・ソブレロであり、ノーベルは実用化にこぎつけた第一人者である。ニトログリセリンは低速爆ばく轟ごう、要は小さな衝撃でも爆発する危険物である一方で血管拡張作用を持ち、狭きよう心しん症しようの発作止めとしても名高い薬品である。

「たしか材料は、グリセリンと濃のう硫りゆう酸さんと濃のう硝しよう酸さん……」

『少年。グリセリン、とは人の名か？』

　伊い坂さかがテントの外で唸うなっていると、ふわりとドクが顔を覗のぞかせた。

「ドク。コーディと一緒じゃなくて良いの？」

『娘なら一人で大丈夫だ。少年を一人にする方が危なかろう？（こっちの方が面白そうだし）』

「ページに気持ちが滲にじんでるよ？　……そうだ、ドク。質問があるんだけど、この辺で珍しい物が沢山あつまる大きな街ってあるかな。薬の材料を集めたいんだけど」

　化学薬品が簡単に入手できるとは思わない。が、伊い坂さかも無策ではない。

『ふむ。この近辺なら、先まずは中央街だな。それと少年、薬が必要なら急ぐが吉だ』

「どうして？」

『娘の旅路は王国に戻る途中だ。治療に日数をかけすぎる訳にもいかん。それに、かの男は勇者フリーク家の血筋。勇者たるもの、如何いかなる状態であろうと魔物が現れれば戦闘に赴く』

「のんびりしてたら駄目、と……あのさ、そもそも勇者ってどういう職業なのかな。血筋？　魔法使いみたいに才能なの？」

　ドクは伊い坂さかの前で己のページを開いた。墨汁で描かれた勇者物語が滲にじみ出でる。

　勇者とは魔法使いと同じく、血筋による才能が必要とされる。また、その才能も『竜殺し』『魔神狩り』など幾つかあり、フリーク家は代々竜殺しの血筋だという。さらに『勇者でなき者はフリーク家にあらず』という格言まである有名な一家だとか。

　一方で、勇者にしかできない仕事は基本的には存在しない。例えば竜殺しの血筋がなくても、頑張ればコーディでも竜は倒せる。大変らしいが。

『話はそんな所か。では中央街に案内しよう』

　伊い坂さかの滞在するブラント街は大きく分けて三つの区画が存在し、中央街が最も華やかだ。ドクは町中に停留するバスのような乗合馬車での隣町への移動を勧めてくれた。

　乗合馬車はふつうの馬を先頭に付けた二階建ての乗り物だ。一階、二階とも既にお客さんが腰掛け出発を待っている。内装は木製の縦座席型。レトロな二段式客車と大きな車輪に感心しつつ、でも高いところは少し怖いので、一階の尻が痛くなりそうな木製座席に腰掛ける。

　と、先に乗車していた三つ編みそばかすの女性が「あ」と声をあげた。

「街にお見えになられた魔ま法ほう医い様ですよね！」

　その声に他の乗客や御者さんまで驚き、さらに伊い坂さかは女性にきゅっと手を摑つかまれた。

「魔ま法ほう医い様ありがとう、来てくれてありがとう！　どうか勇者様をお助けください！　フォルグス様は街の守り神なのです！」

「え、はい。頑張ります。あれ、勇者様の体調が悪いことを知ってるんですか？」

「はい。勇者様は隠していますけど、街の人はみんな……でも勇者様は魔物退治だけでなく、私達の畑仕事まで手伝ってくれるんです！　この前の土木工事も、伝説の剣で、こう、水路をざっくざっくと掘って掘って！」

　彼女は目をキラキラさせていた。

「しかも一年前、勇者様はあの大だい怪かい鳥ちようを街から撃退してくれた英雄でもあるんです！」

　大だい怪かい鳥ちようとは例の魔物ブラックバードのことだ。先日の村でも農作物を壊滅させ、人々の住すみ処かを破壊して風邪を広めた災害の元凶。しかし一年前にこの街を襲撃した時、かの勇者は大だい怪かい鳥ちようの撃退に成功したという。

「ドク、それって凄すごいことなの？　コーディでも、その大だい怪かい鳥ちようは倒せないの？」

『ふむ。あの大だい怪かい鳥ちようには厄介な特性があり、娘は相性が悪い。仮に娘が十人いて撃退できるかどうか、という所か』

「コーディが十人!?　ちなみにコーディって、魔法使いの中ではどれ位強いの？」

『回復魔法に限れば並だな』

「攻撃魔法は？」

『まあ全盛期の我より下か。まだまだ修行が足らんな！』

　普段ふわふわしてるドクより下、と言われてもピンと来ない。意外と平凡なのだろうか？

　本人はサイキョーを自称し、伊い坂さかには凄すごい魔法使いに見えたけれど……

　悩む伊い坂さかだったが、彼女に「お願いします、お願いします！」と頼まれている間に話がそれてしまった。さらに金銭まで押しつけられたので慌てて断る。お金は受け取れないと説明すると「では何か手伝わせてください」と街の地図まで頂いた。

『しかし困ったな。かの大だい怪かい鳥ちようは大体一年周期で繁殖期を迎えるが、その後に餌を求めて縄張りを巡る癖がある。となると……』

「もしかして、ここにも？」

『下手すれば翌日にもな。無論、衛兵達が対策を進めているとは思うが』

「それまずいよね!?」

　非常事態に、勇者は必ず動く。その時までに勇者の生活改善も含めて、手を打たなければ。







　そんな伊い坂さかが到着したのはブラント中央街だ。三角屋根が目立つ、中世風の住宅街と商業街を兼ねた街である。町中に漂う甘いパンやチーズの香りが鼻び腔こうをくすぐり、伊い坂さかが尋ねると何気にグルメの街でもあると教えられた。軒先では焼きベーコンを挟んだサンドイッチ風パンが販売されており、伊い坂さかの胃袋を刺激する。

『で、少年。君は何を探しているのだ？』

「うん。僕が探してるのは、まず物を溶かす薬。できれば一般的に知られてないお店がいい」

『大手魔法具店では不可か？』

「アンダーグラウンドな店であればあるほど、嬉うれしいかな」

『ふむ。理由は気になるが、それなら我が知る秘蔵の店がある。地図を貸してみよ。これで示すなら……む。なんだ、この地図は。随分ぐにゃぐにゃではないか』

　女性の地図は歪ゆがんでいた。とくに建物名は、子供が初めて鉛筆を握ったような字だ。

　この文字……最近どこかで見たような……？

『しかも大雑把な全体図だな』

　ドクの話通り、地図にはまず中央ブラント街を示す大きな丸が中心に描かれ、その上下に四角い記号が並んでいた。伊い坂さか達が滞在している南と、反対側の北町を示した四角形だ。そしてブラント街の西側全体を覆う巨大な黒い斜線。通称〝黒の森〟と呼ばれる、ブラント街全体に隣接している森だ。大雑把な地図すぎて街の詳細までは分からない。でも分からないなりに一生懸命に書かれた痕跡があり、不思議な温かさを感じる。

『まあ、ある意味で目的地は理解しやすいな』

「そうなの？」

『ついてくるが良い。はぐれるなよ、少年。一度迷えば命に関わる』

　ドクが街の裏道へと浮遊し始めた。地図でいう森の方角だと気付いた時には、蔦つたの蔓延はびこる壁の合間に差し掛かっていた。石壁を浸食するように沿う蔦つたは路地裏を進む度に密度を増し、やがて天井すらも覆い、深緑のアーチが太陽を隠し始める。昼間なのに薄暗く、気のせいか緑色の壁がうねる幻覚が見える……

　と思ったら森の中にいた。ねじくれた森だった。振り返る。蔦つたの壁は姿を消し、遠目に野生の子鹿が伊い坂さかを小バカにしたように笑って消えた。

『この黒の森は空間が歪ゆがんでいてな。我は所謂いわゆる、抜け道を知っている。上手うまく使えば隣街や隣接する地域との短縮経路にもなる。もっとも空間変化は地表だけ故、空には効果がないが』

「……何でもありだよね、本当」

　森の先、ドクが案内してくれた店はまさに魔女の隠れ家だった。煙突のついたゴシック調の屋根に、傾いた窓枠。重いチョコレート色のドアを開くと、ツンとした刺激臭が鼻を突いた。

　……？

　嗅いだ覚えのある臭気。気のせいだろうか。

　室内は暗紫色の光が灯ともる秘密研究所のような風貌で、最さい奥おうのカウンター席には黒帽子を被り、黒ローブを着込んだ小さな女の子が店番をしていた。会え釈しやくをされたので伊い坂さかも返す。

『久しいな、リア嬢。その後、お父上の容体はどうだ？』

　リアと呼ばれた少女がそっと首を振る。

「知り合いなの？」

『珍しい魔法具や、謎めいた品が多い店でな。興味を引かれて亭主と話している間に仲良くなった。だが残念なことに先日、店の主人が倒れてな。今はその娘が店を継いだようだ』

　伊い坂さかはカウンター席を窺うかがう。少女が、一人で経営してるのだと思うと少し寂しい。

　店内を見渡す。店の右側には壁掛けされた天使の翼に、串刺しにされた緑色の眼球、人間の腕ほどある巨大コウモリの羽や恐竜の尻尾のようなもの等、魔物を材料とした歪いびつな品が所狭しと立て掛けられていた。一方で左の棚には鉱石や不透明な液体が瓶詰めで陳列されている。左側は魔物ではなく、自然採掘された鉱石や薬品が主らしい。

「あ、これ！」

　伊い坂さかは鉱石棚から白色の石を見つけた。【硝石】。砂漠地方で取れる硝酸の材料の一つだ。さらには金紅石に黒炭、白金など珍しい鉱物が幾つも並んでいる。これは幸さい先さきがよい。

『目的の品はあったか？　そうだ、少年。先に例のアレを出すのだ』

　ドクに言われ、伊い坂さかは学生鞄かばんから瓶詰めにした淡く黄色い石を取り出した。勇者が火トカゲを退治した後、草むらに転がっていた石である。いわゆる魔物が落とすドロップアイテムだ。素手で触ると危険だと言われ、わざわざ手袋をして集めたものである。

「聞き忘れたけど、これって何かな？　言われた通り拾ったけど……」

『火トカゲの体内石。火トカゲが稀まれに体内に含んでいるアイテムだ。その黄色い石は自然発火する特殊能力を持つため、この店で買い取って貰もらえる』

「へえぇ」

『同様の興味深い魔物成分は他にもある。例えば右下段の小瓶。少年の希望する溶解液だ』

「あるの!?　硫酸かも！」

　伊い坂さかはわくわくと魔物の翼の並ぶ下段を覗のぞき込こんだ。

　が、ドクの示したそれは、溶解液なのに瓶詰め容器の中でクネクネと蠢うごめいていた。

『女性の服だけ溶かして食する溶解スライムだ。大変けしからんな！　いいぞもっとやれ』

「……いや、ドク。僕はそういう意味で尋ねたんじゃ……」

『む。もしや少年、これを希望するということは』

「僕の趣味はノーマルだよ！」

『安心せよ、我は全て承知している。ここは我が人生の先輩として奢おごろうではないか。ちなみに、スライムは衣服を溶かしたら勝手に逃げるため人体に害はない。存分に楽しむが良い』

　伊い坂さかは無理やりスライム溶液をポケットにねじ込まれ、ドクが支払いも済ませてしまった。お陰でリアさんがジト目でこちらを見ている。困惑する伊い坂さかの前で、彼女はピンセットのようなもので火トカゲ石を自前の瓶に入れ、水を注ぎ、鉱物や薬液が陳列されている棚に並べて値札を貼った。商売人の鑑かがみだ。

　その彼女がカウンター席から外れたお陰で店の奥が見えた。奥には綺き麗れいなガラス細工の髪留めやネックレスが並んでいた。モチーフは魔物だが、四枚羽の蝶ちようやつぶらな瞳の竜など可愛かわいいデザインのものもある。

『防護魔法の力が秘められている髪飾りだな。して材質は、これは……』

「硝子ガラス細工」

　戻ってきたリアさんの返事に、伊い坂さかのセンサーがふと反応した。

「あの。……このガラスのアクセサリを作った人、分かりますか？　リアさんですか？」

　──【ガラス】。歴史を遡れば紀元前にまで到達する品だが、純粋な無色透明ガラスの作成には十七世紀級の技術が必要だった気がする。もしも硝子ガラスの原材料に炭酸ナトリウムを使う手法なら、その過程でかなりの化学力が……考えすぎかなぁ。

「父の知人が作った。詳細不明。今はこの残り分しかない」

「ええと、そのお父さんは……？」

　彼女は無言のまま小首を振った。

『ところで少年。先程から随分と目移りしているようだが、そろそろ説明せよ。何故にスライム溶解液が駄目で、その汚い石が必要なのだ？　裏の店を希望する理由もだ』

　ドクが硝石を眺めて呟つぶやいた。

　もちろん、意地悪で黙っていた訳ではないのだが……

「うーん。理由を聞いても、怒らない？」

『少年の非凡な知識は体験済みだ。今更、何を話した所で怒るものか』

　分かった、と伊い坂さかは言葉を選んで喋しやべり始めた。

「僕は、この世界の〝カガク〟を探してる。で、この世界にも〝カガク〟はあると考えてる」

『根拠は？』

「前にドクは、銀色に輝く液体毒の話をしたよね。あれは水銀という立派な化学薬品なんだ。で、少なくとも水銀にたどり着くだけの化学力はある。……と、考えてる」

『少年。君が話している〝カガク〟とは、もしや錬れん金きん術じゆつと同じ意味を示すのか？』

　頷うなずいた。話を聞く限り、錬れん金きん術じゆつはオカルトではなくこの世界の〝カガク〟である可能性が高い。そして〝カガク〟の片へん鱗りんがあるなら水銀でも何でもいい、一つ発見できれば、その薬品の製造元を辿たどって〝カガク〟に繫つながる可能性が見えてくる。

『成程。だから裏店を希望した訳か。違法な錬れん金きん術じゆつ品なら闇市場に流れるのも道理。だが少年、あれは駄目だ。あれは毒しか生まぬ。この世にあってはならないものだ』

「ドク。薬が、毒だという話は基本中の基本だよ」

　──【薬】とは体内に入れる毒物である。薬剤師が最初に学ぶ金言であり、実際多くの薬は毒物だ。例えば感染症の原因となる細菌を駆除する【抗生物質】は、病原菌とともに体内に必要な細菌も殺してしまい副作用で下痢を起こす。一方で有名な麻薬である【モルヒネ】も、本来は強烈な毒だが、癌がんの末期症状に対する疼とう痛つうコントロール剤として有効利用されている。

「薬の基本は、毒をもって毒を制す。使い方次第だと思う。魔法も同じだよね？　だから協力してくれると嬉うれしい」

『……まあ、道理は理解できる。だがな、イサカ』

　不意に名前を呼ばれた。

　ドクはあえて伊い坂さかの真正面に陣取り、仮面にしかめ面つらを浮かべた。

『君は錬れん金きん術じゆつについて我々より詳細な知識を持ち、慣れ親しんでいると推測する。だが君には常識でも、我々にとって錬れん金きん術じゆつが脅威の対象だということは、心の片隅に留とめておけ』

　彼はまるで、忌いま々いましい過去の歴史を思い返すように目を細めた。

『我々の世界では錬れん金きん術じゆつにより多くの死者が出た。それにより錬れん金きん術じゆつは禁止され、確実な効果を持つ魔ま法ほう医い療りようのみが認められた。これが我らの常識。少年にその気はなかろうが、あまり蔑ないがしろにされても困る。良いな？　これは先日の大根とは訳が違う』

「う、うん……」

　いつの世にもタブーや暗黙の了解など、その世界の常識が存在するのは伊い坂さかにも分かる。

　ただ、こんなに怒られるとは思わなかった。

　ドクは、オホン！　と老人っぽい咳せきをして元の顔に戻った。

『まあ正しく弁わきまえて貰もらえば文句は無い。我は錬れん金きん術じゆつを全否定はせん。それに最近の錬れん金きん術じゆつには疎うとくてな。実はその辺に錬れん金きん術じゆつの品があっても、案外気付かぬやもしれん』

「そうなんだ。……でも、ドクは凄すごいね。知識もあるし、偉い賢者様みたい。……ドクって何者なの？」

『我の正体か？　それは秘密だ。男は秘密があると格好良いからな』

　いつか聞けるといいな。伊い坂さかが笑った時、ふとリアさんの視線を感じた。彼女がつば付き帽の奥から、じっと伊い坂さかを観察していた気がしたのだ。漆黒の魔術服に身を包んだ魔法使いの手本のような服装だが、その奥から好奇心の欠片かけらのような気配を、微かすかに……

　気のせいだろうか？

　リアさんが深々と帽子を被り直し、顔を隠す。その年齢がふとコーディに近いと気付き、伊い坂さかはあることを思い出してガラス細工に手を伸ばした。数枚の銀貨を支払い、四枚羽の蝶のデザインをした髪留めを購入する。

『娘への土産か？　成程、少しは乙女心が理解できたか、少年』

「乙女心？　僕はただ、コーディがまた火トカゲに襲われたら危ないなと思って。これ、魔法防護の力があるんだよね？」

『……少年……君は娘のことを、どんな風に思っているのだ……まあ別に良いのだが……』

「ん？　ん～……医学に一生懸命で、すごく素敵な人、かなぁ」

　真面目に頑張っている、可愛かわいい妹のような。

　買い物を終えて店を後にし、ドクの案内で街へと戻る。その後も魔法具店を見回ったが、成果は乏しかった。勇者の生活改善のためダンジョン探索用の携帯食料なども確認したが、どうもダンジョンに野菜を持ち込む発想自体ないらしい。調査が終わる頃には既に日が傾いていた。

「せめてこう、栄養バランス食品とか、ないかな。カ○リーメイトとかオロ○ミンＣとか」

『何だその怪しげな魔法具は』

「ダンジョンの魔物を倒して美味おいしく料理！　みたいな漫画みたいな魔法とか」

『マンガ？』

「もう少し真面目に考えるなら携帯食料の缶詰とか、レーションとか……」

『ええい、訳の分からぬ言葉ばかり使うな！　そんなものはない！』

　伊い坂さかはぷくっと頰を膨らませた。

『どうして我が悪者みたいな顔をされんといかんのだ！』

　異世界は不便だなぁ、と愚痴っていると不意にリンリンと鈴の音がした。鞄かばんに手を伸ばす。コーディから連絡用にと渡された水晶玉を手に取ったが、使い方が分からないので平手打ちしたらドクに叱られた。

　水晶玉に映し出されたコーディは、ずいぶん不機嫌そうな顔をしていた。

「イサカ。一度戻ってください。……その。なんといいますか……」

「どうしたの？」

「勇者様と、私が、街に現れた火トカゲの親玉を退治しました。それで祝賀会があるそうです」

　映像はそこで途切れた。伊い坂さかはドクと顔を見合わせ「どういうこと？」と首を傾かしげる。
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　乗合馬車で急ぎ戻ると、街の広場で早くも宴会が始まっていた。

　広場にはバーベキューで使われるような金網が敷かれ、その上には中国料理に登場する豚の丸焼き、ではなく巨大な火トカゲの丸焼きが載のせられ、マグロの解体ショーよろしく旅の剣士が見事に捌さばいていた。ドクは書物らしく炎と煙を嫌い、そそくさとテントに戻る。

　そんな中、伊い坂さかができれば避けて欲しい魔物退治を敢行した勇者は広場の町長宅前にて、どっかりと王様のような椅子に座っていた。葡ぶ萄どう酒しゆ入りのジョッキを抱え、火トカゲ肉の串焼きをモリモリむしゃむしゃ食っている！　さらに取り巻きの女の子達に己の武勇伝を自慢し、うははははと満面の笑顔であった。

「な、なな、な……」

　なんということでしょう。伊い坂さかの忠告を、ものの見事に無視する酒池肉林！

　伊い坂さかは酒の載のった木製テーブルを叩たたき付つけた。

「あのですね、勇者様！　健康に悪いものは避けてください！」

「なんだ魔ま法ほう医い。お前も俺様の活躍が聞きたいか？」

「そうじゃありません！　朝に、肉の食べ過ぎはダメです、って話したばかりじゃないですか！　それに巨大な火トカゲ退治って、身体のほうは大丈夫だったんですか？」

「大丈夫か、だとぅ？　俺様が火トカゲの頭領ごときに後おくれを取るとでも思ったか！」

「そういう問題じゃ……とにかく食事と戦闘は控えてください。これは僕からのお願いで」

　という伊い坂さかの抗議に「「「えー!?」」」と予想外の悲鳴が飛んだ。勇者様の武勇伝を聞いていた女性達である。彼かの女じよ達は揃そろって伊い坂さかに詰め寄るなり「どうして沢山食べては駄目なんですか！」「食事は美味おいしく、当然です！」「美味おいしいご飯は元気の素！」と凄すごい剣幕で罵声を飛ばしてきた。でも食べ過ぎは糖尿病や高脂血症の原因になり、現代日本人なら一度は【メタボリック症候群】の名前を聞いたことがあるはずで──

「「「食べた方が、元気になるに決まっているじゃないですか！」」」

　怒られたせいで言い出せなかった。

　チッ、と勇者が串で歯を弄いじりながら舌打ちする。

「魔ま法ほう医いよ。俺様は偉大な勇者の血筋を引く男なのだ！　その俺様が、食事を控えるなどと男らしくないことが人前でできようかっ！」

「でも……」

　伊い坂さかの声は空気の抜けた風船のように萎しぼんだ。ひそひそと聞こえる「この人誰なの」「本当に魔ま法ほう医い様？」「金髪の魔ま法ほう医い様みたいな魔法は使わないの」等々……

「俺様の祝いの席を邪魔するなら帰れ、魔ま法ほう医い。さあ皆、今日は飲むぞー！」

　追い払われてしまった。彼等は魔ま法ほう医いにある程度の信頼を置いているかもしれないが、街を一年以上守り続ける勇者の言葉に、より重きを置いている──

　いや、違うか。

　多くの人が、勇者が健康を害していることを知っている。元気になって欲しいと考えている。でもその方法が、沢山食べることだと信じているのだ。

　現代でも医学に纏まつわる迷信は多い。例えば【魚の骨が喉に引っかかった時はご飯を丸まる吞のみする】だ。これは実際には症状を悪化させる場合もあり危険な行為とされる。このような医学的根拠に基づかない常識、しかし何故なぜか信じられている例は現代でも数多く存在し、ときに医者の言葉より信用する人もいるから厄介だ。

「……参ったな……」

　せめて勇者本人に、自覚を促せるだけの言葉を届ける方法があれば。

　はぁ、と溜ため息いきをついて伊い坂さかはコーディのテントに戻ることにした。

　すると、

「はあぁ～……」

　コーディが意気消沈していた。体育座りの姿勢のまま潰れたあんパンのように膝上に顎を乗せ、幸せが集団脱走しそうな溜ため息いきをついている。

「ど、……どうしたの、コーディ。何かあったの？」

「何もありませんしどうもしてないもん。……してないもん」

　むすっとしている。火トカゲ退治に協力したとの話だから、もっと上機嫌かと思ったけど。

　あ、そうか。もしかして。

「治療、うまくいかなかったの？」

「……ええそうですよ！　私の魔法は完璧だったのに！」

　ことの顚てん末まつはこんな感じだ。コーディは伊い坂さかを追い出した後、予定通り治療魔法を行使した。そこに偶然、火トカゲの親玉が街を襲撃した。彼かの女じよ達は治療完了を祝し、これ幸いと戦闘に赴いたが、しかし勇者は膝をついた。結局コーディが親玉を倒したらしい。

「あれ、勇者様が退治したんじゃないの？」

「本当は私だけど、勇者様が活躍したことにして欲しい、ですって。別にいいですけど」

「手柄の横取り!?」

「まあ、私の治療が上手うまくいってれば火トカゲの親玉なんて、あの勇者の敵じゃないですけど。実際、親玉以外はほぼ彼が倒しましたし……」

　だとしても手柄の横取りはどうだろう。どうにもセコイ勇者様だ。

　でも実力は確からしい。コーディが大きな溜ため息いきをつく。

「どちらにしても、私には治療ができませんでした。それが事実です。笑うなら、笑えばいいですよ、イサカ。私、結局なにもできてないんですから」

　彼女は子供っぽく拗すねて魔法白書を放り捨てた。ドクが見たら怒りそうだが、彼は何をしたのか既に鍵付きで本棚に収まっていた。コーディが軟体スライムのように床に潰れる。零こぼれた金髪の先端は、まだ火トカゲの炎で黒く縮れていた。

　そんな彼女を見ると、やっぱり元気づけたくなる。可愛かわいい妹を見ている心境だ。

　が、伊い坂さかには乙女心が不足しているらしい。そこで一計を案じた。

　テントから出る。

　串焼きと葡ぶ萄どう酒しゆを貰もらって戻り、コーディに差し出すとなぜか半睨にらみされた。

「あなた。私に食べ物あげたら、すぐ元気になると思ってません？」

「ソ、ソンナコトナイヨー？」

「目が泳いでますよ！　私はそんな安い女ではありません！」

「でも美味おいしいものを食べたら元気になると思ってむぐっ」

「だったらあなたが食べなさい！」

　無理やり串焼きを口に突っ込まれた。

　トカゲは美味おいしかった。意外にもカリッとした歯応え。出来たての唐揚げのように皮に厚みがあり、奥歯で嚙かむと途端に肉汁が溢あふれた。火トカゲの体内石などは予あらかじめ取り除かれているのか、がぶりと千切れるうえ、肉に絡からむスパイスが心地よい。

「結構、美味おいしいんだね。トカゲ、初めて食べた」

「あなた自分が食べたことないものをあげたんですか!?」

「まあまあ。……でもさ、コーディ」

　トカゲ料理によるスパイスのお陰か、言葉は滑らかに繫つながった。

「僕の住んでた国では、トカゲを食べる常識はないんだ。でも、ベトナム辺りにはトカゲ料理があるし、南アフリカの砂漠地方では、トカゲは貴重なタンパク源として食事に出される地域もあるんだって」

「それが何です？」

「うまく言えないんだけど。人間の常識、ってあるよね」

　犬やトカゲなんて、食べるはずがない。

　魔法なんてあるはずがない。

　食事を摂れば元気になるに決まっている。

「その地域には、地域の価値観があるって話を、ドクとしたんだ。……文化の違いって難しいし、僕の治療方針も、うまく伝わらなくて困る時もある。……けど。だからって頑張ったことまでは否定されないから、それで良いと思うよ、僕は」

「……つまり、努力はしたんだから悔やむ必要はない、と？」

　コーディは、ふん！　と鼻を鳴らした。

「私は努力が美徳だとも、価値があるとも思ってません。医療は結果がすべてです！」

　伊い坂さかは苦笑した。これには参った。

「なにがおかしいのですか！」

「ごめん。言っといて何だけど、僕が同じ立場だったら同じこと考えるなと思って。……まあでも、頑張ったことは、それはそれで認めようよ。じゃないと疲れるよ？　ね？」

　世の中、勉強しても成果が出るとは限らない。頑張っても仕方ない失敗もある。

　伊い坂さかは笑って串焼きとジョッキを掲げた。コーディはもう一度そっぽを向いたものの、結局は根負けしたのか奪うようにジョッキを摑つかんだ。

「まったく、あなたは……なんだか怒る気も失うせます」

「まあまあ」

　乾杯、と互いに杯を交わす。

　薄味の葡ぶ萄どう酒しゆを口に運びながら、ふと彼女の年齢について考えた。十代からの【飲酒】は脳の発達を妨げ、アルコール依存症や臓器障害の危険性もある。そんな常識が浮かんだが、さすがの伊い坂さかも野暮な話だと気がついた。少しは乙女心が理解できたかもしれない。
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　そう思っていた時が伊い坂さかにもありました。

「つまり私の夢は、目標はっ！　大陸全土の人間が余すことなく医療を受けられる体制を作ること！　なーのーにっ！　いまの王国ときたら魔ま法ほう医いの存在を軽く見過ぎているのです！　そしてあのクソ所長が権力に靡なびいておべっかばかりなのが駄目なんです分かりますか!?」

　理解できてませんでした。魔ま法ほう医い様は典型的な酒乱でした……

　テント内にはコーディの持ち込んだ酒瓶が並び、串焼きのゴミが転がる酷ひどい有あり様さまになっていた。そんな中でサイキョー魔ま法ほう医い様は杖つえを摑つかんで大演説している。伊い坂さかは正座している。正しくは正座させられている。物理的に。

「こ、コーディ、さっきから僕、身体が動かないんだけど、何かの魔法……？」

「力学魔法です。たしか自然界に存在する物質固定の力を操作するのです！　私すごい！」

「するのです、って重力コントロール!?　それ炎や氷よりインチキだよね。重力子でも操ってるの？　標準重力９・８は？　大体この世界ワープもするし物理法則がちょっと……」

「そんなことより！」

　彼女がジョッキを一気に飲み干し、伊い坂さかにぐいと迫る。両肩を摑つかまれ押し倒されそうになり、しかも彼女は自覚がないのか「私に質問あります！」と伊い坂さかの膝上に跨またがるように腰掛けてしまった。太ももにぺたんと体重がかかり、伊い坂さかの心臓が脈打つ。妹のように歳の離れた少女とはいえ、あまりに身体を密着されるのはなんとも言えない気分になる。が、

「あなたの世界は、どういう医療体制をしてるのですか？　ご自慢の〝カガク〟があるなら、それに見合った医療制度もあるのでしょう？」

　話題はやっぱり医学だった。伊い坂さかは真剣な回答を探す。

「日本の医療制度は、ええと……まあ、すごいと思うよ」

　──【国民皆保険制度】。日本が有する世界的にも珍しい医療体制である。

　現在の日本はすべての国民が公的医療保険に加入する方式を取っており、医療費負担は最大でも三割だ。３６５日すべて70％割引といった方が分かりやすいだろうか。さらに高齢者は年齢に応じて負担額も低下するという、世界的に見ても非常に優れたものになっている。この差は米国と比較すれば歴然だろう。米国は民間保険が中心で、保険に入っていない人だけでも全体の三割から四割。さらに無保険時の手術費用は日本の約十倍にものぼる医療格差社会だ。

　もちろん医療費が日本より安い国もあるが、それらの国々では地域別に指定された病院しか受けられない、または診療所からの紹介がないと病院に行けない等などの制約がある。日本のように格安かつ【いつでも、どこでも、誰でも】の三拍子を揃そろえた国は世界的にも例がない。

　という話をするとコーディは啞あ然ぜんとした。

「安すぎではないですか！　やはり治療に大根を使うから格安なのですね！　きっと医者は皆、白菜のような頭をしてるのです！」

　膝上に乗られたまま驚かれた。愛らしい少女に迫られ、伊い坂さかはつい目を泳がせる。

「だ、大根はそこまで万能じゃないよ……それに財政が苦しいのも事実だし」

　残念ながら今の日本では、将来的な医療費高騰による増税は避けられないと言われている。少子高齢化や医療技術の発達による費用高騰などの理由もあるが、格安すぎるが故にコンビニ感覚で不要な薬を貰もらいに来る患者さんもおり、そのぶん国庫負担が増える現実もある。

　また別の弊害と噂うわさされる例が日本の虫歯問題だ。日本は虫歯になったら歯医者に行けば良いと簡単に話すが、諸外国では虫歯治療に保険適用がないため十万円以上する高額医療になる。そこで諸外国では（家計を守るため）虫歯予防に熱心になり、結果的に日本より予防効果が高い、というおかしな現象も起きていたりする。

「つまり安すぎるのも問題ということですか？」

「もちろん医療を誰でも安く受けられることは凄すごいと思うよ。でも、その感覚に慣れ過ぎるのも問題だし、それを逆手に取って、病院で安く貰もらった薬を転売する悪い患者さんもいる」

「断ればいいんじゃないです？　そんな患者さん」

「僕達の国は基本的に、医者が診察を断ってはいけないって法律で決まってるから……」

「ふぅん」

　喋しやべっている間にアルコールが進んできたらしい。コーディは白い頰を桜色に染め、ふと立ち上がったかと思えば伊い坂さかの隣に座り直し、ふぅ、と今度は肩を預けてきた。単に疲れただけだと思うが、彼女には色々と自覚がないと思う。

「でも羨ましい」

　彼女がつんつん、と拗すねたように伊い坂さかの頰をつついてきた。くすぐったい。

「すべての人々が格安で治療を受けられるなんて、……幸せね」

「……そうだね。うん」

　日本の医療制度の課題点は山ほどあるが、同時に素晴らしい点も沢山ある。

　彼女が甘い息をついて、ふと伊い坂さかを見上げた。

　再び心拍数が上がるのを感じた。不器用にすり合わせた肩と、アルコールで火ほ照てった彼女の身体が、妹のように感じていた少女を妙に大人っぽく見せている気がしたのだ。

「ねぇ、イサカ。私には。……バカみたいな話ですけど、魔ま法ほう医いとしての夢があるのです」

　眠気を我慢するように、コーディが瞼まぶたをこする。葡ぶ萄どう酒しゆの甘ったるい香りが鼻び腔こうをくすぐる。

「……どんな夢？」

「世界中の病人を治療して、幸せにする夢です」

　彼女にしては優しい声だった。

「もちろん夢物語であることは、理解しています。ですが私はそんな魔ま法ほう医いを目指したいし、ママとも約束したのです。もっと沢山の人を助けられる人になる、って。攻撃魔法や防御魔法ではできない、回復魔法で、ママみたいな人を、山のように助けて、助けて……」

　初めての告白だったのかもしれない。

　途中で恥ずかしくなったのか、コーディは秘密がばれた子供のように手で顔を隠して「聞かなかったことにしてください」と呟つぶやいた。

　彼女の横顔を、テントに灯ともされた温かい魔法の光がゆらゆらと照らしていた。

　……前から思っていたけど、この子やっぱり、とんでもなく良い子だ。

　それに、……なんだか可愛かわいい。

　うん。すごくいい。とても。

「いい子だね。コーディは」

「こ、子供扱いしないでくださいっ！　私もう立派な大人だもん！」

　怒る彼女を見てると、つい頰がゆるんでしまう。何となく手を伸ばし、綺き麗れいな金髪をそっとなでなですると「もうっ」と拗すねた声で怒られた。

　そのうつくしい金髪に触れながら、伊い坂さかはふと思い出して自分のポケットに手を滑らせる。

　店で購入した蝶ちようの髪留めを手に取り、ゆっくりと袋の紐ひもを解いた。

「……それは？」

「安全祈願のアクセサリ。一度だけ、危険を身代わりしてくれる魔法があるんだって」

　彼女は、ぷいっ、とそっぽを向いた。

「こんなもので私のご機嫌は取れません！」

「機嫌取りじゃなくて、コーディの安全と、今日、火トカゲから守ってくれたお礼。……金髪、傷んじゃったし。次はそういうことがないように、ね」

　鈍い伊い坂さかでも女性の髪の大切さは理解している。それに怪け我がの予防は医学的にも重要だ。

　伊い坂さかは硝子ガラス細工を手に取り、彼女の頭に蝶ちようの髪留めを挿さす。慣れてないので微調整に苦労した。

「プレゼントじゃなくて、ごめんね。僕どうも、乙女心とか苦手みたいだし。こういうことしかできないけど。……あと、遅くなったけど、今日は助けてくれてありがとう」

　危うく丸焦げになるところでした。伊い坂さかは笑ってお礼をした。

「まったく、あなたは……」

　彼女はなぜか不機嫌そうな、でも嬉うれしそうな、気まずそうな顔で眼鏡の鼻あてを押し上げる。アルコールで上気している分を差し引いても、その頰は妙に赤い気がした。

「熱、あるの？」

「なんでもありません。と、とにかく、お礼は受け取っておきます……」

「うん」

「……」

「……」

　急に口数が減った。なんでだろう。

　……もしかして。

　伊い坂さかはまた何か、失礼な事をしてしまった、とか？

　だとしたら大変に困る。ドクにも叱られてばかりなのに。

「ね、ねえ、コーディ」

　沈黙に耐えられず彼女の顔を窺うかがうと……

　コーディはいつの間にか、身体を預けて寝息をたてていた。

　伊い坂さかが微笑ほほえみ、そっと彼女の前髪をあげる。すやすやと心地よい寝顔が愛らしい。

　──夢物語。そう言わずに挑戦して欲しいと思った。

　伊い坂さかだって現代にいた頃から同じ夢を目指している。たくさんの人を助ける医者になる夢だ。伊い坂さかとコーディの志はよく似ていた。彼女なら夢を叶かなえられる、そんな風に信じてみたい。

「よっ……と」

　寝込んだコーディをお姫様抱っこし、簡易ベッドに休ませる。小柄な彼女は羽根のように、とはいかないが軽かった。あとは今のうちに、酔い覚ましに効くものを拵こしらえておこう。

　深酒をした翌日に口元が渇くのは、アルコールの摂取による利尿作用の影響だ。一説によれば[image: ]mlのビールを口にすると、倍の１リットル近い水分が失われるらしい。とにかく水が足りず脱水症状となるので水分補給、できれば塩分とカリウムも補給できるスポーツドリンクが良いだろう。塩分を含む味み噌そ汁しるもお勧めできる。あとは吐き気止め作用を持つ生しよう姜がだ。またアルコールは胃酸の分泌も促すため、胃腸薬として大根おろしに生しよう姜がを混ぜたスープも良い。

　伊い坂さかはテント内の鍋に多めの飲み水と、先日頂いた大根と生しよう姜がを揃そろえる。コーディは「また大根ですか!?」と文句を言うかもしれないな、と苦笑していると外から物音がした。

　テントの入口を揺らして顔を見せたのは例の勇者だ。背中には髪を三つ編みでまとめた女性が抱えられている。乗合馬車で一緒になった人だ。

　勇者はいつも通り親指を立てた。

「勇者たる俺様は、街の者が酔い潰れて倒れたら当然助けるのだ。いかにも英雄的だろう？」

「……いやまあ、助けるのは僕の気もしますけど……」

　伊い坂さかは娘さんを床に寝かせ、念のため【急性アルコール中毒】を確認する。肩をたたくと反応もあり、大きないびきや脈拍異常も冷や汗もない。大丈夫だと判断し、身体を横向きにして毛布をかけた。俗に回復体位と呼ばれる姿勢だ。

　大事なことだが、酔いつぶれた人を仰向けで寝かせた場合、自身の嘔おう吐とにより気管に異物が詰まって窒息する危険がある。なので患者さんが吐きそうな場合は、必ず！　横向きで寝かせることが重要になる。

「うむ。手間をかけたな魔ま法ほう医い」

「いえ。ところで勇者様。せっかくなので、少しお話をいいですか？」

「いいだろう。俺様の英雄譚たん、第一幕！　それはブラント街に現れた大だい怪かい鳥ちようの……」

「その話ではなく健康の話です。今日お話しした戦闘制限や洞窟探索の制限を、今後きちんと考えて欲しいんです。つまり」

「……ふん。例の、俺様の活動を制限しろというアレか？」

　頷うなずいた。布ふ団とんで眠るコーディに、そっと視線を流す。

　彼女は努力に価値はないと口にしたが、努力しなければ結果は出ない。

　──夢物語。叶かなえるには、目の前の患者さんから。

　彼女の火種は、確かに、伊い坂さかに影響を与えていたのだ。

「勇者様。僕は、実は別の世界から来た人間です」

　証明のために携帯電話を見せた。勇者はさすがに驚いたようだった。

　その別世界での知識が、食事や運動、心臓の血管の話だと説明する。

「今日一日、僕も情報収集をしました。勇者様がこの街で慕われていることは、僕もたくさん聞きましたし、さっきも感じました。……その勇者様が無理を続けて病に倒れるようなことは、誰も望んでいないと思う。それが僕の意見です」

「俺様は勇者だ。戦半ばで倒れるのは覚悟の上！」

「戦いで倒れるのと病気で倒れるのは違います。病気は、予防ができる。それとも勇者様は、長生きして皆さんが喜ぶより、自分が格好良くなるためだけに命を投げ捨てますか」

　勇者の太い眉が歪ゆがんだ。

「勇者稼か業ぎようは魔物退治が主で、その気になればコーディでもできる仕事だと聞きました。選ばれた勇者にしかできない仕事では、ありません」

「だが俺様は勇者だ。勇者たるもの魔物を退治し、皆を格好良く守るのが宿命！」

「そうかもしれません。でも僕が考える本物の勇者様は、みんなを幸せにするために活躍する人です。そして僕は長生きして、もっと沢山の人を助けた方が、勇者としてカッコイイと思いますし、僕はそれこそ真の勇者だと思います。……土木作業、いいじゃないですか。無理しすぎない運動は健康に良いですし」

「……つまり魔ま法ほう医いよ。お前はあくまで勇者の活動より健康を選べというのか？　その方が、勇者たり得ると？」

　伊い坂さかは無言で頷うなずいた。テントに沈黙が落ちる。

　勇者は伊い坂さかの言葉に、苦虫を嚙かみ潰したような顔を浮かべた。その様子を見ながら……

　というか。

　もしかしなくても、言い過ぎた？

「おい魔ま法ほう医い」

「は、はい……なんか、スイマセン……とても偉そうで。ただ僕は、やっぱり健康に……」

「前に守秘義務がどう、という話をしたな。それは治療に関わることなら有効か？」

「は？　え、ええ、まあ」

　そうか、と勇者は自慢の顎あご髭ひげを、くい、と親指でなぞる。

「表へ出ろ」

　やくざにメンチを切られる勢いで外に誘われた。

　夜空には相変わらず銀河を砕いてちりばめたような星が輝いていた。光害が少ないこの世界の夜空は、見上げるだけで吸い込まれそうな程にうつくしい。

　満天の星の下で勇者は空を見上げ、深い、深い溜ため息いきをついて。

「仕方がないから話してやる。俺様はな。……ここだけの話だが、実は真の勇者ではないのだ」

　ゆっくりと、語り始めた。
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　その男はフリーク家に拾われ育てられた養子であった。仔し細さいは不明だ。彼は拾い主である両親のもとで普通に育ち、養親に感謝もしていたが、フリーク家のある家訓が気になっていた。

　勇者でなき者は、フリーク家にあらず。

「俺様はフリーク家の者と同じ釜の飯で育った。だが、あくまで養子だ。フリーク家の兄弟の、二番煎じのニセ勇者。まあ必死で修行を積んだお陰か、ある程度モノにはなったが本筋の兄弟には遠く及ばず、バカにされることも多かった」

　秘密だぞ、と念押しして勇者は己の手首を睨にらみ付つける。その血筋を恨うらむように。

　──【遺伝】。親から子供へ生物としての特徴や能力を伝える、もっとも基本的な性質。

　現代において人間の遺伝子による差異は約０・１％と言われている。染色体異常による【ダウン症】などを除けば、遺伝よりも生活環境こそが人間に最も影響を与えるという説が一般的だ。

　ただし、それは現代での定説に過ぎない。コーディも似たことを話していたが、魔法や勇者が才能だというのなら、この世界での【遺伝】は伊い坂さかの常識を上回る差異かもしれない。事実、競走馬などはブラッドスポーツという異名の通り血統が重視され、実際に【遺伝】による差異は33％にも昇る。血筋が、文字通り運命を決めてしまう世界もある。

「そこで俺様は、養子でも真の勇者になれることを証明すべく竜殺しの旅に出た。それで竜を見つけたが……まあ見事に負けてな。それで結局、家に戻れなくなった俺様はこの街に流れ着いた。そしたら偶然にも大だい怪かい鳥ちようと出くわしてな。どうも俺様の本来の血筋は、竜はダメでも鳥とは相性がいいらしい。それで撃退したら、あっという間に街の英雄様だ」

　と、勇者は鞘さや付きの大剣を掲げ、夜空に高く突き上げた。

「そして俺様は真の勇者になったのだ。この街限定で！」

「……あの。それって別に、隠しておく必要もないんじゃ……街を救ったのは事実ですし」

「怖かったのだ！　今さら本当のことを話すのが！　フリーク家の勇者だと噓うそついた後だったし、初めて勇者様って呼ばれた後だったし！」

「えぇ～……？」

「お前には分からんかもしれんが実家のプレッシャー凄すごかったんだよ！　養子でも勇者と呼ばれない男は不名誉だとか！　……だ、だから俺様は、今さら実は勇者でない、などと話せん。魔物が怖いとか食事制限とか戦闘制限とか、イメージに反することも。ていうか反応怖いし」

「……あの。勇者様って、じつは」

「そ、それに一応、他の理由もあるぞ！　あの忌いま々いましい一年前の大だい怪かい鳥ちようだ。奴やつにはひとつ凶悪な特性がある。自分を傷つけた相手の姿を、絶対に忘れない復ふく讐しゆう心だ。あの鳥は謙虚な俺様と違ってプライドが高く、一度やられた相手は徹底的に潰さねば気が済まん性格らしい。しかも奴やつは一年周期で現れる。だから奴やつは、この街に必ず戻ると俺様は見ている。その時、伝説の勇者が実はニセモノだとバレてしまえば皆の士気に関わる！　たぶんな！」

　勇者は再びマントを翻ひるがえして英雄のポーズを取った。星空の下、自慢げに胸を張る中年勇者は、己こそが世界の中心だとばかりに高笑いをした。

　……でも。もしかしたら彼は、本当は臆病者なのかもしれない。

　病気でないと虚勢を張り、豪快に肉と酒を食らい、武勇伝を強調する勇者様。コーディのお手柄をこっそり頂いてまで名誉を守ろうとした、この英雄は。

　じつは自分を慕ってくれる人々の目線を、怖がっていたのだ……

「俺様が恥ずかしい奴やつだと思うなら勝手に笑うがいい。だが、俺様は勇者の姿は捨てぬ」

「……いえ。笑いません」

　気持ちは分かる。人に認められることは、とても嬉うれしい。

　伊い坂さかも入院していたころに医学の勉強を始め、師匠に話をしたら「すごいねぇ伊い坂さかクン、僕よりすごい！　世界一！」と褒められた。今ならお世辞と分かるのだが、人生初の褒め言葉は伊い坂さかに深く刺さり、生きる気力を与えてくれた。

　逆に、誰からも認められない日々はあまりに辛つらく、怖いものだ。

　伊い坂さか自身が昔、世界から捨てられたと感じたように……

「僕にも、その気持ちはすこし、分かりますから」

　そして心が分かれば、病への手立てはある。

「勇者様。実は、見み栄ばえを意識しながら健康を両立させる手もあります」

「む。そうなのか？」

「はい。例えば一人で洞窟探索をしている時、こっそり携帯食料に野菜を加えるとか。……ただやっぱり、長期のダンジョン探索は食生活がどうしても……あ」

　閃ひらめいた。

「例えばお弟子さんを取って、後輩に譲るのはどうでしょう。少なくとも負担は減りますし、勇者様の弟子が大活躍したとなれば、勇者様の株も上がりますし」

「む。成程な。だが俺様は、弟子を取るというのは性分でないような気もする」

「そこを何とか……」

「第一、俺様が活躍できないのは、うーむ。ダンジョン探索時の食事は考えてもいいが……」

「もう一声」

「お前は商売人か！」

　さすがに無理だったが、勇者に生活改善の意識を持って貰もらえただけでも前進だ。できれば後輩に道を譲り、負担を減らして欲しいとも思うのだが。

　でも現状改善の兆きざしは見えた。問題は、あと一つ。

「勇者様。守秘義務のついでに、僕からも秘密の相談があるんですが……」

「なんだ。特別に聞いてやろう」

「はい。フリーク家というのは竜殺しで有名な家と聞きました。その家で見つけた宝物の中に、錬れん金きん術じゆつで作られた品はないですか」

「錬れん金きん術じゆつだと!?　お前本当に魔ま法ほう医いか！　いや別世界の人間だったか」

「実は治療のひとつに利用できそうなんです。もちろん、持ってても誰にも言いません」

　守秘義務です。伊い坂さかは人差し指を立て、すこし悪い顔をした。

「信じられん魔ま法ほう医いもいたものだ。まあ俺様も知らない訳ではないがな！」

　勇者はあぐらをかいて草むらに座り、腰元の巾着袋を目の前でひっくり返した。コーディのテントと同じ四次元ポケット式らしく、袋から本来の体積量を超えた数の宝石や角笛、薬草や携帯食料が転がり落ちてきた。

　その一つに目をつける。

　四角い箱に詰められた白い塊に鼻を近づけると、まろやかな香りがした。石せつ鹼けんだ。石せつ鹼けんはパーム油やごま油を水酸化ナトリウム等でケン化して作成する。その手順で石せつ鹼けんを完成させた後、余り物として破棄する液体、それが伊い坂さかの求める原材料の一つ、グリセリンだ。

「勇者様、これをどこで」

　ふん、と勇者は自慢の顎あご髭ひげを触りながら教えてくれた。

「貰もらいものだ。なんでもブラント街の中央街から裏通りをある手順で進むと、少々風変わりな蔦つたの道があってな。その先の店に売っていたとか──」
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　先制攻撃。

「失礼します、リアさん。今日は錬れん金きん術じゆつの話を聞きに来ました」

『こ、これ少年。先にことの真偽を確かめてからだな……』

　コーディとドクを連れ、伊い坂さかは再び魔女の家を訪れていた。店内は薄暗く、客の姿もない。右の戸棚には魔物の翼や眼球が。左側には鉱物や不透明な薬品が無造作に並べられている。

「お願いします、リアさん」

「何の話」

　勇者から借りた石せつ鹼けんを彼女に見せた。彼女は、わからない、と呟つぶやいた。

「うちの店の物じゃない」

「いえ。ここのお店で買ったと聞きました」

「勘違い」

「だとしても、リアさんは錬れん金きん術じゆつには詳しいはずです」

　伊い坂さかは左戸棚に並ぶ鉱石に触れた。その手を、瓶詰めされた火トカゲの体内石へと伸ばす。水で満たされた瓶の底に、黄色い石が重く沈んでいた。

「このお店は向かって右側に、魔物の身体から採取できたもの。左側に鉱物や薬品を置いています。でも僕が火トカゲの体内石を売った時、リアさんはこれを満タンの水の中に沈めて、左の棚に並べました。……この自然発火する石は、原子番号15番の【リン】です。魔物の遺物ですが、同時にれっきとした〝カガク〟の産物です」

【リン】は一時期マッチの材料としても使われ、今でも化学肥料として扱われる物質だ。約50[image: ]と低温で発火するため自然発火を防ぐ水中保存が原則であり、また錬れん金きん術じゆつに相応ふさわしい毒性を持つ。ドクが素手で入手しないように、と助言した理由はこれだ。

「僕は最初、魔物の落とすアイテムだと聞いて、売ってしまいました。〝カガク〟とは無関係だと思って。にもかかわらず、リアさんは鉱物と薬品の棚に並べました。少なくともリアさんは魔物の素材と〝カガク〟を区別する知識と、化学薬品の正しい保存方法を知っていることになります」

　他にも裏付けはある。例えば店に入ったときの特有の刺激臭。あれは僅かではあるが、アンモニアの香りだと推測された。また、まろやかな香りの固形石せつ鹼けんは高校レベルの実験でも作れるが、逆に言えば高校レベルの技術がある証あかしともいえる。

　それでも知らないと言い張るなら、伊い坂さかは左戸棚の薬品を虱しらみ潰つぶしに調べてみようと思っている。その中に一つでも、化学薬品が見つかれば。

「ですから、リアさんは錬れん金きん術じゆつの、少なくとも手がかりを知ってるかな、と思って……」

　尋ねました、という言葉は続かなかった。

　彼女は無言で右腕を突きつけた。指先に無骨な回転式拳銃が握られていた。反射的に両手を挙げる。映画だと【銃創】を自分で手術したりするが、現実的には動脈を傷つけ致命傷を負う可能性が高く、まさに死に至る一撃だ。

　が、よく見ると彼女は拳銃のグリップ部分だけ握っていた。トリガーに指をかけていない。使い方を知らない子供が、頑張って銃を向けているようにも見えた。

　リアさんが警戒心を露あらわに、伊い坂さかを睨にらむ。

「あなた、何者。これが何か理解してる。ただの魔ま法ほう医いじゃない」

「ちょっとイサカ、あれは何です？　危ないものですか？　やはり錬れん金きん術じゆつ師しは悪ですね！」

『少年。我はリア嬢の父と既知の仲だが、錬れん金きん術じゆつを扱うような者だとは……』

「コーディ、ドク。ごめん、僕いまピンチ。……えっと。あのね？　僕は訳あって錬れん金きん術じゆつにも詳しいと言いますか、別に危害を加えるつもりはなくて、人助けがしたくて協力をして欲しいなぁ、なんて……？」

　リアさんは視線をコーディの胸元のバッジに向け、冷たく拳銃を握り直す。

「魔ま法ほう医いは錬れん金きん術じゆつの敵。ドクは父の知り合いだから、錬れん金きん術じゆつの話は秘密にして仲良くした」

「……じ、じゃあ今日から錬れん金きん術じゆつと魔ま法ほう医いも友達だよ。医学に国境なし。ね、コーディ？」

「私は治療を行える秘薬があると聞いただけです！　錬れん金きん術じゆつとは一言も聞いてません！」

「いやぁ……と、とにかく、リアさん。彼女は魔ま法ほう医いですけど、今日は人命救助のために錬れん金きん術じゆつの薬品や実験場を貸して欲しいんです。……ダメ、かな」

　彼女は無表情のまま伊い坂さかを見上げた。

「対価と身の安全を要求」

「分かった。じゃあ対価は、お金……より、僕の知識でどうかな。身の安全は、えっと、ねえコーディ。ここで薬を作れれば、もっと多くの人を助けられると思うんだ。そしたら、コーディの夢にも一歩近づけると思うんだけど」

「うぐっ……イサカ。あなた、にこやかな顔をしながら、結構したたかなことを言いますね……ひ、人の恥ずかしい夢を人質にするなんて……！」

　コーディが仕方なく杖つえを下ろし、リアさんも拳銃を仕舞う。

　そして彼女が奥の硝子ガラス細工が並ぶ棚をスライドさせると、隠された部屋が露あらわになった。

　期待以上だった。

　化学実験室を思い起こす黒テーブル。戸棚一面にフラスコやメスシリンダーをはじめ各種ガラス製試験管がずらりと並んでいた。試験管には炎で炙あぶって接合した痕跡があり、大切に使い込まれた様子が窺うかがえる。薬品庫には【ＮＨ３】など見慣れた化学式もあり、最さい奥おうにはなんと揮発性の毒物などを扱う排気装置ドラフトチャンバーまで備えられていた。が、残念なことに電源供給は不可能らしく稼か働どうしていない。

　伊い坂さかはドラフト装置の足下に見慣れたコンセント口を見つけ、ある推論を立てた。

「ねえ。もしかして召喚魔法か何かで、化学実験室とか拳銃とか、いろいろ転移させた？　で、持ってきたは良いけど使えなかった。違うかな？」

「詳しくは知らない。父が用意した。……私は、本当は父の研究を続けたい。でも、難しくて理解できなくて。困ってる」

「じゃあ僕で良ければ手伝うよ。見ててね？」

　わくわくしながら薬品棚を改める。最初に余りものの濃のう硫りゆう酸さんを見つけて喜んだ伊い坂さかだったが、中身は殆ほとんど残っていなかった。その他、未開封のボトルを幾いくつか発見する。

　伊い坂さかは【オキシドール】と書かれた入れ物を片手にコーディへ微笑ほほえんだ。

「じゃあ、コーディ。今から〝カガク〟の凄すごいところを見せてあげる」

「まったく……薬のためとはいえ、こんなことが王国に知れたらどうなるか。イサカ、本当に治るのですね？　もし治らなかったら違法行為として、この部屋ごと爆破しますよ？」

　コーディはそっぽを向いてしまった。

　──でも本当は知っている。彼女は人を癒いやすことが出来るなら、必ず協力してくれる。

　張り切って作業を始めることにした。

【ニトログリセリン】は原料となるグリセリンに濃のう硝しよう酸さんと濃のう硫りゆう酸さんを加え、脱水縮合によるエステル化を行うことで生成される。

　最初にグリセリンだが、これは石せつ鹼けん作成の手順で自然発生する物質だ。油脂に苛性ソーダのようなアルカリ剤を加えて混合し、加熱して塩基における加水分解、即すなわちケン化を起こして石せつ鹼けんを作る。そこから石せつ鹼けんを取り除いた廃液がグリセリンだ。

　伊い坂さかは手袋をした後ビーカーに油を溶かし、アルコールランプ状の魔法具を用いて加熱を始めた。そこにアルカリ剤として、木材の灰を用意する。灰は古くからアルカリ剤として重宝され、石せつ鹼けんの材料にも使われた物質だ。ただし灰の主成分は炭酸カリウム等であり、直に用いてもグリセリンは作れない。不要物を除去し、消石灰を加えて水酸化カリウムの代用品とする。石せつ鹼けんの完成後に石せつ鹼けん本体を取り除くことで、残液であるグリセリンの完成だ。

　続いて硫酸の準備だが、これには余り物のオキシドール、つまり過酸化水素水を活用する。医療現場でも血液の洗浄などに使う薬品である。さらにリアさんの店から硫黄を借りた。硫黄も古くから『燃える石』『黄色いダイヤ』として重宝される物質だ。密閉できる瓶容器にオキシドールを注ぎ、そこに着火した硫黄を入れて亜硫酸ガスを発生。あとは密閉して自然放置すれば、亜硫酸ガスがオキシドールに自然吸着して、まずは希き硫りゆう酸さんが作成される。

　その希き硫りゆう酸さんと並行して先程の亜あ硫りゆう酸さんガスを収集し、触しよく媒ばいとして白金を詰めたボトルを通じて加熱し酸化する。生成物（三さん酸さん化か硫い黄おう）を水と反応させれば濃のう硫りゆう酸さんの完成だが、直に反応させると爆発的な熱を発して飛び散るため大変危険だ。先程僅わずかに残っていた濃のう硫りゆう酸さんに混合しつつ、作成した希き硫りゆう酸さんを加えていく。濃のう硫りゆう酸さんの完成だ。

　最後に硝酸だが、これは先程作成した濃硫酸に硝石を加えることで作成できる。硝石と硫酸の両方を枝付きフラスコへと投入し、ゴム栓で封をして加熱。続いてフラスコの枝を別のフラスコに繫つなぎつつ氷水で冷却、要するに蒸留して濃硝酸を収集する。

「イサカ。あなた、この手順をすべて記憶してるのですか？」

「うん。まあ、本で一度見ただけだけど」

「一度見ただけで？」

　コーディの疑問に、伊い坂さかは曖昧に微笑ほほえんだ。

　一方でリアさんは目を輝かせていた。

「あなた、何者？　すごいすごい。天才」

「何者というか、僕は実は、別の世界から来た人……って言ったら信じる？」

　彼女はこくこくと頷うなずき、伊い坂さかの真横にぴったり張り付いてメモを取り始めた。「これなに」「あれなに」と質問する。小さな子犬に懐なつかれた気分だった。考えてみれば彼女もコーディと同年代の、好奇心旺盛な少女である。化学実験に興味津々な中学生みたいだ。

「あなた。名前、教えて」

「僕？　僕は伊い坂さか練れん次じ郎ろう」

「じゃあ、イサカ。一緒に住もう」

「ふえっ!?」

　ダイナミックな告白をされた。彼女はキラキラした瞳で伊い坂さかに密着する。

「あなたのこと誤解してた。私はあなたが欲しい。研究の力になる。私は父の後を継ぎたい」

「え。……いや僕には現代に戻って医者の勉強をする夢が痛あっ！」

　いきなり耳をひねられた。いつの間にか接近したコーディが手を伸ばし、伊い坂さかをむっつり顔で睨にらんでいた。それからリアさんにジト目で「ふん」と吐き捨てる。

「そこの錬れん金きん術じゆつ師し？　この人は私の弟子です。勝手に扱わないように。第一、いまは治療という名目に免じて錬れん金きん術じゆつを特別に見逃してあげてるのです。その辺きちんと理解してます？」

「金髪いらない。帰れ。バイバイ」

　コーディが杖つえを構えた。リアさんも拳銃を突き返した。

「あなた。あんまり調子に乗ってはいけませんよ？　立場を弁わきまえなさい？」

「魔ま法ほう医いみんなバカ。世の中は魔法だけで回ってると洗脳された王国の犬」

「錬れん金きん術じゆつ師しが偉そうに！　その錬れん金きん術じゆつこそ、王国に被害を出した極悪人ではないですか！」

「それ王国の印象操作。一般人も扱える錬れん金きん術じゆつが広まると魔法主義の王国は嫌がる」

「なんてくだらない陰謀論……！　イサカ、あなたはどう思いますか？」

「いやまあ。僕は患者さんが治ればどっちでもいいし……」

「優柔不断は嫌われますよ!?」

「えぇ～……？　ドク、なんとか言ってよ」

『両手に花ではないか。これ以上の幸せはなかろう？』

　そんな話の間に全ての薬品準備が整い、最後の調合を前に伊い坂さかは息をついた。同時にここからが正念場でもあった。ニトログリセリンは僅かな衝撃で爆発する物質だ。その威力は試験管の半分で片手を吹き飛ばす。書籍上での知識はあるが、作成自体は伊い坂さかも初めてだ。[image: ]％の成功は保証できない。

「コーディ。リアさん。ここから先は、僕一人でやろうと思う。二人は……ちょっと、外で待ってて貰もらえないかな」

「はい？　理由は何ですか、イサカ。ここまで来て」

「この薬には爆発の危険がある。小さな振動でも危ないんだ」

「爆発!?　あ、あなた待ちなさい、そこまでする義理は……」

「でも手順通りに進めば、きっと大丈夫」

〝カガク〟は無知だと恐ろしいが、正しい順序で行えば素晴らしい結果にたどり着く。もう少しで薬の作成は完了し、勇者の治療にも目め処どが立つ──

　そのはずだった。

　不意に実験室に地響きが走った。器具を納めた戸棚が震え、地震かと膝をつく。が、コーディが青ざめた顔で実験室を飛び出したのを見て、嫌な予感がした。

「どうしたの、コーディ」

「あなたは下がってなさい、イサカ！　いいですね！」

　忠告を聞かず、彼女を追って家を出る。

　そして、見た。

　伊い坂さかの頭上を、巨人のように大きな鳥が、黒い風を纏まといながら羽ばたく姿を。
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　台風のように黒い風が渦巻く中心部にそれはいた。飛行のための巨大な両翼と、丸太のように太い爪。全身はカラスのように黒く、濁った動脈血のような瞳と嘴くちばしを持つその姿はおそらく一匹の鳥だ。だが、その全長は並のジェット機と見間違える程に巨体であった。

　規格外。ドクが以前そう口にした。話半分に、聞いていた。

　──半分だと思った。話の方が、だ。

「イサカ！　いますぐ部屋に避難して薬作りは中止しなさい。いいですね？」

　コーディが怒鳴り声をあげ、杖つえを右手に持ち直す。まさか。

「待って、コーディ。……戦う気？　アレと？」

「私はサイキョーの魔ま法ほう医いです。魔ま法ほう医いたるもの、人を守るのも使命です！」

　それは警察であり軍隊の仕事ではないのか。医者の仕事なのか。喉まで出かかった言葉を、飲み込む。コーディは笑みを浮かべていたが、その指先は静かに震えていた。

　伊い坂さかも、腹をくくる。

「分かった。じゃあ僕は、薬を完成させる」

「イサカ、あなたいま爆発の危険性があると言ったでしょう！　こんな状況で作れますか！」

「うん。だから、いま作るんだ」

「意味が分かるように話しなさい！」

「あの大だい怪かい鳥ちようを倒すために、勇者様は必ず来る。そして勇者様は、あの大きな鳥に対抗できる最大の戦力。その勇者様が倒れたらアウトだ。だから戦闘中に発作を抑える薬が必要になる。ニトログリセリンは使って五分で効果が出る。だから僕は作る。なにか間違ってるかな」

「本気で言ってますか？　あなたは客人です、そこまで関わる必要はありません！」

「でも、多くの人が助かるなら素敵だよね？」

　伊い坂さかはニコリと笑った。どんな状況でも、患者さんがいるのなら。

「っ……イサカ。あなたはどうして、そこまで人助けに拘こだわるのです？　べつに逃げても、誰も文句は言いません。そうでしょう？」

「……そうだね。でも」

　今では懐なつかしい、師匠の顔を思い出した。

　白しら髭ひげの、ちょっと変わったお医者様は、泣きじゃくる伊い坂さかにこう諭したのだ。

　いやまあ、大した理由じゃないんだけど──みんなが笑顔になるのが楽しいからねぇ、と。

「好きだから、かな。患者さんが、笑顔になるのが」

　もっとも、その話には、続きがあるのだが……

　コーディは呆あきれて頭を振った。

「イサカ……あなたという人は、まったく。……分かりました。では、ここは任せます。ただし危険だと感じたらすぐ止めるように。薬ができたら必ず私に渡して、あなたは避難する。いいですね？」

「分かった。コーディも気をつけて」

　それは私の台詞せりふです！　と彼女が怒鳴った。それから、

「すこし、理由が分かった気がします」

「なんの？」

「私の理想の男性という与よ太た話ばなしです。あなたはある意味、私の理想です。では、後で」

　その言葉は、伊い坂さかに不思議な力を与えた気がした。

　彼女が背を向けて森の中へと走り出す。その背中を見送ることなく実験に戻った。恐怖は不思議となかった。実験用の黒い台に手をついて、リアさんから借りた手袋を再び両手に塡はめる。

　これは伊い坂さかの戦いだ。

　最終調合は作成した濃のう硫りゆう酸さんと濃のう硝しよう酸さんを３：１で混合。濃のう硝しよう酸さんに濃のう硫りゆう酸さんを滴下する。逆は不可。この作業により濃のう硝しよう酸さんを硝しよう酸さんイオンへと電離する。化学反応に伴う発熱には随時注意を払い、氷水を張った容器で冷却する。ひとつ誤れば爆発する領域に、既に直面している。

　完成した混合溶液をさらに冷却後、グリセリンをごく少量ずつ滴下し攪かく拌はんと再冷却。温度上昇への注意を怠らない。濃のう硫りゆう酸さんにより硝しよう酸さんとグリセリンから水が取り除かれ、白濁した混合溶液はやがて二層に分離する。上層部が分離した水、下層部が目的のニトログリセリンだ。

　伊い坂さかの額に汗が滴したたり、その汗すらひとつ零こぼれれば衝撃に繫つながる気がした。混合溶液の表面に浮かんできた液体を慎重に取り除き、別の容器に移し替える。さらにニトログリセリンの中に残留する混こん酸さんを中和して除去。呼吸が重い。意識は回る。大丈夫。できる。

「手伝う？」

「見守ってて、リアさん。ごめんね、手が離せなくて」

　彼女は返事をしなかった。熱い眼まな差ざしが、じっと伊い坂さかの背中を見つめていた。

「……もう少し……いや、でも……」

　ジリジリと作業を進める一方、伊い坂さかはある目もく論ろ見みを閃ひらめく。ニトログリセリンに使用する薬剤はどれも危険性が高いが、うまく使えばコーディの魔法攻撃にも劣らない威力を持つ。

〝カガク〟の本質は、ある意味で軍事力だ。もしかすると、大だい怪かい鳥ちように対しても……

「ごめん、リアさん。手伝って欲しいことができた。そこの薬品をありったけ試験管に詰めて欲しいんだ。あと、貸して欲しいものがあるんだけど」

　作業を終えた伊い坂さかは、最後にニトログリセリンに純水を加えて安定化させ、完成した薬剤を試験管に詰め込んでゴム栓をした。さらにリアさんにお願いし、別の薬品を鞄かばんへ詰める。

「ドク！」

『案内しよう。街への近道だ。だが無茶はするなよ？』

　空飛ぶ本の案内で黒の森をひた走る。子鹿が慌てて飛とび退のき、絡からまる蔦つたの道を駆け抜けた。

　そして、伊い坂さかはその光景を目まの当たりにした。

　昨夜は宴うたげと酒の席で溢あふれた街の中央で、黒々とした大だい怪かい鳥ちようが叫声を上げていた。黒い風が吹き荒れる中、勇者が剣を振り上げ迫る。大だい怪かい鳥ちようの左翼の羽根が散る。敵は翼を腕のように翻ひるがえし、地面に力強く叩たたき付つけた。勇者が身を引くが、吹き飛んだ破片が掠かすめ、皮膚に無数の傷が走る。

　挑んでいるのは勇者一人ではない。標的を取り囲むように青色のバロック風の衣装を着込んだ魔法使い達が次々と光弾を放つ。だが光の玉は黒い風に触れた途端、水に溶けたように拡散し、大だい怪かい鳥ちように触れることすらままならない。苦戦は居合わせたコーディも同様だ。彼女は人一倍大きな炎や氷を放つが、大だい怪かい鳥ちようを覆う黒い風が力を霧散させていく。くっ、と舌打ちし、彼女はなぜか大だい怪かい鳥ちようのいない地面に魔法弾を撃ち込み始めた。

「魔法が……届いてない？」

　大だい怪かい鳥ちようは己の特性を理解しているように見えた。魔法攻撃を徹底的に無視し、勇者にのみ狙いを定める。勇者が膝を屈かがめ、膝しつ関かん節せつと足関節をバネのように生かして跳躍。一いつ閃せん。大だい怪かい鳥ちようは翼を広げてホバリングし後退、仕返しとばかりに口から炎を吐いた。勇者が炎を剣で弾き、ぐっと膝を縮めたところで──

　踏鞴たたらを踏む。

　息詰まるように膝をつく勇者。伊い坂さかはそれが何かを確信し、一歩踏み込んで、止めた。

　近づけば死ぬ。それくらい素人しろうとの伊い坂さかにだって分かる。だから、

「……コーディ！　アイツを止めて！」

「無茶をいうなああああっ！」

　それでもコーディは期待に応えた。

　彼女は杖つえで十字を切り、伊い坂さかに理解できない力を操った。杖つえ先さきに光が集中、同時に大だい怪かい鳥ちようの足下にいきなり魔法陣が浮かぶ。魔法使い達がどよめく。コーディが仕掛けた地雷魔法だ。原理は不明、だが彼女は一瞬とはいえ大だい怪かい鳥ちようの足を封じ、その杖つえ先さきから極太のレーザー砲としか表現できない白い壁を叩たたきつけた。

　伊い坂さかは思い違いをしていた。全盛期のドクより、少し下。即すなわち書物を自在に浮遊させ、魂を込めることが出来るほどの大魔法使いに類する彼女の力は、並の魔法使いなど遥はるかに凌りよう駕がしていたのだ。宣言に偽りはなく、彼女はサイキョーの攻撃魔法の使い手だった。

　コーディの背丈の五倍以上はある光の柱が大地を抉えぐる。その一撃は黒い風を吹き飛ばし、大だい怪かい鳥ちようの胸きよう襟きんに突き刺さる。魔物の身体が巨大なプレス機に押されたように歪ゆがみ、しかし丸太のような足で踏ふみ止とどまった。赤い瞳が初めてコーディを睨にらむ。

　敵の注意が逸それた。今だ。走る。勇者の元に駆け寄り、試験管を摑つかんで彼の口元へ運んだ。ニトログリセリンは飲ませてはいけない。舌で舐なめて粘膜に吸収させる事で初めて効果が出る。薬を口に含ませつつ勇者の身体を摑つかみ、無理やり引きずって大だい怪かい鳥ちようから距離を取った。

「くっ。すまんな魔ま法ほう医い。俺様としたことが！」

「大丈夫です。すぐに効きますから！」

　その伊い坂さかの脇を、黒い風が掠かすめた。顔を上げる。

　コーディの魔法が、早くも輝きを失い始めていた。

「く、このっ……！」

　彼女の光のレーザー砲は未いまだ健在だ。だが大だい怪かい鳥ちようの特性か、光の柱が黒い霧に次々と浸食され始めた。溶岩に巨大な氷柱をぶつけるかのような光景。白い煙が吹き上がり、その煙すらも黒い霧が取り込んでいく。コーディの魔法が蝕むしばまれていく。

　そして大だい怪かい鳥ちようは、己の敵と認識したものを徹底的に叩たたき潰す。淀よどんだ瞳が小さな魔ま法ほう医いを睨にらみ、ついに翼を広げた。

「逃げて、コーディ！」

「私は……私はっ！」

　彼女は逃げなかった。か細い腕に力を込め、勇敢に戦った。

「私は、サイキョーの魔ま法ほう医いなんだからああああっ！」

　その叫びと、覚悟が。大だい怪かい鳥ちようには挑発だと感じられたのかもしれない。

　大だい怪かい鳥ちようがニヤリと嘴くちばしを上げた。確かに口角をつり上げたように見えた。直後に炎を放った。彼女の傍そばに着弾する。地面の破片が吹き飛び、コーディの身体がぐらつき魔法が解けた。大だい怪かい鳥ちようが再び口を開く。炎が走る。

「しまっ……」

　コーディの防御魔法は間に合わない。

　彼女は直撃を受け、その身体が紙切れのように吹き飛び、頭から民家に激突した。




　その瞬間の、伊い坂さかの心境は自分でもよく分からない。

【走そう馬ま燈とう】に似た、世界が遅くなる瞬間というものが見えたのか。

　大だい怪かい鳥ちようが、崩れた民家に向けて血色の口を開く。

　その一撃を、止めなくては。大切な人を助けねば、と思ったのだ。

　踏み込めば死ぬ。それでも！

「──っ！」

　伊い坂さかは鞄かばんを摑つかみ、相手の顔面目がけて力いっぱいに投げつけた。大だい怪かい鳥ちようが一瞬こちらを見て、せせら笑いを浮かべた気がした。

　ポケットに手を滑らせ両手を構える。手には拳銃。デタラメに乱射する。素人しろうとの拳銃などロクな成果が出ないことは漫画で読んだ。まぐれを狙った。

　幸運は伊い坂さかに味方した。弾丸は大だい怪かい鳥ちようの眼前の鞄かばんに炸さく裂れつし、仕込んだ硫酸やアンモニアがばらまかれた。アンモニア溶液の直撃は失明に至る可能性が高い毒物だ。硫酸の危険性は言うまでもない。解き放たれた〝カガク〟の申し子達が牙を剝むき、その一撃は生物共通の弱点である左眼球へ吸い込まれる。

　大だい怪かい鳥ちようが悲鳴をあげた。

　その隙を逃すほど復活した勇者は甘くない。どっしりと剣を構え、大だい怪かい鳥ちようの心臓めがけて突撃する。敵は左目を失いよろめいている。

　仕留めた。確信した──しかし。

　大だい怪かい鳥ちようは両足に力を込め、蛙かえるのように垂直に飛んだ。

　鳥類としてあり得ない飛行に目を疑う。勇者の剣が空を切り、遅れて放たれた魔法は、やはり黒い風に阻はばまれる。

　伊い坂さかは顔を上げた。大だい怪かい鳥ちようは巨体を揺らして優雅に大空を旋回。そして潰れた左目と残る右目で、ハッキリと、地上の伊い坂さかを睨にらみつけた。

　ぞわりと背筋に寒気が走る。

　──大だい怪かい鳥ちようは、己の敵を二度と忘れない──

　黒鳥は激しい雄お叫たけびを上げ、再び高度を上昇させる。

　その姿はやがて過ぎ去る雨雲のように、遥はるか彼方かなたへと消えていった。




　呆ぼう然ぜんとしたのは一瞬だった。

　コーディ、と瓦が礫れきと化した民家に走る。伊い坂さかの医学辞書に【高エネルギー外傷】【頸けい椎つい損傷】【臓器損傷】【出血性ショック】とめまぐるしい数の致死性病変が浮かぶ。コーディは瓦が礫れきに後頭部から激突した。しかも大だい怪かい鳥ちようの炎による広範囲の火傷やけど。伊い坂さかの冷静な思考は、確実に彼女の【死】を連想していた。

　が。

　コーディは瓦が礫れきを魔法で吹き飛ばし、なんと無傷で立ち上がった。

「し、死ぬかと思いました！」

　と、元気に。

　びっくりしたのは伊い坂さかだ。

　……いや。冷静に考えて、生きてる方がおかしいと思ったのだけど。

「え。なんで無傷なの？」

　伊い坂さかが目を丸くした、その目の前で。

　パキン、と鈍い音がした。

　コーディの金髪から小さな蝶ちようの髪飾りが滑り落ちた。あ、と彼女が呟つぶやく前で、硝子ガラス細工が焼け落ちた灰のように崩れていく。

　やがて塵ちりと化した髪飾りはふわりと優しい風に乗り、サラサラと姿を消した。

　ちゃんと役目は果たしたよ、とばかりに。

「……どうやら、あなたに助けられたようですね」

　コーディが寂しそうに微笑ほほえむ。周囲で被害状況の確認が始まった。幸い死者や大きな怪け我が人にんは出ていないとの報告が相次いでいる。そんな中……

「よ……良がっだああぁぁ……」

「い、イサカ!?」

　すとんと腰が抜けてしまった。

　イサカ、イサカ、と声をかけられても返す言葉すら出てこなかった。

　現代日本では、差し迫った生命の危機に直面する事はあまりない。ましてや伊い坂さかは学生だ。

　でもその日、その瞬間。伊い坂さかはかつて感じた【死】の気配に色濃く触れ、そしてコーディが生きていることに安あん堵どしたのだ。







　十分ほどして呼吸を整え立ち上がると、広場の様子がようやく目に入ってきた。脅威が去って人的被害も少ないと分かれば、安あん堵ど感から次第に笑顔が溢あふれてくる。一部崩れた民家の修理に大工さんが呼ばれる一方、昨日の続きとばかりに酒さか樽だると例のバーベキューセットが持ち込まれる辺り、何だかんだで皆元気だ。祝杯はもちろん大活躍してしまった伊い坂さかの元にも来たが、コーディが「しっし」と追い払う。

　中でも拍手喝采を受けていたのは伝説の勇者だ。早くも女の子達に囲まれて笑顔の勇者様であったが、彼はふと伊い坂さかに気付いて大股でやってきた。

「この程度で狼狽うろたえるとは、まだまだ修行が足らんな！　だがまあ、今回は助かった。礼は伝えておこう、魔ま法ほう医いよ。この借りはいつか返す。何なら今、なにか要望を聞いてもいいぞ？」

　勇者はいつも通り、自慢げに高笑いをしていた。

　コーディは既にあきれ顔を浮かべている。

　崩れた建物はあるものの、人々の表情は明るく、元気だ。

　その姿に、……ではお言葉に甘えて、一つだけ。

「勇者様。お願いがあります」

「いいだろう。何でも聞こうではないか！」

「じゃあ。僕が言うのも何ですけど。やっぱり、人は元気なのが、一番だと思います」

　──患者さんに色々な理由があるのは分かる。

　人が見み栄えを張ったり、噓うそをついたりするのも理解できる。

　でもたった今、久しく人間の生死を肌に感じた伊い坂さかは……どんな時でも、末永く生きて欲しいと思ったのだ。

「勇者様にも理由があるのは分かります。見み栄えとか、噓うそとか。でも僕は、やっぱり健康第一ですし、笑顔が大切だと思うんです。だから」

　伊い坂さかはにこりと微笑ほほえんだ。

「やっぱり、もう一声。お願いできませんか」

「う。……そ、それは、まあ」

「勇者様。命の恩人からの、そして魔ま法ほう医いからのお願いです。それに」

　伊い坂さかはぐるりと彼を囲う人々を窺うかがう。伊い坂さかに盛大に文句をつけた、勇者様の熱狂的ファンらしい女の子。勇者様を慕う三つ編みの女性。若い男子やご老人、お腹なかの出たおじさんから子供まで。

　彼等みんなが、街の英雄を見つめていた。

「勇者様はもう立派に街の英雄です。その勇者様がずっと元気でいてくれると、みんな嬉うれしいと思います。ですから、長生きしてください」

　その言葉が、彼にどう届いたのか。正確なところは分からない。

　伝説の勇者様はひとつ、深い深い溜ため息いきをついた。

　それから自分を慕ってくれる皆を見渡して……

　ふん！　と、腕を掲げて決めポーズを披露し、自慢の髭ひげを触りながら堂々と宣言した。

「俺様は勇者だ。カッコイイ！　だが俺様とて、いつまでも無敵の勇者ではない。……いや。いつかは誰しも、勇者の使命を果たせなくなる時が来るだろう。故に！　今後の俺様は街の者から弟子を取ろうと思う。ゆくゆくは俺様の後を継いで、皆が次の勇者になるのだ！」

　だから俺様についてこい！　勇者様の雄お叫たけびに歓声があがった。

　──偽にせ物ものだとか、血筋だとか。難しい話は分からない。

　それでも、かの勇者は。

　少なくともこの街では、本物の勇者様になったのだと、伊い坂さかは思う。
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　結局その日は被害状況の確認やら、大だい怪かい鳥ちよう撃退の祝賀会やらで丸一日潰れてしまった。伊い坂さか達も祝杯に巻き込まれたり、リアさんに借りた物を返したりと慌ただしい一日になった。

　そうして迎えた翌日の早朝。人ひと気けの少ない広場にて勇者に弁償してもらった魔法馬車を整えたコーディは、伊い坂さかから改めて大だい怪かい鳥ちよう退治の顚てん末まつを聞いて盛大に怒り始めた。

　彼女は瓦が礫れきに吹き飛ばされた後、伊い坂さかの活躍を知らなかったらしい。

　で。

「誰が戦っていいと言いましたか！　危ないでしょう！」

「いやこう、勢いで、助けなきゃと思って」

「思って、ではありません！　あなたは客人なのです、万が一なにかあったら一体どうするつもりですか、このバカ！　医療バカ！　健康バカ！」

　伊い坂さかはぽかぽか杖つえで叩たたかれた。コーディは金髪を逆立て、ぷりぷり怒っていた。

『まあ、そう怒るな娘よ。少年の活躍で大だい怪かい鳥ちようを追い払えたのだ。本来なら英雄ものだぞ？』

「それは結果論です！　まったくもう！」

　確かに無茶はしたと思う。でも伊い坂さかはあの時、身体が勝手に動いたのだ。

　理由はもちろん、彼女を助けたいから。人間は健康第一、当然の行動だ。

　でも……

　本当に、それだけだろうか？

「イサカ」

「う、うん。そうだね。勝手なことして、ごめんなさい」

「……もういいです。ただ」

　彼女は金髪を小さな手で梳すき、口を酸すっぱくして続けた。

「あんまり私を心配させないでください。お願いですから。……ね？」

「あ。う、うん……」

　その時、伊い坂さかの心臓がまた不自然に跳ねた。コーディの心配そうな顔を前に、心がふわっとしたのだ。原因を医学的見地から検討してみたが、珍しいことに脳内の医学辞書は全く反応を示さなかった。その間にコーディは普段通りの荷造りを始めてしまう。

「とにかく。昨日は余計な時間を取りましたから、旅支度を急ぎます。あなたの荷物はこれですね？　馬車に積んでおきます」

「あ、僕やるよ。馬車に運ぶだけ……」

「あなたは客人なんだから余計なことしない！」

　コーディはむすっとしたまま、リアさんに届けて貰もらった伊い坂さかの救急箱などを袋詰めにして馬車に運び始めた。女の子に肉体労働をさせるのはなぁ、と思いつつ、ふと昨日最後に会ったリアさんとの話を思い出す。

　お別れの挨拶は、彼女らしく端的だった。

　また遊びに来てね、と。

「……また、か」

　伊い坂さかは王都に戻り次第、帰還魔法で現代に帰る約束をしている。医者になるためだ。その方針に変わりはないが、またの機会は訪れるだろうか？

　なんて、のんびり考えていると……

「ひゃあああああああっ！」

　いきなり悲鳴が聞こえた。

「コーディ!?」

　びっくりして馬車に駆け寄る。あの大だい怪かい鳥ちよう相手にひるまない彼女の悲鳴だ、一体なにが起きたのか。荷台に飛び込む。

　そこには……

　なんか妙な水色のスライムに襲われ、杖つえを振り回しているコーディの姿があった。

[image: ]

　伊い坂さかが「なにこれ」と見ている前で水色の粘液が彼女にへばりつき、白い神官服だけを溶かしていく。気付いた時には、おへそや下着まで見え隠れしていた。中ちゆう途と半はん端ぱに千切れた衣服の破れ具合が逆に生々しく、伊い坂さかはあまりのことに固まってしまい手が出せない。その間にも彼女はイヤイヤと杖つえを振り、スライムは執しつ拗ように彼女の身体を這はい回まわって衣服を溶かしていく。うつくしい素肌と純白の下着が露あらわになる。

　ようやく我に返った伊い坂さかは、不意にスライムの特徴を思い出した。確か、

「コーディ、大丈夫、落ち着いて！　ドクの話だとそのスライム、服だけ溶かしたら勝手に逃げるらしいから！　全裸になるだけで医学的には全く問題ないから！」

　──【全裸】。いわゆる一糸まとわぬ、生まれたままの姿と呼ばれるもの。公序良俗の点で見れば大変危険ではあるものの医学的には全く問題ない。むしろ健全な証あかしとも言えるため、伊い坂さかとしては完全にノープロブレムです！

　そう全力で力説した。

「問題大ありだああああっ！」

　彼女は魔法で伊い坂さかをめいっぱい吹き飛ばした。

　そしていつも通り転がった伊い坂さかは綺き麗れいな青空と朝日を見上げて、不思議と安あん堵どするのだった。ふわっとしたこの気持ちは、たぶん、何かの勘違いなのだろう、と。
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　伊い坂さかには海外旅行の経験がない。

　が、もし人生初の海外旅行で欧州を訪れたら、多分こんな反応をしたと思う。

「恥ずかしいですよ、イサカ。田舎者まる出しの顔で。魔ま法ほう医いの弟子なら、もう少ししゃんとしなさい？」

「そうだけど……すごいなぁ」

　大都市アガント。王国第二位の規模を誇る夕暮れ時の歓楽街は、伊い坂さかから見て何もかもが巨大だった。入口にある魔法兵士の検問を通過すると、まず現れたのは荷馬車や観光客がどっと溢あふれる一本道だ。家伝いにカラフルな旗が並び、道中には管楽器を鳴らして歩く音楽家の一団、白色のフェイスペイントを施したピエロ男……出店には新鮮な林りん檎ごや串焼きケバブが並び、強烈な熱気をぎゅっと凝縮している。お祭りの前触れかと勘違いしそうな程だ。

　その想像は割と的中していたらしい。渋滞気味の一本道を魔法馬車でじっくりと進みながら、コーディは中央道の奥に佇たたずむ石造りのモニュメントを指さした。裸足はだしの少女に婦人が傘を差し伸べている石像だ。傘の上には勾まが玉たまのようなオブジェが付いている。

「邪竜ルミウスと守護の像。およそ一千年前、都市アガントが邪竜ルミウスに襲われたとき、空から一人の女神がこの地に現れ、邪竜の毒から花の傘で人々を守ったという古い逸話です。それに倣ならって一年に一度、この街では大輪祭という盛大な祭りが行われるのです。今はそのお祭りの直前で、もっとも人々の熱気が集まる時期なのですよ」

　傘に見えたのは向日葵ひまわりの花で、勾まが玉たまは毒を表現しているらしい。

「……ところで、イサカ。そろそろ次の患者さんに関する話なのですが」

「うん。なになに？」

　興きよう味み津しん々しんで尋ねると、彼女は何故なぜか溜ため息いきをついた。

「イサカは、その。……ときに、可愛かわいい女性に対する下心はありますか」

「へ？」

　つい間の抜けた声が出てしまう。

　コーディが軽蔑の眼まな差ざしで睨にらんできた。

「まあ、おかしなスライムを持っていたことですし、聞くまでもないとは思いますが？　あれはドクが無理やりねじ込んだとも聞きましたので、一応弁解を聞いておこうかと思いまして」

　ちなみにドクは本棚の刑にされて馬車の奥に転がっている。しばらく出てこれないと思う。

「イサカ。どうなのです？」

「え、いや、あのっ。……それが次の患者さんと、どう関係するのかなぁ、なんて」

　コーディは懐ふところから封筒を取り出した。手紙の差出人名は『月の一座　座長』とある。

「じつは次の患者さんは年頃の女性で、その同居人も女性ばかりなのです。そして今回の依頼は、私を直接指名してきました。これは女性に対する配慮を求めている可能性があります。ですので今回は患者さんに配慮し、イサカの立ち会いは認めません」

「え」

「……と思ったのですが。ですが！」

　コーディが顔をむっつりさせた。

「あなたは前回またも成果を出しました。悔しいですが事実です。そのあなたを同席させないのは、人を治療する者として正しいのか、すこし悩んだのです。……そこで今回、あなたが女性への下心など一切ないと誓うのなら、同席させようと考えました」

「えぇ～？　いやほら、男の子にそれを求めるのは生理学的に……」

「なんですか、その反応は！　やっぱりあなた！」

「い、いやもちろん僕は誠心誠意、患者さんに向き合うよ。本当、本当！」

「誓って？」

「誓って」

「スライムぅ」

「ごめんってば……」

　コーディが頰をぷくっと膨らませる。意外と根に持つタイプかもしれない。

「まあプライベートはともかく、あなたは患者さんには誠実だとは思いますけど」

　うんうん頷うなずく伊い坂さか。

「とにかく！　次の患者さんは大変デリケートな可能性があります。一応あなたも同席させますが、もし患者さん、および患者さんの家族の方が、どんなに綺き麗れいで、可愛かわいくて、すごい色気を持っていても……色気……」

　と、コーディはなぜか自分の神官服を見下ろす。

　すらりとした大平原が広がっていた。

「い、色気があったとしても！　とにかく！　魔ま法ほう医いの弟子として、断じて、邪よこしまな心に囚とらわれることがないと誓いなさい。いいですね？」

　はい、と素直に返事をする伊い坂さかだったが、その脳内辞書は早くも次の課題を検索し始めていた。デリケートな病とは何だろう。仮に女性特有の病気となれば産婦人科、あるいは乳腺外科？　となると伊い坂さかには分が悪い。

　それに、もう一つ疑問がある。

「ねえ。今回の依頼、どうしてコーディに届いたの？」

「どういう意味です？」

「小さな村に魔ま法ほう医いがいないとか、勇者様みたいに相談しにくい案件なら分かるけど、これだけ大きな街なら常駐の魔ま法ほう医いもいるよね。女性の魔ま法ほう医いも。その人なら定期的に診察もできるし、信頼関係も作りやすいと思うんだけど」

「……確かに、この都市の規模なら女性の魔ま法ほう医いもいるはずですが……たぶん……」

　彼女はすこし考えて、ぽんと手を打った。

「まあ、私が優秀な魔ま法ほう医いだと噂うわさなのでしょうね！」

　そうかなぁ、と考えている間に目的地へと到着した。

　都市に幾つか点在する公園のような広場に設置された、青と白の巨大テントだ。旅芸人『月の一座』公演会場。収容人数およそ千人を誇る、扇状に観客席を広げた本格的なサーカス仕様の移動式テントだった。王国を始め各地で転々と公演を行おこなっているらしい。

「入る前に、イサカ。復唱しなさい。下心厳禁！」

「う、うん。下心厳禁。下心厳禁」

「もちろん、……え、え、……えっちなことも、き、禁止で」

「コーディ、自分で恥ずかしいことを無理に言わなくても」

「うるさいっ！　とにかく魔ま法ほう医いの弟子として紳士的に振る舞いなさい。いいですね？」

　はい、と伊い坂さかは頷うなずいた。彼女に迷惑をかけない意味でも、男として自制心を保ち、治療をしっかり頑張ります！

　と覚悟を決めて一座のテントを潜くぐった伊い坂さかは、実に数秒でうつくしい少女達に目を奪われた。

　──でも許して欲しい。見み惚ほれたのは、コーディも一緒だから。

　流れているのはジプシー風、ロマ音楽というものだろうか。火のつくような情熱的な曲調に、薄紫色に暗くライティングされた舞台で少女達が力強くステップを踏む。アラビア風のハーレムパンツに、薄地の布を纏まとう少女達は皆コーディと同年代だ。薄紅色の化粧を交えた笑顔はどこかエキゾチックな妖よう艶えんさを伴い、伊い坂さか達の前でしなる肢体を輝かせる。

　その舞台中央に一人、ひときわ目立つ少女がいた。金色の瞳が眩まぶしい色白な子だ。彼女だけは素肌を晒さらさず純白の長袖に身を包み、両肩に羽衣をふわりと被せ白鳥のように佇たたずんでいる。曲調が悲哀を含むピアノ調のものへと変化し、彼女が虚こ空くうへ手を伸ばす。取り巻きのダンサー達が、まるで女王を称たたえるように礼をして左右に退き、少女は一人孤独に舞台を歩く。

　そして宙に浮いた。

　バレエシューズの先端が物理的に床から離れ、少女は空中で一礼。天井の照明が遮断され舞台が薄闇に落ちる中、羽衣を纏まとった少女がスケートを滑るように螺ら旋せんを描いて空へと昇る。羽衣から、黄金の粒子が雪のようにふわりと落ちた。光の礫つぶてが弾はじけて消える。羽衣がゆるりと波打ち、舞台をほのかに輝かせる。

「魔ま法ほう医いコーディアリア様、ですか？」

　不意に声がした。伊い坂さかの傍そばに、いつの間にか褐色肌の少女が近寄り不安げに見上げていた。

　そうです、とコーディが応えたとき舞台で悲鳴が上がった。天上の少女がバランスを崩し、空中から危うく着地する。大丈夫かと皆が近寄るその姿を、伊い坂さかは不意に見てしまった。膝を折り、息をつく少女の衣装がめくれ、明らかになった左腕……

　そこには火傷やけど痕のように、赤く痛々しい発ほつ疹しんが張り付いていた。
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　敷しき地ち的にコーディの診療用テントを広げることが難しかったため、伊い坂さか達は一座のスタッフ作業用テントに招かれ三人の女性と対面した。作業用テントは一座の道具保管庫も含むらしく、白黒のマントや羽根帽子などが洋服掛けに並べられている。

　女性の一人はコーディに声をかけた褐色肌の女の子で、名前をトトさん、という。ミニツインテールのちっちゃな少女で、くりっとした瞳が愛らしい。

　二人目は一座の座長様だ。お洒落しやれな黒パイプを口にくわえた妙齢の女性はコーディと挨拶を交わした後、伊い坂さかを不審げに眺めた。

「魔ま法ほう医い様。こちらの男性は？」

「私の弟子です。今回、私と共に治療に参加させる事になりました。大丈夫です、ぜったい変なことはさせませんので！」

「そうですか。ちなみに、料金の程は……」

「もちろん提示額のままです。ご安心ください」

　コーディが宣言し、座長が胸をなで下ろした。伊い坂さかも改めて礼をされ「うちのエースをお願いします」と託される。一座の主はお祭りの準備で忙しいようだった。

　そして最後の一人が、一座のエースにして今回の患者さんだ。身長は元々小柄なコーディよりも低いミニサイズだが、力強い金色の瞳が印象に残る少女だった。顔立ちは北欧系の美人顔で、まさに人形のようにうつくしい。これで陽気な口調で喋しやべられたら逆に困るかも、と勝手なイメージを膨らませている間にコーディが左胸につけた魔ま法ほう医いバッジを提示する。十字の紋章と杖つえの描かれた魔ま法ほう医いの証あかしだ。

「私は王国魔ま法ほう医いコーディアリア・フランツェ。この度は座長様よりお手紙を頂き、治療に伺いました。改めて、お名前を宜よろしいでしょうか？」

「…………」

　コーディの質問に、少女は十五秒ほど間を開けて。

「……………………ん」

　三ミリ程度の会え釈しやくをした、気がした。

「お、お姉ちゃんは口べたなんです！」

　トトさんが元気に補足した。

　というか、お姉ちゃんなんだ。

「お姉ちゃん、名前だって。あ、お姉ちゃんの名前は、テテ、です」

「…………ん」

　姉がテテさん、妹がトトさん。

　彼女の助言にコーディは面めん食くらうが、すぐに微笑を浮かべた。

「お構いなく。喋しやべるのが苦手な方もいます。……分かりました。テテさん、ですね。症状の方は座長様からお伺いしています。肌に邪じや精せいが取り憑ついた、と。拝見しても宜よろしいですか？」

　テテ姉さんは人形のように頷うなずき、長袖をまくり上げた。

　舞台上で見た通り、彼女のおよそ左上腕から左前腕の外側、手背にかけて赤い発ほつ疹しんが火傷やけどのように広がっていた。白い素肌を炎で炙あぶられたような痕跡が痛々しい。

「お姉ちゃんは本番で女神様の代役をするんです！　本番では衣服も外して素肌なんですけど、あのっ」

「ええ。大輪祭までに治療して欲しいと座長様から伺っています。そして、この病の原因は肌に取り憑く火の邪じや精せいだと考えます。症状は皮下の魔力循環異常の場合と、対外的な呪術攻撃の可能性の両方が考えられますので、魔法での治療と並行して原因精査を行うのですが……」

　と、コーディは仕方なさそうに伊い坂さかへ目配せした。

　伊い坂さかはニコニコしている。

「ああもう。聞いてあげますから話しなさい」

「いいの？」

「嫌だと言ったらやめてくれます？」

「やめないけど……」

「なら今の質問は何なんですか！」

　伊い坂さかは「いやぁ」と照れた後、テテさんに「皮膚炎と考えます」と説明を始めた。

　──【皮膚炎】。皮膚表面に出現する病変で、多くの場合は紅あかいぶつぶつや皮膚の変色を伴い、かゆみ等の症状を起こす皮膚疾患である。

　ただし【皮膚炎】はあくまで病の総称に過ぎない。【皮膚炎】は原因によって【接触性皮膚炎】、【アレルギー性皮膚炎】、【薬剤性皮膚炎】、【脂漏性湿しつ疹しん】など様々な種類がある。

　バリエーションの多さは、そのまま皮膚炎の原因やメカニズムの多様性を示しているといって良いだろう。有名どころの一つ【金属アレルギー性皮膚炎】だけでも原因物質はニッケル、クロム、コバルトなど数多く存在し、それ以外にも【アレルギー】による皮膚障害なら化粧品、観葉植物、場合によってはレタスでも海老えびでもこんにゃくでも発症の可能性を持つ。ちなみにゴム製品でも発症する場合があるため、なんとコンドームの着用でも危険性があったりする。まさに多種多様な物質が原因となる厄介な病気といえるだろう！

　コーディはやっぱり呆あきれた。

「イサカ……大根で治る病に、爆発する薬に、ついにはレタスが病の原因ときましたか……」

「レタスアレルギーがあったらの話だよ？　あ、アレルギーっていうのは人間の免疫が過剰に」

「はいはい分かりました。で、あなたの治療方針は？」

「もうちょっと説明聞いて欲しいのになぁ……結果ばかり急ぐのは駄目だよ？」

　ふて腐れつつ説明を続けた。皮膚炎対策のポイントは二つ。一つは原因物質を特定し除去すること。いくら治療を行おこなっても原因物質に触れ続ける限り、この病は再発を繰り返してしまう。

　もう一つは症状そのものの緩和だ。【皮膚炎】は症状により使用する薬が異なるが、よく使われるのはステロイド剤と抗ヒスタミンだろうか。急場でステロイド剤の用意は難しいものの、抗ヒスタミンなら民間療法で便利なものがある。

「例えば、シソ、かな」

　シソ、即すなわち『紫し蘇そ』は古くから毒消し用のハーブとして使われた一品であり、皮膚炎を抑える抗ヒスタミン作用を持つ。そもそも紫し蘇その『蘇そ』という文字は死者を蘇よみがえらせる蘇そ生せいの意味が含まれるという俗説があり、実際に漢方薬にも配合される。さらに強い防腐作用を持つため、刺身の傍そばにシソの葉を添えるのは腐敗防止が元になったという説もあって、何かと便利な……

「イサカ。肌の症状でしたら、そのような面倒なことをしなくても良いと思いますけど？」

　と、コーディが杖つえ先さきをテテさんの左腕に添えた。淡い光が彼女を包み、皮膚発ほつ赤せきをみるみる癒いやしていく。すごいすごい！　と褒めるトトさんに対し、伊い坂さかは呆ぼう然ぜんとしていた。完治まではいかないが、発ほつ疹しん症状の面積がおよそ半分にまで癒いやされたところで魔法を止める。

「一度に完治するのは無理ですが、この程度なら三日あれば何とかなります。にしてもイサカ、今回は妙に面倒な方法を考えるのですね。回復魔法でしたら余計な薬も必要ありませんのに」

「そ。そうだね。うん、まあ」

「……もしかして、あなたの話す〝カガク〟で、これは不可能なのですか？」

　コーディがここぞとばかりに「うふふ」と口元を隠してニヤニヤし始めた。

「もしかして、皮膚の治療に関しては回復魔法の方が上ですか？　あなたより私の方が凄すごいですか？　まあ魔ま法ほう医いなら？　これ位？　できて当然と言いますか、当たり前なんですけれど？　まあ驚かれたというのなら私の魔法が凄すごいということですかね？　ですよね？」
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「うぐ……まあ確かに、魔ま法ほう医い療りようにも凄すごいところはある、かも、ね……」

　ちょっと悔しい。とはいえ、と咳せき払ばらいを挟む。

「コーディ。回復魔法はすごいけど、原因をきちんと調べる必要もあると思う。でないと症状が繰り返すことになる」

「ええ。そこは私も同意見です」

「え。どうしたのコーディ、熱でもあるの？」

「失礼ですね！　私達の常識でも、肌の病は何らかの原因物質との接触や、対外的な呪術によるものが根源にあると記載されているのです。魔法白書に、きちんと！」

「……たまには役に立つんだ、それ」

「たまには、は余計です！」

　彼女はひとしきり怒り、まったくもう、と愚痴る。

「とにかく！　そういう話ですので、テテさん。トトさん。原因物質の特定を行いたいのですが、心当たりはありませんか？　例えば人食い植物の毒素や、魔物の棘とげに触れた、などです」

「…………ん」

「ないです！　……だ、だよね、お姉ちゃん？」

　代返するトトさんだが、今のは自信がなさそうだった。姉と完全に意思疎通できている訳ではなく、ときどき遠慮がちに窺うかがっている。

「では外出先で、風変わりな魔法陣に触れたような話はありません？」

「…………ん」

「お姉ちゃん、いま公演前で毎日ずっと練習してるんです。だから、ずーっとテントにいるんです。なので、おかしな魔法に触ることはないと思います！　……だよね？」

　伊い坂さか達はトトさんから最近のスケジュールを教えて貰もらうことにした。

　テテ姉さんの日常生活は午後遅くに起床して食事ののち練習。続けて夕方公演、夜公演をお披露目する。深夜十一時に公演終了の後、皆と後片付けをしてから大輪祭へ向けた個人練習。夜明け前にお風ふ呂ろと食事を終え、夜明け頃に就寝する。

　疑問に思ったのは伊い坂さかだ。

「あのぉ。一週間ずっと、とは一度も休みなく、ですか？」

　頷うなずくテテさん。肯定。

「お姉ちゃんは一座のトップダンサーで、一座で一人だけいる本物の魔法使いなんです！　すごいんです！　だから毎日練習もあって、ずっとずっと頑張っているんです！」

「そ、そうなんだ。辛つらくない？」

　テテさんは無表情のまま首を横に振った。否定。

「本当に、ずーっと、テントの中で練習漬け？」

　無言で頷うなずく。肯定。

「間違いなく？　練習ばっかりで一歩も外に出ないの、辛つらくない？」

「……ん」

「お姉ちゃん本番で失敗したら大変だから、座長さんと一緒にずっと特訓してます！　寝るとき以外！　一座のエースなんです！」

　トトさんの熱弁に頷うなずくテテさん。コーディが感心して相あい槌づちを打つ。

　一方、伊い坂さかも脳内で医学辞書の再検索を行おこなった。

　昼夜逆転の生活が健康に与える影響はさておき、生活リズムが固定化された中で【皮膚炎】が発症するのは妙な話だ。伊い坂さかは肌の症状範囲から【接触性皮膚炎】の可能性が高いと見ていた。しかし、その皮膚炎を起こす原因を仮に物質Ｘと名付けるなら、テテさんは何らかの手順で物質Ｘに接触したことになる。だが彼女の生活は固定化され、接触の可能性は薄い。

　もう少し情報が必要だ。

「トトさん。一座のみんなは旅をしてるんだよね。この街に来たのはいつ？」

「一ヶ月くらい前です！」

「その間に肌がこうなったのは、今回が初めて？」

「そうです。お姉ちゃん、本番に向けて頑張ってたのに……」

　はうぅ、とトトさんの方が落ち込んでしまった。

　一月同じ生活をしていて、発症が今となると【アレルギー性皮膚炎】の可能性もあるだろうか。例えば【金属アレルギー】の発症時期は、金属装着時期からかなり年月が経たった後というケースが存在する。同じ金属製ピアスを耳につけていて、五年後に発症することもある病気だ。ただし金属を身につけたと考えるには、皮膚症状の範囲が広すぎる気もするが。

　例えば衣服に縫い込まれた金属が影響して、とか？

　どちらにせよ。

　犯人である原因物質Ｘは、この一座の中にある可能性が高い。

　そして犯人はテテ姉さんの左上腕外側から手関節を襲撃している。左上腕に装着している物質はそう多くない。現時点で考えられる、最大の犯人候補は──

「テテさん、トトさん。先程ステージで羽織っていた羽衣ですけど、材質は何ですか？」

　内容によっては決定打だ。解決して治療終了！

　とはいかなかった。

「えっと、えっと！　竜の髭ひげに、水妖精の召し物を合わせたものです！」

「竜？　水妖精？　……他には？」

「…………ん。ん」

「え？　あ、そうだね、お姉ちゃん。えっと、左腕にはミスリル製の腕輪と、幻惑蝶ちようの鱗りん粉ぷんを混ぜた精油の化粧水と、賢者の遺灰に塩をまぶして漬けた舞台用の粉ふん塵じん、あと竜石の香水に、衣装には大白鳥の羽の縫い物と、あとあと」

「ミスリル……幻惑蝶ちよう……竜の石……？」

「はい！　うちの一座は、魔法公演の一座ですから！」

　しまった、と思った。

　理論上、魔法の道具でも【皮膚炎】は発症する可能性はある。何せレタスでもアレルギー次第で起きる病気なので【魔獣キマイラの石化ブレス皮膚炎】や【伝説の邪竜の糞ふんアレルギー】があってもおかしくない。が、相手が魔法具となると……

「それはそれで、うーん」

　今回はコーディと協力して魔法具について調べる必要があるかもしれない。そう悩んだ伊い坂さかは、ふと先程からコーディが沈黙していることに気がついた。彼女は親指を口元に当て、酷ひどく考え込んでいるように見えた。

「コーディ、どうかしたの？」

「え？　あ、いえ。なんでもありません……」

　最初は否定した彼女だったが、すぐに伊い坂さかの袖を摑つかむ。

「少し、いいですか？　イサカ」

　腕を引かれて外に出た。

　夕日も沈み、暗闇が覆い始めた野外でコーディは伊い坂さかに耳打ちした。

「肌の邪精の原因を探す、その方針に異論はありません。ですが実際、どう思います？　テテさんの活動範囲はとても限定的で、原因が身近にあるとは考えにくいのですが」

「うん。僕もそう思う」

　彼女に外出経験があれば可能性も広がるのだけど……と答えると、コーディは珍しく目をそらし、遠慮がちに金髪を弄いじって続きを口にした。

「私は。実は少しだけ、外敵呪術の可能性もあると踏んでいます」

「外敵呪術？　ごめん、コーディ、僕の知識にはそもそも魔法は……」

　が、不意に理解した。

　外敵呪術、つまり自然現象ではなく、誰かの差し金による病気……？

　──【毒】。一般的に【毒】は口に含むイメージが強いが、皮膚にダメージを与える物質も当然存在する。今回の症状が仮に【接触性皮膚炎】だとすれば原因物質Ｘ、例えば【漆うるし】や【イラクサ】等などの皮膚炎を起こす刺激性物質を衣服や金属の腕輪に仕込むことで、同様の症状を起こすことが可能になる。

　そしてテテさんは、一座のトップダンサーでもある……

　コーディの双そう眸ぼうが、切れ味を増した。

「私は正直、人を疑うのが苦手です。ですが可能性としては考えなさい、という話を魔ま法ほう医いの学舎で聞いたことがあります。その類の呪いを施す錬れん金きん術じゆつや違法な物質がある、とも」

　それ以上は言わずとも理解できた。

　つまりコーディは、何者かが彼女の衣服や肌に、呪術を。

　〝カガク〟に例えるなら【毒】が仕込まれた可能性を、ほんの少しだけ疑っている。
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　一晩明けた翌日。ある種の覚悟を決めて治療に挑もうとした伊い坂さかは、何故なぜか朝からパタパタと走り回るコーディの背中を眺めていた。

「ああもう、まったく！　これは私の仕事ではありません！」という愚痴と一緒に。

　正式な調査は今朝から開始されたが、コーディは早くも予想外の問題にぶつかった。伊い坂さかにはよく分からないが、一座の扱う魔法具の管理が杜ず撰さんだと判明したのだ。魔法具は普段トトさんが管理していたが、彼女は魔法使いでもなく専門の勉強もしていない。そのため魔法具の調整ミスで皮膚炎になった可能性があるとコーディが言いだし、今日は一座の倉庫にて独自調査をする必要が生じたという。で、彼女は伊い坂さかを放り出して倉庫に引き籠もってしまった。

　魔ま法ほう医いって大変だなぁ、と思う。

　その魔法具の管理が杜ず撰さんな理由を座長に尋ねたところ、意外な答えが明らかになった。

　魔法に精通した管理者がいないのは、無い袖が振れないからだという。

　一見華やかな『月の一座』だが、その内情は嵩かさ張ばる魔法具代により経営難に陥っていた。一座が大輪祭での公演を行うのも、公演による収入と今後への宣伝効果を期待してのこと。今回のイベントが成功すれば大きな実入りが期待される一方、失敗は一座の破産にまで繫つながる。その瀬せ戸と際ぎわに主役であるテテさんに皮膚炎が起き、あわやという事態に発展していた──

　という説明を伊い坂さかはコーディと別れた後、麗うるわしい黒髪の女性から丁寧に受けていた。

「申し訳ありません、魔ま法ほう医い様。管理が杜ず撰さんな件は、どうか見逃して頂けないかと……」

　和装美人という言葉が似合う女性である。白と赤を交えた袖長の巫女みこ風衣装に、ストレートの黒髪。切りそろえられた前髪と柔和な瞳が、伊い坂さかを見つめて優しく微笑ほほえんでいる。

「……えっと。トトさん。こちらの女性は？」

「一座のカスミお姉ちゃんです！　買い物、手伝って貰もらうことになりました！」

　元気なトトさん。確かに伊い坂さかは、魔法具調査の手伝いをお願いしたが……

　というか、また『お姉ちゃん』とは？

　姉のように慕っている人という意味だろうか。

「えっと。今日はよろしくお願いします。すいません、手伝って貰もらって」

「私はただの荷物持ち……遠慮なさらず。さあ、参りましょう……？」

　カスミさんはうつくしい水仙のように微笑ほほえみ、するすると伊い坂さかに腕を絡からめてきた。服越しにふくよかな感触が伝わる。お餅のように柔らかい。ごくりと唾をのみ、脳内で「下心厳禁」と警告を繰り返す。

　でも伊い坂さかから手を出した訳でもないし、まあ一座の面々は女性ばかりだと聞いたので、こういう事態はある、と思う。

「魔ま法ほう医い様。どうか……なされましたか？」

「え、いやあのっ。カスミさんは、踊り子さんですか？　とても美人ですけど」

「お褒め頂きありがとうございます。……でも私は、違います。踊り子の方々は皆、夕方からの活動です。……私はどうも、動きがどんくさいようでして……」

　どうやら第一線級のダンサー達はテテさんに近い夕方からの生活リズムで、カスミさんのような雑用係は朝から昼の活動が多いらしい。会話をしながら彼女はさらに腕を絡からめて密着する。伊い坂さかの顔が熱を帯びた。これはまずい、なにか別の話題を探さないと。

「そ、そういえばテテさんって、どんな人なんですか？　昨日はあまり話せなくて、僕も性格がよく分からなくて」

「彼女は……ごめんなさい。私も、あまり喋しやべらないので……」

　カスミさんが曖昧にはにかみ、トトさんに目配せする。

「う、うん。お姉ちゃんは、ちょっと分かんないところ多い……けど凄すごいお姉ちゃんです！」

「トトさんはお姉ちゃんと仲良しだよね？」

　うぐっ、とトトさんが声に詰まった。

「ホントは……よく、わかんないです」

「そうなの？」

「お姉ちゃん、普段あんまり喋しやべらないから……たぶん、こうだろうなと思って、私が横から喋しやべる時もあるんですけど、けっこう違うときもあって……ううっ」

　テテさんは一座のエースではあるが、口数少ない謎の人物でもあるらしい。確かにあの美人顔で沈黙されたら会話は難しい。トトさんとは性格も異なるし、肌の色も違う。

　ふと疑問が湧いた。【遺伝】的に考えれば、姉妹で肌色が違うことに問題はない。ただカスミさんは和風美人で、妹のトトさんは異国情緒溢あふれる褐色肌の女の子、そこに姉のテテさんが色白な北欧系の美人顔というのは気になる。

「あの。立ち入った話ですけど、カスミさんと、テテさんとトトさんは大家族の姉妹なんですか？　皆さん随分と出身が違うような気がして。もしくは父親か母親が違うとか」

「……いいえ、魔ま法ほう医い様。私達は……元々みな、孤児なのです……」

　今度は伊い坂さかが言葉に詰まった。

　トトさんが元気に続ける。

「一座のみんなは座長さんが旅の途中で拾ってくれた子供なんです！　私も、お姉ちゃんも！　だからお金が足りなくて、みんな一生懸命に頑張ってるんです！　それでそれで、お姉ちゃんは一座の稼ぎ頭なんです！　だからみんなで応援するんです！」

「……ちなみに、トトさんは個人的に、テテさんをお姉様と慕っていて……トトさんを一座に誘ったのは、テテさんなので……」

　トトさんはある日、スラム街で迷子になっていたテテさんと偶然出会い、パンをご馳ち走そうして道案内をした（と簡単に説明したが、スラム街での迷子は暴漢や誘拐犯に襲われる可能性もあり大変危険らしい。テテさんは運良く助けられたのだ）。

　で、テテさんがお礼にトトさんを「一座に入れて」と座長にお願いした。貧困街の片隅で育ったトトさんには驚天動地の出来事だったが、お陰で生活は一変し、今は感謝しているという。

「だから本当にお礼したいのは私なんです！　一座のみんなにも、お姉ちゃんにも……お願いします、お姉ちゃんを治してください！　みんなの希望なんです！」

　伊い坂さかはトトさんに力一杯、手を握られた。元気な女の子の、愛らしい手だった。

　反対側から、カスミさんもすり寄ってくる。

「魔ま法ほう医い様。私からも、お願いします。私も一座の皆様には恩がありますし、テテさん一人に主役を任せきりという負い目もあります。一座の方々は皆、同じことを思っているはず……」

　少女達の、花のような香水の香りがする。もちろん頷うなずく。うんうん頷うなずく。

「……お顔が、赤いようですが……？」

「な、なんでもありません！」

　下心厳禁。もう一度、心の中で呟つぶやいた。







　そんな伊い坂さかが訪れたのは彼女達ご用よう達たしの魔法具店だ。さすがの伊い坂さかも魔法相手では分が悪い。そこでトトさん達の日常的な買い物ついでに、彼女達がよく行く魔法具店への取材を試みた。

　【アレルギー性皮膚炎】の原因を調べる方法の一つに【パッチテスト】という手法がある。これはアレルギー源となる物質を直接肌に貼り付けて反応を見る方法だが、このテストを実施するには原材料が必要だ。そのため魔法具の材料や成分を知る必要がある。

　トトさんに案内されたのは頑強な煉れん瓦が造りの店だった。入口の看板にはゴシック調の文字で『ロニア魔法具店』と描かれ、看板の下には店のロゴを示す黒くろ薔ば薇らに加え『日の出から昼過ぎまで営業』と開店時間が描かれている。ずいぶん閉まるのが早い店だと思った。

　店内は若干日当たりが悪いが、魔法具の保管状態を考えてのことかもしれない。老舗しにせの魔法具屋という印象ながら一座以外にも人気は高いらしく、とくに銀製アクセサリの評判が良いため開店三十分で完売することもあるという。

　商品棚の説明はトトさんがしてくれた。

「よく使うのはコレです！　幻惑蝶ちようの鱗りん粉ぷん。これに普段はオレンジの精油を合わせて、お化粧と演出用にお肌に使うんです。そうするとキラキラ輝くんです！」

　幻惑蝶ちようの鱗りん粉ぷんというが、実物は蝶ちようの羽を細かに削った粉末らしい。幻惑蝶ちようにも色合いがあり、赤・青・黄・紫と色違いの小瓶が並べられている。副作用の報告はない。

　次に説明されたのは賢者の遺灰だ。一見ただの灰だが、瓶から零こぼすと重力に反して浮遊した。空中演舞の際、空から金の粒子を振りまく時に使う演出用の品らしい。さわり心地は普通の灰と同じ、ふわふわとした粉末だが……

「トトさん。これ、もしかして本物の人間を火葬した灰なの？」

「いえ！　魔法がかかった灰をそれっぽく呼んでるだけだそうです！　豪華そうですし！」

　つまり内容的には普通の灰と変わらないらしい。ちなみに幻惑蝶ちようの粉も、賢者の遺灰も、毎回一座のメインダンサーのみが使用するという。

　伊い坂さかは頭を抱えつつ、もう少し理解できそうな物を探す。『身体を綺き麗れいに』というキャッチフレーズを見つけたので石せつ鹼けんかと喜んだら魔法の聖水と書かれていた。浄化作用を持つ薬品だという。蓋を開くと僅わずかにアルコール臭がした。殺菌作用を持つ魔法具かもしれない。

　そんな中、ようやく理解できるものを発見した。精油である。先日のグリセリン作成でも石せつ鹼けん作成時に油を使用したが、ロニア魔法具店は精油も豊富に取り扱っていた。安価なレモンやグレープフルーツに始まり、高価な薔薇ばらやラベンダーもある。これなら理解できると思い手に取ると、意外な発見があった。精油の値段だ。賢者の遺灰より、薔薇ばらの精油の方が高価なのだ。

「魔ま法ほう医い様、知らないんですか？　魔法具のお値段！」

　トトさんがピースして教えてくれた。

「魔法具の値段は、原材料のお値段に、魔力の値段を足したものなんです！」

「魔力の値段って？」

「たとえば空中に浮くのは、浮遊魔法のお値段。輝くのは光の魔法のお値段がかかるんです。そこに原材料のお値段を足すので、材料が安いとその分安いんです。その中で一番安いのを選ぶのが、私のお仕事です！」

　びしっ、と敬礼するトトさん。どうやら値段の根拠は原材料＋魔法パワーらしい。

　例えば賢者の遺灰は『灰』＋『コーディが使うような重力魔法の労働力』ということだ。要は実物に、使用する魔法ごとの手間賃を加えた値段だろう。魔法の相場は不明だが『灰』自体は高価な物ではなく、そこに浮遊魔法の労力を足してもなお薔薇ばらの精油の原料代金が上回る。

　そういえば精油は、原材料からの採油量が少ないほど値段が高騰すると聞いたことがあった。オレンジ等は皮から取れるため格安だが、薔薇ばらは一本から取れる精油量が極端に少ないため値段が高くなる。この辺は現代と同様らしい。

　……ということは。

　魔法と原材料の値段が別なら幻惑蝶ちようでも灰でも、材質自体は現実にある物が基準だろうか？

「魔ま法ほう医い様。……原材料の話は、そんなに大切なのですか……？」

「……ええ。とても、重要です」

　カスミさんの質問に、伊い坂さかは説明に使える例がないかと店内を見渡す。店のカウンター棚に、銀のネックレスを見つけた。先端に涙を象かたどったペンダントだ。

「例えばこのネックレスは銀製です。銀は、金属アレルギーを起こしにくい金属です。金属アレルギーという病気は人間の汗で金属が溶けてイオン化し、それが肌に吸収されてアレルギー反応を起こすものです。なので、もしアレルギーに困っているなら、アクセサリの素材を銀やチタンみたいにイオン化しにくい物質に変えることで防止が……」

　二人はぽかんと口を開けていた。

「と、とにかく魔法具でも原材料が変われば、身体への影響が変わります。逆にいうと魔法の道具でも材料次第では皮膚が荒れる原因になる、ということでして」

　カスミさんは素直に感心したが、トトさんはむむぅと眉間に皺しわを寄せた。

「魔ま法ほう医い様！　金属によって、肌が病気になったりするんですか？」

「まあ、そういう例もある、という感じかな。調べてみないと分からないけど」

「し、しつもん、です！」

　トトさんが手を挙げ、先程の涙型ネックレスを示す。実はそれが店内で一番の目玉商品だと気がついた。トトさんが言うには「売れ残りは珍しい」らしい。涙をモチーフにした首飾りを飾るケースには、店の看板と同じ黒くろ薔ば薇らの刻印が刻まれている。

「私、お姉ちゃんにプレゼントを買おうと思うんです！　誕生日の！　公演の日が誕生日だから、ちゃんと成功したらお給料もらって次の日に買うんです！　頑張ってるお姉ちゃんに！　……でも、これで病気になったりします？」

　ふむ、と伊い坂さかは銀細工を間近で観察した。原材料はやはり銀と推測される。

「いま話したけど、銀なら大丈夫だと思う。銀はチタンの次くらいに金属アレルギーになりにくい素材だからね。でも念のため、あとで検査してみようか」

「いいんですか？」

「うん。どっちにしろ、アレルギーを確認する【パッチテスト】をしようと思ってたから」

　伊い坂さかの返事に、やったぁ！　とトトさんが大喜びし、カスミさんと手を合わせて大はしゃぎ。

「トトさんは、お姉さんが大好きなんだね」

「はい！　お姉ちゃんは頑張り屋で、すごいんです！」

　拳を握って自慢するトトさん。それをカスミさんが和やかに見つめて呟つぶやいた。

「……まあ、誕生日と言いましても、……テテさんもトトさんも、本当の誕生日は分からないのですけどね」

「そうなんですか？」

「はい。ですので、テテさんと、トトさんの誕生日は……実はトトさんが一座に来た日。同じ日にしてしまおうと、みんなで決めたのです。座長様と相談して」

　境遇の異なる二人が、同じ誕生日。本当に姉妹みたいだ。

　カスミさんは、ふふっ、と微笑ほほえみ、伊い坂さかに内緒の話を教えてくれた。

　実は二人へのプレゼントを、カスミさんもこっそり用意しているのだという。

　心温まるお話だなと思った。
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　皮膚炎の原因を特定する手法で有名なのは、先程も頭を過よぎった【パッチテスト】だろう。

　仕組みは単純で、要は原因になりそうな物質Ｘをシール化し、患者さんの背中に貼り付けて反応を見る。その物質Ｘによる発ほつ赤せきがあれば原因を特定できる仕組みだ。

　ただし物質Ｘを自己流でシール化するのは難しい。物資Ｘの量が少なすぎると偽陰性、つまり実際はアレルギーがあるにもかかわらず少量すぎて反応しない事例が起きてしまう。逆も然りで、多すぎると偽陽性、アレルギーではないのに過剰な物質付与により皮膚がやられて赤くなる例もある。今回は幻惑蝶ちようの鱗りん粉ぷんなど、現代に存在しない物質もあるため成功の保証はない。

　とはいえ賢者の遺灰は浮遊しても灰であり、原材料は同じもの。伊い坂さかの記憶にある【接触性皮膚炎】ガイドラインに示された原材料濃度に近似させて作成を試みる。

　作業は一座の作業用テントを借りることにした。普段トトさんが使用している魔法具調合用のテーブルだ。彼女のメモや金属製のピンセット、虫眼鏡や天てん秤びんが綺き麗れいに整理整頓されている。

　まず腰の巾着からシャーレを出した。伊い坂さかの学生鞄かばんは先日、大だい怪かい鳥ちよう相手に名誉の爆死を迎えたのでコーディに魔法の巾着を新調してもらった。テントと同じ四次元ポケット仕様のものだ。シャーレ等などの化学実験用具は、リアさんにニトログリセリンの調合方法および伊い坂さかの持つ免疫学の教科書との交換で拝借した。

　シール作成に取りかかる。まず魔法具店で頂いたクズ銀と、ミスリル製だという腕輪の端をやすりで削って微小粉末を採取する。シールに使う粘着テープは市販の魔法具で代用し、幻惑蝶ちようの粉末はトトさんの虫眼鏡とピンセットで準備。踊り子用の衣装生地は、切れ端を直接シールに貼り付けて、あとは……

　と、伊い坂さかがピンセット片手に虫眼鏡を覗のぞいた時、背中から視線を感じた。

　振り返ると、じ～っ、とトトさんが伊い坂さかを見ていた。

　目がキラキラ輝いている。

「……あの。なにか」

「いえっ！　なんでもっ！」

　慌てた彼女だったが、すぐに遊び盛りの猫みたいにうずうずし始めた。

「お手伝いしても、いいですか？　私もなにかやりたいんです！」

「あ、うん。いいけど……できる？」

「はい！　資格はありませんけど魔法具は扱ってます！　魔法の道具は、分量を間違えると危険だから、絶対間違わないようにしてるんです！」

　と、彼女は布の帽子で自分の髪を隠した。髪の毛が実験室内に落ちないための処置だ。トトさんは伊い坂さかがまとめた分量メモを確認して「ふむふむ」と慣れた手つきでピンセットを摑つかみ、天てん秤びんで測定を始めた。コーディは管理が杜ず撰さんと嘆いていたが、手慣れている。

　というか。

「僕のやってること、分かるの？」

「はい！　なんとなくですけど！」

　なんとまあ、と伊い坂さかが感心した時、机の傍そばにそっと木製カップが添えられた。温かいお茶を差し出してくれたカスミさんは、伊い坂さかを労ねぎらうように会え釈しやくをした。

「魔ま法ほう医い様、他にお手伝いできること……ございませんか？」

　驚く伊い坂さかの元に、さらに雑用係らしい七歳児くらいの女子が顔を覗のぞかせ「なにか手伝い、ありませんか！」と健けな気げに尋ねてくる。

　その声を聞いた伊い坂さかは、というと……

「……なんか、ありがとう」

　気持ちがほっこりしてしまった。

　嬉うれしかったのだ。

　異世界に来て日は浅いが、度々「魔法以外の怪しい行為はダメ！」と怒られた。〝カガク〟は違法医療でイカサマだ、に始まり食事制限なども当初はまったく信じて貰もらえず、コーディは現代医療を多少認めつつあるものの相変わらず辛口だ。例外はリアさんやドクなど、ごく少数。

　なのに一座の皆さんは、最初から協力してくれる。それが有あり難がたいのだ。

「ありがとう、みんな手伝ってくれて。……でも大丈夫。あとは僕一人でできるから」

　伊い坂さかは感謝しつつも、慣れてない人の助力は断った。気持ちは嬉うれしいが、分量調整を誤ると大変だ。彼女達の期待に応えるためにも、テストには正確性を取りたい。

　丁寧に頭を下げてお断りし、パッチテストのシール作成を続けようとした。

　その伊い坂さかに、カスミさんが優しく続ける。

「では、魔ま法ほう医い様。私達にお手伝いはできませんが、準備が終わりましたら……もし宜よろしければ私達と、お食事でも」

「え」

「せっかくの出会いの……親好の、証あかしに」

　彼女がそっと、酒を注ぐ仕草をみせた。
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　夜も更ふけ、気がつくと伊い坂さかはさらに可愛かわいい女の子達に囲まれていた。

　一座の共用食堂に即席で儲もうけられた宴会場は、藁わら座ざ布ぶ団とんを並べて床にシートを敷いた簡素なものだ。しかし伊い坂さかの注目点はそこではなく、一座の女の子達がじつに可愛かわいくてうつくしいことだった。伊い坂さかには王様席のような座椅子まで用意され、香辛料のふんだんに利きいたエスニック風料理が並べられている。もちろんメンバーにはカスミさんやトトさんもいる。唯一、テテさんの姿はない。彼女は今も練習中だ。

　食堂として使われているテント内は、ほのかに薄暗い……

　伊い坂さかの左隣に、また別の女性が腰掛けた。背の高い彼女がジョッキを抱え「乾杯！」と挨拶を交わす。トトさんと同じ褐色肌に、灼しやく熱ねつ色の赤髪をポニーテールでまとめた姉御肌の女性だ。薄すぎる布地と熟したメロンのような膨らみが目を引く。こちらの視線に気付いた彼女がウィンクを飛ばしたので、伊い坂さかは誤魔化すように葡ぶ萄どう酒しゆに口をつけた。つい、むせる。今まで飲んだ、どんな酒よりも濃厚だった。

「魔ま法ほう医い様……緊張なされてますか……？」

　右隣は和装美人のカスミさん。薄いライトのお陰か一段と艶なまめかしく、伊い坂さかは「いや、あの」と全身から汗が吹き出した。下心厳禁。唇が震え、料理に手を伸ばして、またむせる。

「す、すいません。あのっ……僕、こ、ここまでされると、えと」

　あたふたする伊い坂さかにカスミさんが微笑を浮かべ、身体を密着させてきた。反対側の、赤髪の女性が豪快に笑う。姉御肌の彼女は名前をヒータさんといい、文字通り火のつく勢いでジョッキを傾け、伊い坂さかに八重歯を見せて笑った。

「魔ま法ほう医い様。もしかして迷惑だったかい？」

「そそ、そんなことないです。はい、ご馳ち走そうまで頂いて……」

　本心だ。ただ性分のせいか、恐縮してしまう。と、

「……やはり、金髪の魔ま法ほう医い様が恋しいのでしょうか……？」

「え!?」

「あ、もしかして彼女さんだった？　アタシら悪いことしたかい？」

「か、彼女は単なるパートナーと言いますか、僕はただの弟子と言いますか」

　そう、コーディは単なる相棒。そのはずである。

　大だい怪かい鳥ちようとの戦いの後、伊い坂さかの中にすこし不思議な感触は残ったけれど……

　酒と料理で頭がくらくらした。香辛料たっぷりの料理、濃厚な酒が伊い坂さかの胃を満たしていく。下心厳禁。理解はしていた。だが麗うるわしい女性に挟まれ、ご馳ち走そうされ、無心になれる程に伊い坂さかは達観していなかった。

「す、すいません、何だか気を遣わせてしまって。本当に！」

　邪よこしまな意識を追い出そうと葡ぶ萄どう酒しゆのジョッキを摑つかむ。勢いよく喉に流し込み、しまった、またむせると嚥えん下げ反射を警戒する。

　が、予想した刺激はなかった。ジョッキの中身が随分と薄い。大量の水を混合した、カルピスウォーターのように。

「ああ、魔ま法ほう医い様のお酒はこっちだよ？　アタシの飲んでどうするのさ！」

　ヒータさんがひょいとジョッキを取り替える。慌てて間違えたらしい。

　──それで、違和感に気がついた。

「あのっ。えっと……？」

　他の女の子達のジョッキを窺うかがう。伊い坂さかのように濃厚な葡ぶ萄どう酒しゆではない。よく観察すれば、スパイスの利きいた豪勢な料理も伊い坂さかのテーブルにだけ並べられ、他は簡素な野菜炒いためや豆料理ばかりだ。伊い坂さか専用の王様席。魔ま法ほう医い様だけの酒。お手伝いしてくれる、友好的な一座の皆さん。

　魔ま法ほう医い様は凄すごいですね。さすがですね。女の子達が褒めそやす。

　……？

「どうかしたかい？　魔ま法ほう医い様」

「いえ……」

　ふと酔いが醒さめた。冷静になった途端、見えなかったものが見えた。

　そして気付く。

　……というより、何で今まで気付かなかったのだろうか。

「あのぉ。カスミさん。ヒータさん」

　伊い坂さかは葡ぶ萄どう酒しゆを床に置いた。

　何となく衆目を浴びている気配を感じながら、続ける。

「僕、もしかしなくても。皆さんに……接待を受けてます、よね」

　二人の女性が、大きな瞳をぱちくりさせたのが見えた。

　──【袖の下】。時代を問わず、医学界に伝わる悪習である。

　手術を目前に控えた病室で、お医者様は患者さんのご家族に呼び止められる。先生、どうか私の家族を助けてください。これは私の「お気持ち」です。差し出された重おも石しのような封筒を、お医者様はにこりと笑い、白衣の袖にそっとしまう。

　とうに廃れた風習だと侮あなどってはいけない。現代日本でも袖の下には五十万から百万円という大雑把な相場が存在し、また手術内容によって変動するとも聞く。医師の間で「うちの病院は平均○○万円」「うちは××万円でケチくさい」なんていう日常会話もある、らしい。

　その風習は異世界にもあるだろう。

　だが一座は極度の財政難であり、包むほどの資金を準備するのは難しい。

　その代用として、うつくしい彼女達が用意したのは……？

「もしかして、お気に召さなかったかい？」

　ヒータさんの言葉で、推測が正しかったことを確認した。

　……彼女達がどこまで意識したかは不明だ。けど。

　伊い坂さかは席を立った。

「えっと。お気に召す、召さない、ではなくて。僕はそういうのは、受け取ってはいけないと思います。逆に金銭にしろ接待にしろ受けてしまうのは、治療に悪影響を与えるかな、と」

　賄賂の取得は患者さんに優劣を、差別をしてしまうことに繫つながる。

　医学への純粋な目を曇らせる。

　伊い坂さかは、医療の優先順位は患者さんの重篤度によってのみ決定すべきだと考えていた。人の命に貴き賤せんなし。正規の報酬はコーディが提示しており、それ以上も以下もない。

　食堂に静寂が落ちた。

　ある少女はジョッキを抱えたまま伊い坂さかを気まずく窺うかがい、別の女性は野菜炒いための皿を手にしたまま戸惑っていた。トトさんは若干、青ざめてすらいた。

「すいません、雰囲気を悪くしてしまって。でも、僕には気を遣わなくて大丈夫です。治療にはもちろん手を抜きません。全力を尽くします。それと……今日は、食事に招待してくれて、嬉うれしかったです。ありがとう。……でも。僕は、今日は帰ります」

　伊い坂さかは謝罪の意味も込めて頭を下げ、食堂を後にしようとした。

　その袖を、不意に引かれる。

　トトさんが、震える手で伊い坂さかを摑つかんでいた。

「ま、魔ま法ほう医い様、違うんです！　ただ本当に、お姉ちゃんを治して欲しくて！　それだけなんです！　それだけで……私、それでカスミお姉ちゃんにも、みんなにもお願いして！」

　ごめんなさい。ごめんなさい。彼女は伊い坂さかの手を握り、懇願するように泣き付いてきた。

　伊い坂さかは小さく微笑ほほえみ、彼女の頭を撫なでてあげる。

「トトさん。僕は接待は要らないよと話しただけで、治療はちゃんと頑張るよ。もちろん、手を抜いたりもしない。ごめんね、怒ったように聞こえた？　……けど、接待を勝手に受けたら、僕はコーディに会わせる顔がない」

「でもでも！　魔ま法ほう医い様を怒らせたら、治療を断られるから絶対ダメだって」

「いやそんなことないよ？　ていうかどんな理由でも途中で治療放棄したらダメだよ、普通」

「でも、この前それで大変なことになって」

「この前？」

「あぅ……」

　伊い坂さかの質問にトトさんは俯うつむき、ヒータさんが溜ため息いきをついた。

「まあ、ちょいと嫌な事件があってねぇ」

　彼女は水のようなジョッキを傾け、曖昧に笑いながら教えてくれた。

　伊い坂さかが疑問を感じた『どうしてコーディに依頼が来たか？』その理由を。




　テテさんの治療は当初、やはり都市在住の魔ま法ほう医いに依頼された。一座のエースである彼女の治療だ、座長も金を渋る訳にはいかないと都市一番の魔ま法ほう医い（男）に声をかけた。

　ところが都市随一と名高い魔ま法ほう医いは、いざ治療となれば契約金以上の【袖の下】を請求した。払えないなら別のものでもいいぞ、といやらしい目で一座の面々を見渡したという。

　返事はテテさんの強烈な横ビンタであった。




「お姉ちゃん凄すごかったんです。目をこんなにして！　みんなには手出しさせない、って！」

　トトさんが指で目尻をつり上げ、がお～、と鬼の顔をする。

　なるほどと感心した伊い坂さかだが都市一番の魔ま法ほう医いを怒らせた代償は大きく、またその男が無駄に偉いものだから他の魔ま法ほう医い達は萎縮してしまい、誰も治療を引き受けなくなった。そこで白羽の矢が立ったのが、旅の魔ま法ほう医いコーディアリアである。

「じゃあコーディが来たのは、都市の外の人で、事情を知らないから？」

「はい！　それに女の人で安心ですし、王国の凄すごい魔ま法ほう医い様ですし、あと安かったんです！」

　ちなみにコーディの治報報酬は相場に比べて破格なほどに安いという。

　座長も頼みの綱としてコーディに依頼を送り、彼女はそれを引き受けた。

　が、いざ迎えてみると予定にない男性魔ま法ほう医いが一緒にいるではないか。

　伊い坂さかが来たのは偶然だが、一座の皆は考えた。次に治療を拒否されては公演が頓とん挫ざする。失敗は許されない。かといって男の魔ま法ほう医いが妙な下心を出せば、正義感の強いテテさんは再び強烈な張り手をするだろう。

　であれば、男の魔ま法ほう医いを他の子があらかじめ籠ろう絡らくし【袖の下】を融通するしかない。

「じゃあ、テテさんが喋しやべらなかったのは、余計な話をして僕を怒らせないように……」

「あれはお姉ちゃんの素すの性格です！　……お、お姉ちゃんがよく分からないのは、ごめんなさい……」

　そうなんだ。でも……テテさんも、その胸の中は、きっと。

　ヒータさんが会話を引き継いだ。

「あの子は。テテは口数少ないけど、アタシ達のエースで仲間だ。あの子も責任を感じて、いまは絶対失敗がないよう毎日練習してる。一日中テントに籠もってね。だから、あの子のためにも治療は必要だった。そこで、トトが中心になって相談して、なにができるかな、って」

「じゃあ、カスミさんがお手伝いしてくれたのも……」

「んー、おっぱいが一番大きいから？」

　まぁ、とカスミさんが照れた。身も蓋もない話だ。

　だが事情が分かった以上、伊い坂さかも彼女達に応える必要がある。

「えっと。トトさん。皆さん。……僕達の世界では、こういった接待を、袖の下、と言うんですけど。どうして袖の下があると思いますか」

「え？　魔ま法ほう医い様が得をするからだろ？」

「それもあります。でも、もう一つ。医者に対する、患者さんの不信という理由もあるんです」

　実は【袖の下】には二種類ある。医者から要求する場合と、患者さんが積極的に渡す場合だ。

　医者の側からは論外だが、患者さんが【袖の下】を渡す理由の裏には、その医者を信頼していないという説がある。

　どんな医者でも、金を貰もらった患者さんを無む碍げにはできない。手心を加えるだろう。

　逆にいえば、手心をつけなければ「この医者は自分を蔑ないがしろにする」と疑われている。

　つまり伊い坂さかは、彼女達の信任を得ていない。

　当然だろう。……彼女達は一度、浅ましい魔ま法ほう医いに騙だまされているのだから。

　不信感を、払ふつ拭しよくしなければ。

「トトさん。皆さん。さっきは、すいませんでした。ちょっと口調が強くなってしまって。……これは僕達、医療従事者側の責任でもあります。前の魔ま法ほう医いが皆さんの信頼を傷つけてしまったせいで、……気を遣わせてしまって。でも、どんな時でも僕は必ず全力を尽くします。お金や立場の問題ではありません。僕はただ、一人でも元気になる人がいてくれたら嬉うれしい。それだけですし、僕の相棒も同じ気持ちだと思います」

　これはコーディの沽こ券けんにも関わる問題だ。彼女は医者として申し分ない性分を持つ。体面上とはいえ魔ま法ほう医いの弟子である伊い坂さかが、彼女への不信感を募らせる訳にはいかない。

　伊い坂さかの言葉はそれなりの驚きを一座の面々に与えたらしい。トトさんが目を丸くし、ヒータさんが微笑ほほえみ、カスミさんは頰を薄く染めていた。

　しかし……宴会場で話す内容にしては重すぎた。言葉が続かず、みんな固まっていた。

「あ。えっと。……僕の話はもうおしまいで」

　そこに食堂の入口がどかんと開いた。

　遅れて到着したのは本物の魔ま法ほう医いコーディアリアである。彼女は両肩で息をし、土方仕事を終えた職人のように汗だくで、金髪に蜘蛛くもの巣すまで引っかかっていた。

「やーっと終わったわ！　ああもう、魔法具ちょっと多すぎて……魔法使える人がいないから一人でやるしかな……」

　と愚痴る彼女が目撃したのは麗うるわしい女性達を前に、自前の演説をする伊い坂さかである。

　足下には濃厚な葡ぶ萄どう酒しゆ。両手に可愛かわいい女の子を添えて、まさに両手に薔薇ばらの花。

　悪お寒かんがした。

　コーディはほんの一瞬、能面のような顔をする。

　それから、笑った。

　伊い坂さかが人生で今まで見たことのない笑顔だった。
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「……イサカ？」

「は、はいっ。いや、これはその」

「……私が一生懸命仕事してるのに、あんた何してんだああああっ！」

「おぼぉっ!?」

　彼女が抜刀術のごとき神速で杖つえを抜く。

　伊い坂さかは風の魔法で王様座椅子と一緒にでんぐり返って見事に潰れた。

「ち、違うよコーディ、僕はちょっと皆さんとご飯を」

「女の人に囲まれて？　偉そうな椅子でお酌されて？　それで普通の食事がありますか！　どう考えてもおかしいでしょう!?」

「はいその通りです、普通分かりますよね、というか今回は本当に言い訳できないです！」

「下心厳禁と、あれだけ、話して！　あなたも本棚に挟んであげましょうか物理的に！　このっ、この変態！」

　伊い坂さかはげしげし足で蹴飛ばされ、杖つえで叩たたかれ、叩たたかれ、叩たたかれた。

　それを呆ぼう然ぜんと見ていた皆さんは……

「ぷっ……あははははっ！」

　突然、破顔して笑い始めた。会場に貯たまったガスが一気に抜けるように。

「え、な、何ですか!?　イサカ、あなた何を笑われているのです!?」

「僕じゃないよ、コーディが笑わせたんだよ」

「私？　私は真っ当な説教をしています！　あなたは魔ま法ほう医いたる私の弟子！　その弟子が、か、かか、可愛かわいい女の子に囲まれてうつつを抜かしているようでは精神修行が足りません！」

「はいごもっともです、ごめんなさい！」

　伊い坂さかが蹴飛ばされるのを見かねて、ヒータさんが止めに入る。

「まあまあ、魔ま法ほう医い様。彼はアタシらが最初に誘ったんだ。悪く言わないでくれ」

「そ、そうなのですか？　いえ、だとしても不謹慎です！　だいたい私を差し置いて、一人でお酒を楽しむなんてずるい！」

　その話を聞いた皆は目を丸くしてまた笑い、カスミさんがジョッキをそっと差し出した。

「では、金髪の魔ま法ほう医い様……ご一緒に、いかがですか……？」

　コーディが、むむっ、という顔をする。

　──で、魔ま法ほう医い様は五分で陥落した。精神修行が足りないなと思った。

　伊い坂さかはコーディに前魔ま法ほう医いのエピソードと経緯を説明した。お腹なかがすいていたのか、山菜のつまみをパクパク口にするコーディは予想通り前魔ま法ほう医いを「バッカじゃないの！」と罵り、なんと自分の袋から硬貨を出して叩たたき付つけた。今日の伊い坂さかとコーディの接待代を支払ったのだ。これには拍手喝采である。その手があったか、と正直感動した。これで無礼講である。

「コーディって、じつは天才？」

「私はサイキョーの魔ま法ほう医いですからね！」

　彼女が断言して杖つえをふりあげ、炎と氷の魔法を披露する。魔法具の扱いに長たけた一座だが、本物の魔法は珍しいのか惜しみない拍手が食堂中に響き、コーディは顔を赤くしながら魔法で大道芸を始めた。まるで大輪祭の前夜祭のような盛り上がりに、伊い坂さかもつられて拍手をしながら、ふと思う。

　──きっと大丈夫。

　この一座に限って、陰湿な【毒】はない。

　医学は本来、冷徹な理論の上に成立するもので「信じる」なんて言葉は論外かもしれない。ただ伊い坂さかは、今回の症状は何らかの自然現象であり、彼女達にとって何かの不幸が重なった。

　そう信じたいと思ったのだ。

「どうしたのです、イサカ。そんなに笑って」

「ううん、何でも」

　パッチテストの結果が出るのは二日後。

　魔法具が相手でも、上手うまくいく。酒を傾けながら、胸の内で密ひそかに願う。







　祈りは届かなかった。

　二日後に完了したパッチテストの解析結果はいずれも陰性、つまり現在採取した中に原因物質は存在しない、もしくは試料作成の失敗だ。

　伊い坂さかが苦い顔をした翌日、さらに事件が起きた。

　ヒータさんにも、新たに皮膚炎の障害が現れたのだ。
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　どこで間違えたのだろう？

　失敗の原因として最も考えられるのは、テスト時のシール作成ミスだ。本来このテストはパッチテストユニットと呼ばれる既製品が使用され、０・１㎎単位で管理された医薬品で検査する。伊い坂さかの自作パッチは念のため材質を多めに貼ったのも事実だ。しかし偽陽性ならともかく、偽陰性となる可能性はあるだろうか。

　それに別の人にも障害が現れたなら、アレルギーの可能性自体が低い。【アレルギー】は患者さん本人の免疫反応による部分が大きく、二人同時に発症したとは考えにくい。それなら【接触性皮膚炎】だろうか？　では、テテさんとヒータさんは一体何に触れたのか。

「……カ」

　試料の作り方に問題があったのか。伊い坂さかの知らない未知の物質か。

　それとも魔法具には、まだ秘密が……

「イサカ！」

「ふえっ!?」

　びくっと姿勢を正すと、むっつり顔のコーディが目を尖とがらせていた。

　考え込んでいたのは一座の作業用テントだ。伊い坂さかが机に資料を並べたせいで、随分と散らかっている。コーディから新しい皮膚炎患者が出たという話を持ち込まれた後、考え事にのめり込んでいたらしい。

　コーディが伊い坂さかに杖つえ先さきを向けた。

「イサカ。あなた、少し調子に乗ってませんか？」

「え」

「一人で治療している気になってないか、と聞いてるのです。本来の魔ま法ほう医いは私。そもそもあなたは客人で、治療するのは私！　思い違えないように！」

　と、彼女は窘たしなめるように伊い坂さかの頭を小突く。

「分かったら力を抜きなさい。そんなしかめ面つらで、診察をする気ですか？」

「……う、うん。ごめん」

　意識して肩の力を抜いた。

　隣で裾を払うコーディを眺めながら、心を落ち着かせる。

　深呼吸をしながらふと感じた。コーディは、カスミさんやヒータさんのような魅力的な女性とは違う。トトさんのような明るさとも違う。でも……

「コーディが隣にいると、なんだか落ち着く。ありがとう」

「……な、なんですか、いきなり」

「医療をするパートナーとして、頼もしいなと思ったんだ」

　伊い坂さかの隣に必要なのは、やはり彼女だ。

　頰を叩たたいて気合いを再注入する。今からヒータさんとの対面だ。今度こそ原因を突き止めてやる、と身を引き締めたところでテントの入口が揺れ、ヒータさんが顔を覗のぞかせた。さらに、

「……カスミさん？　トトさんも」

　いやぁ、と冴さえない顔を浮かべたのは赤髪のヒータさん。尻尾のように長いポニーテールを揺らす彼女は、相変わらずキャミソールか下着か区別のつかない薄地の服を着ている。しかし彼女もまた肘から前腕、手の甲にかけて赤く腫れていた。とはいえ自前の褐色肌のお陰であまり目立たず、症状も酷ひどくない。そして何故なぜか同席するカスミさんと、トトさん。

「そういえば、ヒータさんは踊り子さんだったんですね」

「失礼だなぁ。アタシはこう見えて人気の踊り手なんだよ？　テテ程じゃないけどね」

「そうだったんですか。確かに綺き麗れいな人だとは思いましたけどはうっ」

　コーディが伊い坂さかの足を蹴飛ばした。悲鳴を堪こらえて質問を続ける。

「で、カスミさんと、トトさんもご一緒なのは……」

「う。えっとね？　ヒータお姉ちゃんのお肌に、私も関係あるっていうか」

「本当ですか!?」

　身を乗り出して尋ねたが、彼女達は顔を見合わせて言葉を濁した。

　その内容は……

「え、男の家から朝帰り？　三人揃そろって？」

「……魔ま法ほう医い様……その言い方では、誤解を招きます……」

　昨晩のことだ。テテさんは大輪祭の直前ということで別メニュー調整となり、ヒータさんは代役として羽衣やミスリルの腕輪を借りて主演を演じた。もちろん彼女は魔法使いでないため魔法具を借りても空中演舞は不可能だが、幻惑蝶ちようの粉などの魔法具は健在だ。公演はそれなりに好評だったらしい。

　仕事を終えて一息ついたヒータさんは、不意に公演を盗み見していた男に気がついた。講演料を払わずテントに忍び込んだ悪い奴やつである。普段なら座長に突き出すところだが、相手が六歳男児となれば話は別だ。ヒータさんは珍しい来客に身を屈かがめ、話を聞いて……

　男の子の家で一泊したという。

　その子も孤児であり、彼の家も同年代の子供達が寄り添う孤児院だった。同じ孤児院出身のヒータさんは折角なのでと僅わずかな身銭を切ってジャガイモを買い、孤児院にて軽くシチューをご馳ち走そうし、ちょっとした踊りを見せている合間に夜も更ふけたので一泊したという。

　コーディは素直に感動した。

「大変いい話ではないですか！　どうして秘密にするのです？」

「うちの一座のメンバーは、勝手に外出したら駄目って決まりなんだよ。悪い男に捕まったら大変だろ？　美人が多いし身元分かんない子も多いから誘拐されたら困る。なあ、カスミ？」

「ええ……私は、念のため……ヒータの付き添いで一緒に……トトさんにも、お願いして」

　カスミさんは単独外出しようとするヒータさんに同行し、トトさんにも念のため声をかけ、二人で身辺警護を務めたらしい。

　なるほど、話は分かった。分かったが、うーむ。

「あのぉ。ヒータさんは、普段から秘密の外出はしてますか」

「普段はそんなこと絶対しないんだけどね。久しぶりに、あてられちゃって。なあ、トト？」

「う、うん……」

　彼女達は伊い坂さかを窺うかがい、ほんのりと赤面した。

「お姉ちゃんの他にも、格好いい人いるんだな、って……」

「ええ。……世の中、誠実さに溢あふれた殿方もいる、という話を……」

「そうそう。アタシもたまには、人のために真面目に頑張っちゃおうかなぁ、なんて？　まあ一晩限りの手伝いなんて、いかにも過ぎて偽善っぽいけど……」

　頰を搔かく少女達たち。伊い坂さかへの眼まな差ざしに熱が籠っている気がする。

　コーディに何故なぜか蛇みたいに睨にらまれた。

「……イサカ。あなた何の話をしたのです？」

「べ、べつに変な話はしてないけど」

「本当ですか？　怪しい……怪しいです……」

　コーディがヒータさんとカスミさんを窺うかがう。褐色肌の女性と和装美人、どちらもうつくしい彼かの女じよ達たちを前に、コーディはなぜか酸すっぱいミカンを口にしたように尖とがらせる。

「くっ。もうちょっと成長したら私だって、こう……どーん、で、きゅっとした感じの、ママみたいな美人に……」

「えっと……で、ヒータさん。話の続きを」

「終わりだけど？」

「へ？」

「一泊して帰ってきただけ。本当にそれだけ。別になにか触った覚えも……まあ、男の子をおんぶはしたけど。なぁ？」

　話は本当に終わり、楽しかったよねー、と彼女達が頷うなずいた。ちなみに発症時期は朝帰りでテントに戻った後、二度目の睡眠を取ってふと目覚めた時に気づいたという。

「本当に、他の心当たりはないんですか？　なにか腕に触れたとか」

「誓って本当だよ。そもそもアタシだって、テテほどじゃないけど踊り手だ。肌をやられるような変なものには触れてない。誓って本当」

　その言葉に、噓うそはないようだった。

　……どういう事だろう？

　むぅ、と唸うなる伊い坂さかの横でコーディが回復魔法を始め、ヒータさんの治療が完了する。彼女達が感謝の礼を述べてテントを出た後、伊い坂さかは椅子に深く腰掛けた。

「可愛かわいい子ばっかり……！」

　コーディは何故なぜか不満そうだったが、ふと思い出して報告を加えた。

「イサカ。そういえば、私の報告がまだでしたね」

「うん。魔法具の調査だっけ」

「ええ。一座の魔法具をすべて調査しましたが、患者さんの肌に影響しそうな呪じゆ詛そや魔法はありませんでした。少なくとも魔法が原因ではないと考えます。それに、トトさんという少女は魔法理論こそ勉強不足ですが、だからこそ魔法具の扱いには慎重だったようです。魔法具に関しては寸分違わず測定し、調合していました。まあ賢者の遺灰に塗まぶす塩が不足したので小麦粉で代用してましたが、そこは魔法具ではないので目を瞑つぶるとして」

　コーディが褒めるということは、トトさんの魔法具の扱いにもミスはない。

「正直、手詰まりです」

「……僕もなんだよね」

　伊い坂さかは天井を見上げた。ヒータさんの話は新情報だったが、原因は不明のまま。

　腕から手首にかけて触れるもの。衣服や金属以外の存在……

「ごめん。思いつかない」

「そうですね。私も、魔法ではないもので肌に影響あるもの、というのは……」

　そう二人で唸うなっていた時、外が妙に騒がしくなってきた。大輪祭の準備による喧けん噪そうが、ここにまで届いたらしい。気晴らしにと思い、テントの外に出る。

「なにこれ」

　伊い坂さかは目を丸くした。向日葵ひまわりを模した巨大な傘が地上から僅わずか数センチのところを浮遊し、ふわふわと道路を移動している。お祭り衣装の赤マントを着込んだ魔法使い達が杖つえを構え、巨大な傘を重力魔法で移動させている最中だった。邪竜の毒を防いだ逸話にちなみ、祭事の飾りに花の傘を掲げるという。

「まったく。あの程度の傘くらい、一人で浮かせられないのですか？」

　コーディが愚痴る。彼女なら、あれくらい容易たやすいという意味だろう。

　それにしても移動に魔法を使うのはさすがだなぁ、と感心して……

　閃ひらめくものがあった。

　邪竜ルミウスと守護の像。空から降り注ぐ毒を、女神が守ったという逸話──

　ヒータさんと、テテさんに共通する謎の皮膚炎。ヒータさんに同席したはずの、カスミさんやトトさんには症状が出ていない。踊り手特有の皮膚炎だ。範囲は左上腕から前腕、手背にかけて。さらに発症のキッカケとなった、彼女達の秘密の外出……

「イサカ。何か分かったのですか？」

「うん。推測だけど。ただ……」

　疑問点は残る。が、調べれば判明することも多い。

　あとは……

「ねえ、コーディ。夕方ってことは、踊り子さん達はそろそろ公演前の練習が始まるのかな」

「ええ。それが何か？」

「見に行きたいんだけど……」

「練習を？」

「ううん。テテさんの部屋を」

　彼女は唇をへの字にした。

「つまり本人に秘密で、ですか？」

「できれば」

「私には無断で人様の部屋を覗のぞくような権限はありません。……と言いたいのですが、あなたのことです。何か治療に繫つながる可能性があるのでしょう？」

「うん。直接は関係ないんだけど、もしかしたらと思って」

　困ったように笑う。コーディは今度こそ呆あきれ顔をした。

「まあ、あなたの医療に対する気持ちだけは、信じてあげても構いません。……彼女にバレたら二人で土下座して謝りましょう。それでいいですね？」

　ごめんねと伊い坂さかは頭を下げ、コーディと共に彼女達の宿舎へと忍び込んだ。

　いかに一座のエースである踊り子でも、個人用私室が貰もらえるほど経済状況は宜よろしくない。彼女の寝床は皆と同じく潜水艦の個人スペースのように手狭で、小さな布ふ団とんと私物が幾つか揃そろえてあるだけだった。

　目的のものは彼女の枕の下から見つかった。筆箱サイズのケースだ。蓋には精巧な彫刻で、薔薇ばらの刻印が刻まれている。

　伊い坂さかはあえて中身を開かず、枕の下へと戻した。

「それで良いのですか？　中身を確認しなくても？」

「うん。大丈夫。だいたい分かった」

　推測が正しければ、皮膚炎の原因除去は難しくない。ただ……

「コーディ。明日の一座の公演って、昼に一回、夜に一回だったっけ」

「ええ。今回はステージ内ではなく、野外での特別公演だそうです。内容も、今回のためだけに用意したものだとか」

　明日の公演を土ど壇たん場ばでキャンセルするのは不可能だろう。対処法は限られる。

「コーディの魔法って、どれ位すごいのかな」

「私の魔法は世界サイキョーです！」

「なら、その世界最強の力を、お借りしたいんだけどさ。さっき重力を操って傘を浮かせてたけど、コーディもできる？　その気になれば、もっと大きいものでも」

「もちろんです」

　彼女は当然のように応えた。

「じゃあ。……アレを浮かせることも、できる？」

　伊い坂さかは右手を上げて、アレ、を示す。

　彼女は一瞬目を疑ったが「も、もちろんです！」とバッチリ返答してくれた。

「分かった。となると、あと必要なものは……」

　伊い坂さかの医学辞書が、ようやく燃料を得たとばかりに火を吹き始める。







　その後の作業は中々に大変だった。

　まずは座長に大輪祭の昼公演プログラムへの一部変更を願い出た。もちろん公演回数を減らしたり時間変更はできないため、演出上の変更という形で申請する。

　もう一つは伊い坂さかお得意の〝カガク〟の出番だが、肝心の薬品と鉱石が不足していた。伊い坂さかは急いで都市アガントを出立し、ドクを叩たたき起おこして黒の森へと帰還する。ちなみにコーディの魔法馬車は普段時速十キロにも満たないが、全力を出せば時速八十キロにも達することが判明した。便利な馬車だと思う。

　魔女の家に到着するなりチョコレート色の扉をぶち開け、伊い坂さかは「遊びに来たよ」と大ホラを吹いて即実験を開始した。

「イサカ。うちは実験部屋じゃない。使うなら対価を要求する」

　伊い坂さかは迷った末に、知識を支払うことにした。今から行う実験工程の知識である。

　コーディはやっぱり彼女と相性が悪かった。

「イサカ。あなたは簡単に対価を払いすぎです。悪魔の取引という逸話を知ってますか？　ある悪魔に願いを叶かなえて貰もらうために様々なものを差し出した結果、いつしか自分が悪魔になっていたという話です。そんな怪しいちんちくりんの錬れん金きん術じゆつ師しにハイハイ支払っていると、そのうちいつか……」

「金髪いらない。暇なら試験管洗え」

「なんですってぇ!?」

　話がややこしくなりそうなのでコーディを諫いさめた。

　そして伊い坂さかはあるものを完成させて全力で都市に戻り、祭事当日を迎え撃つ。
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　大輪祭、昼公演を迎えた大都市はその日、意外性のどよめきに満ちていた。乗馬した楽器隊の行進に始まりサンバ隊のダンスや都市の象徴を模した女神の御み輿こしが運ばれる中、最後を彩いろどる『月の一座』の公開演舞。その様子を、伊坂達はトトさんと共に中央道から離れた建物の屋上から眺めていた。

『月の一座』昼公演は前日に運ばれた向日葵ひまわりのオブジェが飾られた中央舞台にて披露されている。ヒータさんを始め踊り子達が靴音を鳴らしステップを踏むなか、テテさんは実力を遺憾なく発揮し、空中で螺ら旋せんを描いてアクロバットな一回転を披露した。洗練されたスケート選手のような空中滑空に惜しみない拍手が響き、彼女は妖精の化身のように自在に飛び跳ねる。

　ただし、その姿は太陽の下にはない。

　地上に置かれた傘とも異なる、巨大な日影の中にあった。

「ほ、本当にこんなことをして良かったのですか？」

　尋ねるコーディに、伊い坂さかは親指と人差し指で丸印をつくる。彼女は「知りませんからね！」とやけっぱち気味に杖つえを掲げ、地表に陰影を作る例のアレを重力魔法で浮遊させていた。

「魔ま法ほう医い様、あれは何をしてるんですか……？」

　トトさんが尋ねるのも無理はない。空に浮遊するのは、かの大だい怪かい鳥ちようの影かと見間違うほどに大きな、一座のメインステージだった。収容人数およそ千人を誇る巨大テント、その天幕の部分を浮遊させて作った日陰である。

　太陽を遮る巨大な影は空を舞うテテさんの素顔を隠してしまうが、発光する羽衣や幻惑蝶ちようの輝きが影に重なり、別種の神こう々ごうしさを醸かもし出だしていた。座長からは都市アガントの逸話、女神と邪竜の伝説になぞらえ、空から降る毒を防ぐための演出だと説明してもらっている。

　異変は他にもあった。テテさんを始め踊り子さん達は、伊い坂さかが作成した特別製の白い粉ふん塵じんを肌に重ねていた。素肌が白くなるのが難点だが、伊い坂さかの考案した第二の皮膚炎予防である。苦労の甲か斐いあってか、公演は順調に進んでいる。

「あの、魔ま法ほう医い様！　結局、原因は何だったんですか!?　私、知りたいです！」

　トトさんが鼻息荒く尋ねてきた。

　伊い坂さかはその質問を予想していたので、彼女に一枚の紙を差し出した。

「原因は、ここに書いておいたよ。……ちょっと辛つらいかもだけど、きちんと読んでね」

　詳細は既に座長を通じて皆に話してある。公演後の対処法も問題無い。

　トトさんは「辛つらい？」と首を傾かしげ、手紙を開いた。

　しばらく目を通して、顔を上げる。

　その表情は……すこし可哀かわい想そうなくらいに青ざめ、目尻に薄い涙を溜ためていた。

　動揺する彼女に伊い坂さかはハンカチを出して涙を払い、頭をそっと撫なでてあげる。

「大丈夫。トトさんの気持ちは、みんな分かってるから。ね？」

　一座のうつくしい昼公演が終わりを迎え、大歓声の中で幕を閉じる。







　それで？　とコーディが説明を求めてきたのは夕日の沈み始めた宵の口だ。大輪祭は昼公演と夜公演の二部構成であり、夜の方が本格的とあって大都市の大通りはより強い熱を発し始めている。一座の本番も夜公演だが、伊い坂さか達は既に役目を終えていた。

　コーディは魔法で疲れたのか、路地裏の壁に背中を預けて空を見上げていた。伊い坂さかがハンカチを渡すと、彼女は微笑を浮かべて手に取ってから質問してきた。

　どこから話そうか。少し考えた末、伊い坂さかは答えの代わりに、ポケットから小瓶を出した。

　蓋を開き、自分の両手の甲に液体を垂らす。

　そして右腕だけを挙げて夕日に翳かざすと、暫しばらくして手の甲だけが僅わずかに赤みを帯び始めた。

　今回の、犯人。

「この病気の正体は【光毒性皮膚炎】。……正直、見落としてた」

　──【光毒性皮膚炎】。原因物質Ｘが皮膚に付着し、さらに特殊な条件を加えると発症する皮膚炎である。その正体は病の名称通り【日光】、より正しく言えば【紫外線】だ。

　皮膚に付着した物質Ｘそのものは本来無害だが、太陽からの紫外線エネルギーを受けることで物質Ｘに活性酸素が発生し、細胞にダメージを与える皮膚炎を起こしてしまう。職業性皮膚炎の一つとして知られ、農家の方などの被害報告が多い病気でもある。アレルギーのように個人差が出る病ではないため、条件さえ揃そろえば誰にでも発症してしまうものだ。

　という説明を、彼女はまったく理解できない、と言いたげな顔で聞いていた。

「イサカ。……太陽から？　目に見えないビームが飛んで？　ナゾの物質と反応する？」

「う、うん」

「邪竜伝説の方がよっぽど信しん憑ぴよう性があると思うのですが……」

「そうなんだけど本当なんだよ。うん、信じて貰もらえなくても仕方ないと思うけど」

　紫外線なんて目に見える訳ではないしなぁ、とは思う。

　彼女はさすがに仏ぶつ頂ちよう面づらを浮かべたが、仕方なさそうに頷うなずいた。

「本ッ当に信じられない話ですが、まあ、仮にそこはあなたの〝カガク〟と割り切りましょう。ですが、それを差し引いても今の話は不自然です。そもそも光を浴びると毒になる物とは何なのです？　その小瓶の中身は？」

「これは、踊り子さんが化粧に使っていた精油なんだ」

　実のところ一部の精油が光毒性を持つのは有名な話である。特定の植物に含まれる【フロクマリン】という有機化合物が原因で、現代で使用されている精油はこれらを除去した上で作成されている。ちなみに光毒性を証明するには【光パッチテスト】という、いま伊い坂さかが実践したように通常のテストに加えて日光暴露をするか、しないか、の二通りに分けた追試験にて証明可能だ。

　そして精油に幻惑蝶ちようの粉を加えた化粧水は、一座の主演にしか使われない。普段はテテさん、先日は公演の代役で、ヒータさん。彼女達がその化粧水を肌につけた後、日光を浴びたときに限ってこの病は現れる。例えば不用意な外出をした時など。症状の左右差は、おそらく日差しの傾きによるものだろう。

　ただし、と付け加える。

「実をいうとね。僕は最初【光毒性皮膚炎】はないと思ったんだ。理由の一つは、テテさんの普段の生活リズムが夜型で、しかも練習のためテントから出なかったこと。……あと」

　伊い坂さかは空を見上げて、続けた。

「オレンジの精油に、光毒性はない。だから日光に当てても問題ない」

「へ？」

「トトさんが話してた。普段はオレンジの精油に幻惑蝶ちようの鱗りん粉ぷんを混ぜている、って。だから僕は、これは違うなと思った。そもそも本当に精油が原因なら、この都市に来る前から症状が出ていたはずなんだ。でも彼女は、この都市に来てから初めて発症したと話していた。だから違うと思ったんだけど……」

「ち、ちょっと待ってください、イサカ。毒がないのに毒が出るとは、どういう意味です？　私、なにか勘違いしています？」

「ううん、合ってるよ。それで僕も、何がおかしいのかなと考えて、後で思い出した。トトさんは僕と一緒に魔法具店に行って精油を買うとき、普段はオレンジ、って言ったんだよね。つまり普段じゃない時がある。で、それは何だろうって考えたんだけど」

　正直にいえば、この話には自信がなかった。推論を重ねた部分もある。

　あくまで予測の域を出ないが、多分……

「大だい怪かい鳥ちようの影響かな、と思うんだ」

　言葉にした瞬間、背筋に寒気が走った。大だい怪かい鳥ちようの紅の眼めを思い出したのだ。

「イサカ。あの忌いま々いましい鳥が、どうしてここで出てくるのです？」

「僕とコーディが初めて会った村。あそこにはオレンジの果樹園があって、大だい怪かい鳥ちように軒並み潰されていた。精油の値段は作り方にもよるけど、原材料が必要なのは同じだ。原価が高くなれば精油も値上がりする。……村一つの畑がどれ位影響したかは分からない。倍ぐらい値上がりしたかもしれないし、銅貨一枚かもしれない。でも、トトさんは一座のために少しでも格安で仕入れることが仕事だって話してた。そして彼女は、魔法具に関してはコーディも褒めるほど慎重だったけど、他の材料は塩と小麦粉を交換しても大丈夫だと考える程度には適当だった。まさか、オレンジの代わりに別の精油を使ったら毒になる、なんて思いもしないからね」

　伊い坂さかがもう一度、小瓶を振ってみせる。

「……結果論だけど、実はトトさんはオレンジの代わりにレモンを使っていた。レモンは光毒性を持つ有名なものだ。具体的には【マルガリータ皮膚炎】とかね」

　それに気付いた伊い坂さかは急ぎ対策を考えた。精油だけなら買い直せば良いが、公演本番で使用するのは幻惑蝶ちようと混合した特別な化粧水であり、本番直前に再作成するのは難しい。

　そこで出した、単純な解答が──

「あの巨大なテントによる日陰、ですね」

「うん。力技で紫外線を防ごうと思った」

「身体に振りかけていた粉は？」

「あれも紫外線防止の粉だよ。作り方は荒っぽいけどね」

　紫外線というのは頭上の太陽だけでなく、地表からの反射光にも含まれている。また何らかの理由でコーディの魔法に不具合が発生したり、傘の影から出ざるを得ない状況になった場合に備え、悪あがきの意味も込めて紫外線を弾はじく化学物質の作成に着手した。

　──【酸化チタン】。現代でも皮膚への紫外線を防止するサンスクリーン剤の原料として使用される物質である。白色顔料としても馴な染じみ深く、紫外線の中でも長波長側に属するＵＶＡと呼ばれる種のものを遮断する目的で、現代でも有効利用されている。

　作成手順としては、イルメナイト石というチタン鉱物にいくつかの工程を挟んで行う。鉄てつ屑くずを混ぜて濃のう硫りゆう酸さんでの融解やら加水分解など、大量の化学的処置が必要となるため常識的には不可能だが、そこはコーディの物理法則を超えた魔法の数々でカバーした。とくに重力魔法は遠心分離機に沈殿物除去、濾ろ過か作業にと八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍だ。「私の魔法をこんなことに使って」とコーディは不愉快そうではあったが、現実世界でこれを見せたら化学者達は卒倒すると本気で思った。

　ただ、それらを駆使しても完成品は現代製品と比較して粗あらさが残る。効果に不安はあったものの、結果的には何事もなく公演は終了した。

「で、今回の公演さえ乗り切れば大丈夫。あとは時間のある時に、光毒性皮膚炎を起こさない精油で化粧水を作り直せば問題ない。今まで通り、オレンジで作っても大丈夫だしね」

　そのための安全な精油リストは、既にトトさんに渡してある。

　病はすべて、無事に解決したのだ。




　でも、とコーディが呟つぶやいた。

「あなたの話を、素直に信じるなら。少し悲しい話になりますね。……知らなかったとはいえ、結果的に姉や一座に【毒】を仕込んだのは。……あの妹さん、ということになります」

　コーディが日の傾いた夕暮れを見上げる。その瞳は、どこか物寂しげに見えた。

　夜の足音が近づく中、再び太鼓と管弦楽器のにぎやかな音おん頭どが始まった。日没と共に、大輪祭の第二パレードが幕を開ける。一座の皆は今度こそ本来の姿をもって、全力で演舞を披露することだろう。次の公演に、伊い坂さかはもう必要ない。

「……トトさんの、姉と一座を慕う強い気持ちは私にも伝わりました。でも、その努力と節約が逆に一座を混乱させたと思うと……」

　伊い坂さかの信じた通り、一座に【毒】は存在しなかった。

　ただ努力が空回りして、不幸な事故が起きただけ。

「トトさんが、あまり落ち込まないと良いのですが」

「そうだね。……でも、それは大丈夫だと、僕は思う」

「どうして、そう言い切れるのです？」

「テテさんが、きっと妹さんを励ましてくれるから、ね」

　無口な一座のエース様。感情の読めない、トトさんのお姉さん。

　彼女は最後まで、ある秘密を隠していた。

【光毒性皮膚炎】は日光を浴びない限り発症しない。そしてテテさんの話を信じるなら、彼女はずっとテントに滞在していたはずだ。テテさんの練習は公演の成否に直結する。座長が付きっきりで指導を行い、酒の席にも顔を出さず、皆の期待を一身に背負った彼女は本来なら、公演用の精油を身体につけても発症する機会自体がなかったはず。

　でも一度だけ、彼女は噓うそをついて日の当たる世界に飛び出した。

「彼女には、欲しいものがあったんだ」

　伊い坂さかはズボンのポケットから、眼鏡ケースに似た箱を取り出した。口元部分に薔薇ばらの刻印が刻まれている。都市アガント名物『ロニア魔法具店』を示す証あかしだ。開店時間は、日の出から昼過ぎまで。

　──姉妹で同じ日を、誕生日に決めました。

「テテさんはきっと、内緒でプレゼントを買いに行ったんだと思う。妹さんに渡すための、ね」

　もっとも、そのせいで皮膚炎が発症したため本当のことを話せなくなった面もあるだろう。

　でも。そんな不器用な姉と、健けな気げな妹だからこそ、大丈夫だと信じたい。

　テテさんは無口ではあるが、胸に誰よりも熱い情を秘めていた。今なら分かる。殆ほとんど喋しやべらない彼女がどうして、一座の皆から慕われていたか。

「そうですか。そういうことなら……そうですね。大丈夫かも、しれません」

　コーディは優しく口元を綻ばせて、微笑ほほえんだ。

　それから、

「で、イサカ。あなたが今持っている箱は何ですか？　先程の件とは別のようですが」

「ん？　ああ、うん。これは個人的に、コーディに渡そうと思って」

　伊い坂さかは手に持ったケースを彼女に見せる。中身は今朝、伊い坂さかが魔法具店に並んで購入した銀の髪飾りだ。ちなみに代金は、ドクにスライム被害の精神的慰謝料として請求した。

　コーディは一瞬、むっと意地悪な顔を浮かべた。

「下心は禁止。そう話したはずですよ？」

「うん。だから、今回もお守り。前のは戦闘で壊れちゃったからね」

　テテさん姉妹と立場は違うけれど、伊い坂さかだって彼女のことは心配だ。人のため、患者さんのためとはいえ、大だい怪かい鳥ちように吹き飛ばされる惨事はもう見たくない。

　祈りを、込めて。

「コーディって時々、無鉄砲だからさ」

「あなた程ではありませんけどね」

　訝いぶかしげな視線を返すコーディだったが「でも、まあ」と、その小さな口元をすぼめる。

「仕方ないから、受け取っておきます。……テテさんと、トトさんの仲に免じて。スライムの一件も、水に流してあげても構いません」

「ありがとう」

「今回だけですよ？　まったくもう……」

　特別ですからね。ありがたく思いなさい。彼女は何度か言葉を重ねて、贈り物に手を伸ばす。黒い薔薇ばらのケースから現れたのは都市のシンボル、うつくしい花を模した髪飾りだ。彼女は銀細工を空に掲げて目を細め、そっと髪へと結いつける。純銀の光沢がうっすらと昇り始めた月明かりを反射する。その姿を、伊い坂さかは素直にうつくしいと感じた。

　空高く太鼓と管楽器の音が鳴り響く。都市を賑にぎわせるパレードの第二幕が盛大に始まり、二人は揃そろって夜空を見上げた。宵の口を迎えた空に、綺き麗れいな月と、大空を舞うテテさんの姿が重なる。伊い坂さかはそっと、目を細めた。
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　伊い坂さか練れん次じ郎ろうという男がいる。慶けい京きよう大学医学部二年。将来の夢は医者になること。幼少期の多くを病院で過ごし、後に尊敬する師匠と出会い、医師の道を志す。

　その膨大な知識と医学への好奇心は大学の教授達からも一目置かれる程だったが、意外にも彼自身は自分を普通の大学生だと思っていた。

　伊い坂さかは本物の医者を知っているからだ。

　真の名医は、患者さんとの自然な対話から魔法のように診断を導き出す。外科医の指先は僅わずか数ミリ単位の血管を容易たやすく縫い合わせ、脳内では人体解剖図を自然に３Ｄ再構築してしまうという。伊い坂さかの教科書じみた知識ではない、経験に裏打ちされた本物の技術だ。

　伊い坂さかの最終目標は医者になること。それも世界で一番の医者だ。伊い坂さか練れん次じ郎ろうは、こと医学に関しては深しん淵えんを覗のぞき込こむことを躊躇ためらわない。躊躇ためらうという概念すら存在しない。

　ここに二つの医学がある。

　一つは現代技術の粋を尽くし、人類の歴史と共に進化した現代医学。伊い坂さかの目標だ。

　もう一つは十五世紀にも満たない、魔法と信仰に満たされた魔ま法ほう医い学がく。意味不明の邪じや精せい理論が横行し、信頼に値する統計データは一つとして存在しない。回復魔法と呼ばれるものには一見の価値があるものの、事実上の救命率は現代医学に遠く及ばない。

　つまり、伊い坂さかが世界一の医者を目指すのなら。取るべき道は最初から決まっているのだ。
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　あれが王都です、とコーディが示した先には、巨大な城門と城壁をもってしても隠すことのできない建築物が佇たたずんでいた。万里の長城のような壁の奥に見える螺ら旋せん状の塔と城。まるでサグラダ・ファミリアの如ごとく「バカでかい」建物だ。

　呆あつ気けに取とられながら、伊い坂さかは馬車の中で魔法白書を開くコーディを窺うかがう。視線に気づいた彼女が顔を上げ、そっと息をついた。

「王都に到着し次第、イサカが帰還できるよう手配は整えてあります。……ですね、ドク」

『うむ。ロゼから準備万端との返答があった。先日の通信で娘がこっぴどく叱ったからな。流石さすがに帰還まで下手は打つまい』

「……うん」

　返事に力が無いな、と自分でも思った。

　名残惜しさがあるのは事実だ。魔ま法ほう医い学がくの世界に突然呼ばれて大変なことも多くあったが、楽しいこともあった。コーディと一緒に過ごした日々にはドキドキもあったし、素敵な経験もあった。回復魔法への興味は今も尽きない。

　一方で自分の未熟さも痛感した。とくに先日の一件だ。伊い坂さかは直前まで【光毒性皮膚炎】に気づけなかった。患者さんの証言と生活環境だけで【光パッチテスト】を省いたのは伊い坂さかの落ち度だ。現代に戻り、学ぶべきことは山ほどある。けれど……

「コーディ。この世界と、僕の世界を都合良く行き来したりは……できないよね？」

「残念ながら、そのような便利な魔法はありません。それどころか帰還があまりに遅くなると、あなたが帰ること自体が難しくなります」

　彼女の話によると召喚者を帰す帰還魔法には、呼ばれた者が本来居た場所と繫つながる〝線〟を逆探知する必要があるらしい。仕組みは不明だが〝線〟は日が経たつごとに薄れ、最終的に途切れてしまうという。その場合は別の魔法で帰還する事になるが、その魔法だと今度は〝星〟を詠よむ必要があるという。しかも天体の動きによって使用時期が限られる魔法であり、場合によっては年単位で待たされる可能性もあるのだとか。

「まあ〝線〟が切れるまで、まだ一月以上あります。良ければ王都の見学もしませんか？」

『それが良い。我が王都は大陸一の街だからな。帰還前の土産話にもなろう。必要とあれば今までの活躍を労ねぎらい、我の人脈で可愛かわいい女子でもむごっ』

　コーディがドクを閉じた。伊い坂さかはつい笑う。

　このやり取りが見れなくなるのは、少し寂しい。

「イサカ。……一応聞きますが。残るつもりはありませんか？」

　どこに、とはなかった。

　返事も、決まっていた。

「僕は、帰るよ」

　伊い坂さか練れん次じ郎ろうには夢がある。どんなに楽しくても、一番の夢が。

「イサカ。あなたがそこまで医学にのめり込む理由は、何なのです？」

「え？　あ、うーん」

　そういえば、ちゃんと話したことはなかったっけ。

「いやまあ、大した話では、ないんだけどね──」

『む。そろそろ到着だぞ。我らが王都！』

　ドクが意気揚々と口にした。コーディが神官服の埃ほこりを払う。

「……まあ、帰還する前に王都を楽しむのも悪くありません。せっかくですから私達王国の、最高の都市を目に焼き付けて帰りなさい？」

「そんなに凄すごいの？　王都って」

「もちろんです。なにせ大陸一、いいえ、世界最高峰の魔法王国。医学はもちろん、文化、経済、そして軍事力においても類するものはありません。大陸の王国域に戦いくさがないのも、すべては王国の力によるものです」

　彼女の話に伊い坂さかは古代ローマ帝国の版はん図とを思い浮かべた。この世界での〝王国〟は事実上、大陸の覇権を握る国の首都なのだろう。つまり王国の王都は、この世界最高峰の文明と医療技術を握っている。

　……もしかしたら、回復魔法以外の医学的魔法も見れたり？

　そう考えると帰還する前に是非見学したい気もした。先日の大都市でも度肝を抜かれたのだ。それを超える大陸一の都は、一体どんな所なのか。魔ま法ほう医い療りようの研究所も、とても気になる！

「ちょっと楽しみになってきた……」

「そうでしょう？　さあ、イサカ。とくとご覧なさい。私達の王都を！」

　コーディが自慢し、伊い坂さか達の馬車がついに巨大な門の前に到着した。守衛の許可が下り、ゴゴゴッ、と重厚な音と共に城門が開放される。姿を露あらわにした大陸一の都、その様相は──

　乾いた建物が並び、人ひと気けがまったく存在しない、見事なゴーストタウンであった。

　立ち並ぶ家は西洋風の小こ洒落じやれた煉れん瓦が造りの建物だが、肝心の大通りは実に寒々しい空気だけが残っていた。木枯らしが吹き、塵ちりが流れ、人々はなにかに怯おびえるように街道の脇を小走りに進んで行く。買い物籠をぎゅっと抱えて家路へと急ぐ姿はまるで戦争に怯おびえる人々のようだ。

『こ、これは一体何事か。王都から人が消えるなど……？』

　カラカラと車輪の音がした。正面から伊い坂さか達と同じ魔法馬車が駆け寄り、コーディの前で急停止する。荷台の上に、パタパタと手を振る黒服の少女がいた。

「コーディ、コーディ！」

「ロゼ！　これは何事です？　魔物の襲撃でもありましたか！」

　少女が長すぎる服の袖を持ち上げ、手を振って応えた。

「大変たいへん、いま王都中が、ヘンな病気にかかってるの！」
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　王都魔ま法ほう医い学がく研究所。コーディ曰いわく「王国医療の神髄」であるその施設は現在、まさに混乱の渦か中ちゆうにあった。扉を開いた先には巨大病院のエントランスを想像させる広大な空間があり、コーディと同じ神官服姿の男女が早足で駆け回っている。色違いの魔法白書を抱え、汗を垂らして急ぐ姿にコーディが目をまん丸にして「情報を集めます！」と飛び込んでいった。

　取り残された伊い坂さかは、すれ違う魔ま法ほう医い達の会話に耳を傾ける。

「原因は……やはり風の邪じや精せいの……」

「かなり強力な存在で……ひどい熱と、身体に呪じゆ詛そを直接刻まれたような痛みが……」

　風の邪精といえば伊い坂さかも一度対面した。いわゆる【風邪】である。確かに流行が起きても不自然ではないが、その割には慌てているな、と思っていると……

　広間の一角で、ドン！　と鋭い靴音が響いた。

　目を向けると、医学研究所には全く似つかわしくない軍服姿の集団があった。杖つえを脇差しのように構え、青服とマントを着て敬礼する魔法軍隊だ。魔ま法ほう医い達から防護魔法を受けている最中らしく、至る所に白い光が溢あふれている。

　その彼かれ等らが見上げる一段高い場所に、なぜか白衣みたいな服を着た眼鏡の男がいた。頭に三角帽子、顎は逆三角といかにも神経質そうな男は魔法部隊の前で腕を振り上げ、耳に痛いキンキン声で演説を始めた。

「此こ度たびの病の原因はァ、確実にィ、まず間違いなく邪悪な翼よく人じん族ぞくの仕業である！　奴やつ等らはァ、我々に対し悪意を潜めェ、人間を混乱に陥おとしいれる機会を窺うかがっていたのだ！　よって今ここにィ、王国の正義のためにィィッ！　討伐隊を結成したのでアァァァるッ！」

　独特な喋しやべり方をする人だなぁ、と思っていた所にコーディが戻ってきて耳打ちをした。

「どうやら風の邪精が王都でも流行しているようです。その原因が、最近王都を襲撃している翼よく人じん族ぞくの仕業ということらしく……」

「翼よく人じん族ぞく？　ドク、それって何かな」

『文字通り翼を持つ亜人種のことだな。もっとも我の知る限り、翼よく人じん族ぞくは王都に関心を寄せていなかったと記憶しているが』

「その人達が……邪じや精せいをふりまいた？」

　妙な話だと思った。

　風邪の原因の多くはウィルスだが、魔ま法ほう医い療りようが中心の世界で、ウィルスを「ふりまく」なんていう高度なバイオテロは難しい気がするけれど。

「ねえ、コーディ。単に風邪が流行はやっているだけじゃないの？」

「私も最初はそう思いましたが、風の邪じや精せいにしては広がり方が尋常ではないのです。まるで呪いのように。ですから外敵の仕業に違いないと判断されたようです。しかも、病と時期を前後して王都に翼よく人じん族ぞくの襲撃が相次いだため、王都の人間を狙った攻撃だという見解が……」

　そのとき伊い坂さかの視界を担架が横切った。布と木材で作られた簡素な台の上に、高熱にあえぐ男性患者さんが寝かされていた。「すいません」と声をかけて近寄る。

　検温するまでもなく男性は高熱を訴えていた。ぜーぜーと肩で息をし、震えを抑えきれず自らの身体を抱いている。伊い坂さかは頭痛の有無や腹痛を尋ねたが、男性は返答する気力もないのか、酷ひどくうなされながら「痛い」と呟つぶやいた。

「痛い？　どこがですか？」

　腹痛か、それとも頭痛か。

「身体が……頭が……」

　返答は予想と違ったが、身体の節々を押さえる仕草が伊い坂さかの医学辞書を刺激した。【風邪】の一般的な症状が鼻、喉、咳せきであることは以前説明した通りだ。発熱も風邪の症状としては外れていない。しかし、普通は。関節の痛みや筋肉痛は存在しない。

　男の額に手を当てた。触れるだけで火傷やけどしそうな高熱に加えて、関節痛。なにより呪じゆ詛そのような異様な広がり方から見ても……

「イサカ。どうしたのです？　顔色が悪いようですが」

「……コーディ。これは、まずいよ。風の邪じや精せいの仕業なんかじゃない。これは……」

　伊い坂さかの声色があまりに悪かったせいだろうか。コーディは珍しく反論しなかった。

　できる限り冷静に、病名を口にする。

　インフルエンザ。現代でも流行を繰り返す、大災厄の一つの名を。







　──【インフルエンザ】。インフルエンザウィルスを原因として発症する感染症。

　主な症状は風邪に近いが、38[image: ]を超える急激な高熱と全身の倦けん怠たい感、食欲不振、頭痛、関節痛に筋肉痛、さらに合併症として肺炎など様々な症状を引き起こす病である。

　最大の特徴は、ふつうの風邪とは比べものにならない感染力だろう。

　医学が発達した今でこそ身近な病気として知られているが、侮あなどってはいけない。インフルエンザウィルスが正確に特定されたのは二十世紀に入った後の事だが、その正体が知られる前から彼かれ等らは幾度となく悪名を轟とどろかせた。中でも【スペイン風邪】や【アジア風邪】といった病気は有名だろう。当時の【スペイン風邪】は感染者だけで約五億人、死者にしておよそ五千万人もの被害をもたらし、そのあまりの犠牲者数ゆえに第一次世界大戦の終戦時期すら早めたと言われている。歴史的には世界で最も死者を出した病の一つであり、現代と同じように気楽に構えていると、取り返しのつかない事になる──

　コーディは、今回ばかりは笑わなかった。

「以前も聞きましたが、その……ウィルス、という理屈はやはり理解出来ません。……が、あなたがそこまで言うのなら、本当に危険なのですね？」

「少なくとも、世界規模の戦争が終わる遠因になるくらいには」

「……まあ実際問題、沢山の患者さんが出ている現実があります。その原因は、少なくとも翼よく人じんとは考えにくい。そういうことですか？」

　当然だった。ウィルスの概念自体がない世界で、ウィルスを広めるような行為が可能とは思えない。翼よく人じんは無関係と見て良いだろう。

「コーディ、頼みがある。とにかく患者さんを隔離して、病気が移らないように。あと、せめてマスクを準備して欲しいんだ。このままだと感染が広まって、まず研究所自体が危ないことになる。そしたら医療体制そのものが崩壊して大変なことに……」

「あらあら、誰ですかァ？　私の研究所に無断で立ち入っている一般人はァ？」

　キンと響く声がして、伊い坂さかの前にあの男が現れた。

　とんがり帽子に逆三角形の眼鏡男である。ファッションセンスのない伊い坂さかでも奇抜な衣装だと一目で分かるが、その男にコーディが深々と頭を下げたので余計に驚いた。

「所長、ご無沙汰しています。ただいま戻りました」

「あらァ、コーディアリア。良い所に帰ってきましたねェ。見ての通り、いま我々は深刻な呪術による攻撃を受けています。原因は突き止めていますから、あなたも治療に参加を……いえ、むしろフランツェ家の本分である攻撃部隊に参加し、是非ともあの翼よく人じんどもを……」

「あ、あのっ」

　伊い坂さかの反応は迅速だった。

　彼は所長である。所長は偉い！　なら全職員にすぐ指示が出せて、被害を抑えられる！

「所長様、僕はコーディの弟子の伊い坂さかと言いまして、それでえっと、今すぐ全患者さんを物理的に隔離してください！　これはインフルエンザという危険なウィルスが原因で、空気中を漂って感染していく病気なんです！　ですから、とにかく隔離と感染防止を」

　伊い坂さかの説明は完璧だった。

　惜しむなら相手が悪かった。

「ぷっ……ぶひょあーっはっハッハ！　イーッヒッヒッヒッ！」

　所長は腹を抱えて大笑いした。

「き、き、君はなにを言ってるのかなァ？　風の邪じや精せいに頭をやられたのかなァァッ？　感染？　隔離？　この呪いが、ま、まさか壁を作った程度で防げるとでもォ？」

　膝を叩たたいて笑う所長に続いて、他の魔ま法ほう医い達も呆あきれたような、或あるいは侮蔑の目を向けてきた。背後で魔法兵達が部隊編制を終え、出撃準備を完了する。

「何がおかしいんですか！　笑い事じゃありません！　今すぐにでも……」

「イサカ」

　コーディの細い腕が、伊い坂さかを遮った。

　彼女は伊い坂さかを下がらせ「所長」と顔を上げる。所長はまだ腹を抱えて笑っていた。

「ま、ま、まさに頭のおかしな馬鹿とはこのことですねェ！　コーディアリア、あなたも彼のお守もりは大変でしたでしょう。こんな馬鹿を連れて歩くのはァッ」

「……ええ。確かに、大変苦労はしました」

「え」

　冷めた返答が、伊い坂さかの胸にぶすりと刺さった。

　コーディはいつものように金髪を弄いじり、疲れたように息いきをつく。

「私は彼から、何度も話を聞く機会がありました。ですが、その内容はいつも荒唐無稽で理解できず、幾度となく頭を抱えたものです」

「そうでしょう、こんな頭のおかしなヤツと付き合っていてはねェ」

「こ、コーディ？　あの……」

　伊い坂さかの声が震えた。

　もちろん、伊い坂さかはコーディとすべて理解し合えたとは思っていない。現代医学と魔ま法ほう医い学がくの溝はあまりに深い。その事は承知していたが、……心意気や、現代医学に対する信頼は、少しずつ得られたものと思っていた。

　違ったのだろうか？

「まァ、とりあえずご苦労でした。手はずは整っています。ロゼの馬鹿にも伝えてありますから、そのイカレ頭にはさっさと帰還魔法でご退場願いましょうゥ！」

　伊い坂さかはぼんやりとコーディを見つめ、次に、残された患者さんをどうするかと思い……

「ですが所長。理解できずとも、聞く価値はある。私は、今はそう考えるようになりました」

　コーディが、杖つえ先さきを床に叩たたき付つけた。

　所長の笑顔が引きつる。彼女が金髪を梳すいた。

「所長。私がこのたび外への派遣診療を申し出たのは、私自身の見識を広めるためです。王都内での限られた病でなく、大陸中に蔓延はびこるたくさんの病を魔法で癒いやし、より沢山の人を助け、同時に魔ま法ほう医い療りようが正しいことを学ぶために各地を回りました。……ですが、時に世の中には魔ま法ほう医い療りようとは異なる医療も存在し、稀まれに、魔法を越えることも、ある。そう考えたのです」

　所長の顔がさっと白くなった。

「フランツェ。あなた、自分が何を口にしているか、分かっていますかァ？」

「はい」

　所長がコーディを見下すように、人差し指を突きつける。

「魔法白書、第二格言ンッ！」

「……魔ま法ほう医い療りようこそが、病に対する唯一の救い」

「第三格言ンッ！」

「……魔ま法ほう医い療りようを除く医学は、その全てが邪法である」

「あラ、ちゃんと分かっているじゃなァい。あんまり変なこと話すと、そのバッジを取り上げることに──」

「第一格言。すべては患者様のために」

「んン？」

「何でもありません。所長。私は長旅で疲れているようです。すこし頭を冷やしてきます」

　コーディは再度頭を下げ、伊い坂さかの腕を引いて研究所を後にした。

　話の詳細までは分からない。ただ彼女が、とてもまずいことをしたのは理解できた。

「こ、コーディ」

「イサカ。私は所長を笑える立場にはありません。……私だって最初、いえ、今もですが、あなたの話をいつも否定していたのです。所長の反応は当然だと思いますし、本来なら私の魔ま法ほう医いバッジを取り上げられても仕方ない。私はバカなことをしている、と思います」

「それは」

　違う、と口にしたかった。

　コーディが伊い坂さかを否定してきたのは事実だ。でも彼女は、決して笑いはしなかった。

　いつだって誠実なのだ。彼女は医療に対して、とても。

　研究所を飛び出て石造りの階段を下りた。玄関口に着いたところでコーディが伊い坂さかを見た。意志の強い、宝石のような瞳が吸い込まれるほどに綺き麗れいだった。風に揺れる金色の髪も、芯の通った瞳も、小さな頰も、その頭にちょこんと載のせた銀の髪留めも。

　彼女が左胸につけた、杖つえと十字の描かれたバッジに触れて瞼まぶたを閉じる。

「イサカ。私はあなたの医療を認めた訳ではありません。理解もしていません。ですが、いま優先すべきことは、王都にたくさんいる患者さんの治療です。そしてあなたは、今まで何度も結果を出してきました。そのあなたが強い警告を出した。医療は結果がすべて。そして私が魔ま法ほう医いであり、より多くのの患者さんを助ける立場にいるのなら。時には魔法以外の方法にも頼る必要がある、そう考えます」

　いつか彼女が語っていたことを思い出す。過程も、努力への慰めも必要ない。結果が欲しい。

　苛烈なまでに純粋な素質を持つ、魔ま法ほう医いコーディアリア・フランツェ。君は──

　と、彼女はえへんと両手を腰に当てて胸を張った。

「まあもちろん、私はサイキョーの魔ま法ほう医いですし？　魔法での治療も当然極めますが、魔法以外でも患者さんが良くなるなら考えてあげるのです。そして私はいつか、あなたの知識も吸収して、真の魔ま法ほう医いになるのです！」

　彼女の夢は壮大だった。しかも見事なドヤ顔で空に拳を掲げていた。

　それで？　と、コーディが改めて問う。

「イサカ。今回の、その、なんと言いましたか。いんふるぜんざ、でしたか？　それの、あなたなりの治療法は何なのです？」

「…………え？」

「研究所が理解しないのは仕方ありません。ですが、ここは論より実践です。いつもの妙な治療法をご自慢なさい？」

　仕方ないから聞いてあげる。そう言われたけれど。

「えーと。ないよ？」

　コーディの頰が引きつった。

「き、今日はやけに勿もつ体たいぶりますね。熱でもあるのですか？」

「いや本当に。うん」

　現代でも広まったら諦めよう！　学級閉鎖！

　……なんです、実際。

　確かに最近はタミフルやリレンザ等、抗インフルエンザ薬という便利な薬も出てはいる。が、あれは発症48時間以内に飲まないと効果が薄く、また製造過程も魔法でどうにかできる次元を越えている。そう説明するとコーディは怒った。

「な、何ですかそれは！　いつもみたいに『こんな事も知らないのぉ？』みたいな澄まし顔で説明なさい！」

「僕そんな変な顔してないよ!?」

「いいえ、してます！　あなた自分で気付いてないでしょうけど、医者として意見する時は口調も態度もずいぶん違います自覚ありませんか!?」

「し、してないよ、そんな顔。それに無茶言わないでよコーディ、僕は魔法みたいにポンポン奇跡は起こせないし」

「あっ、また魔法を簡単に取れる野菜みたいに！」

　彼女が杖つえを摑つかんだ。またぽかぽか叩たたかれると身構えた伊い坂さかだったが……

　不思議なことに杖つえは降ってこなかった。

　あれ？　と顔を上げると。コーディが何故なぜか、杖つえを手にしたまま空中に浮いていた。

「どうしたの、コーディ。浮遊魔法？」

「ち、違います！　背中に、な、なにか！」

　彼女の身体が、さらにふわりと上昇する。

　その背後で、大きな翼が展開された。

「へ？」

　コーディの背中にいたその男はたくましい人間の体たい軀くと腕を持ちながら、同時に大おお鷲わしのような鋭い翼を持つ人間だった。翼よく人じんだー！　と通行人の悲鳴がする。伊い坂さかが驚いて後ずさり、背中がドシンと壁にぶつかる。振り返ると、伊い坂さかの背後にも翼を持つ男がいた。翼よく人じんが腕を伸ばし、伊い坂さかの脇腹をがっちりと摑つかむ。

　そして二人は空の彼方かなたへ勢いよく誘拐された。
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「痛っ！」

　尻餅をついて到着した先は、まさに翼よく人じん達の住すみ処かであった。伊い坂さかを囲う全員が、人間の背に大きな翼を広げながらこちらを窺うかがっている。その数、軽く五十、いや百人ほど……

　場所は山岳地帯の一部を切り開いて建てられた集落らしい。崖沿いに質素な石造りの建物が並び、一部の屋根には風かざ見み鶏どりがカラカラと音を立てている。チベット山脈とか、モンゴルとか、その辺りにありそうな家の並びだ。

　集団の中からひときわ大柄な翼よく人じんが前に出た。髪を角刈りにした精せい悍かんな顔つきの、全身が日に焼けた大男だ。簡素な胸当てを装備し、腕に腕章を巻いた男がヤクザの親分のような風格で腕を組んでコーディの前に立ち、大声を上げた。

「我が名は翼よく人じん族ぞくの族長、ブルヘイム・ブリヘイム！　貴様の名は魔ま法ほう医いコーディアリア・フランツェに違いないか！　噂うわさの最強魔ま法ほう医いか！」

「……え、ええ。間違いありません。私がそのコーディアリアですが、なにか」

「そうか、ついに見つけたぞ！　我々は貴様に対し、謝罪を要求する権利が……んんっ？」

　と、そこで翼よく人じん族ぞくの長が伊い坂さかに気づいた。

　明らかに「こいつ誰だ！」と眉を寄せる。

「ペドロ兄弟、その男は何者だ！」

　伊い坂さかを誘拐した二人組の翼よく人じんが敬礼をした。背の高いノッポの翼よく人じんさんと、背の低いおチビさんの二人だ。兄弟が互いに顔を見合わせ、むむっ！　と唸うなる。

「弟者よ、その男は何者だ。なぜ連れてきた？」

「ハッ。兄者が連れてこいと申したのであります！　何者かは分かりません！」

「だそうです、族長！」

　二人は族長に敬礼をした。

「そうか、なら仕方ないな！」

　族長は納得してしまった。それで大丈夫なのかと思った。そして何となくだが、この人達は悪い人じゃない気がした。

「ところで男よ、お前も魔ま法ほう医いか？　最強か？」

「え？　えと、僕は」

「彼はただの一般人です、翼よく人じんの族長様。ご用件でしたら、私に」

　コーディが伊い坂さかを庇かばうように立ち上がる。族長は納得して頷うなずいた。

「魔ま法ほう医いでないなら用はない。後でペドロ兄弟に帰させよう。そして魔ま法ほう医いコーディアリアよ、お前には責任を取ってもらう！」

「……と言いますと？」

「我々、翼よく人じんに対する呪じゆ詛そ攻撃だ！　いまや翼よく人じんの民は、お前達の放った邪悪な精霊のせいで倒れた者が山ほどいる！　高熱に魘うなされる者もだ！　こんな恐ろしい悪魔の魔法、お前たち王国の魔法使い以外に誰が使えるものか！　一体どうしてくれる！」

　族長が怒りをぶちまけ、部下の翼よく人じん達たちも続けて「責任問題だ！」「頭を下げろ人間！」と口々に罵り始めた。コーディは不愉快そうに顔を歪ゆがめつつ、翼よく人じんへの呪じゆ詛そ？　と首を傾ける。

　そんな中でも伊い坂さかの脳内辞書は元気だった。彼かれ等らの言葉を聞いた途端、いつも通り医学書のページが花開く。王都のインフルエンザ流行に翼よく人じんの呪じゆ詛そ、導き出される答えは一つ。彼かれ等らもまた、インフルエンザに悩まされていると考えて良いだろう。まあ正確には鳥インフルエンザか、もしくは翼よく人じんインフルエンザというか……まあ、どちらにせよ。

「あのぉ。僕も一緒に治療と感染対策をしたいんですけどふみゅっ」

　コーディに頰をつねられた。

「あなたは帰すって言われたんですから帰りなさい！　相手は翼よく人じんなのですよ？」

「えぇ～？　でも患者さんがいるのに帰るのはちょっと……」

「あなた患者さんだったら鳥でも犬でもいいんですか！　獣医ですか！　だいたい相手は何度も王都を襲撃した敵なのです。そう簡単に信用できますか！」

　そう言われると確かになぁ。でもなぁ。

「あの、族長様。何度か王都を襲撃したと聞きましたけど……その人達は？」

「奴やつらなら全員帰したぞ！　土産も持たせてな！」

「へ？」

「我々は凄すご腕うでの魔ま法ほう医いを探していた。これだけ強力な病の呪じゆ詛そだ、犯人は魔ま法ほう医いに違いないと思ってな！　だが誰が凄すご腕うでの魔ま法ほう医いかよく分からんから、適当に誘拐して情報を集めた。その結果お前の名が出たのだ、コーディアリア・フランツェ！　外見の特徴も噂うわさ通り、金髪、子供のように低い身長、眼鏡に平ら胸、童顔、性格は怒りっぽく……」

「イサカ、こいつらはやはり敵です、ええ間違いなく！」

　コーディが杖つえを構えた。翼よく人じん達たちが恐れおののいた。

「怒った！　怒ったぞ！　やはり噂うわさの最強魔ま法ほう医いだな！」

「お、落ち着いてコーディ。ね？　相手は悪気ないんだからさ」

　むがぁっ、と吠ほえるコーディを抑えて伊い坂さかが続ける。

「ねえコーディ。僕思うんだけど、多分この人たち凄すごく純粋な性格だよ。悪い人じゃないよ。……あの、族長様。僕も治療に参加していいですか？　お力になれると思うんですけど」

「なに、協力できるのか！　もちろん我々は治療してくれるなら誰でも構わん！」

　族長の返事に、やった、と伊い坂さかは喜びコーディに囁ささやき返す。

「ほらコーディ、翼よく人じんさん意外と良い人だよ。もし本当に悪人だったら、僕を人質に取って治療しろとか言うよね？　ね？」

「ね、ではありませんニコニコしながら！　あなた本当は理由なんて何でもいいんでしょう、この医療フェチ！」

「フェチって酷ひどい……でも、コーディだって僕の実績は認めてくれるよね？」

「くぅ～っ！　言い返せないだけに忌いま々いましいっ！　こんな時だけ強気なのも憎たらしいっ！」

　コーディは金髪をもじゃもじゃさせて「あーもう分かりました！」と許可をくれた。

　早速案内されたのは石造りの建築の一つだ。伊い坂さかはコーディに、マスク代わりの布で口元を覆うよう指示を出してから向かうことにする。

　寝室では、翼よく人じんの子供が息苦しそうにベッドで横向きに寝かされていた。小さな翼は折りたたまれ力なく揺れている。

　看病していた母親に挨拶をした後、伊い坂さかは子供の全身を観察する。年齢は七歳くらい。額にびっしりと玉粒の汗を浮かべ、ときに身体を痙けい攣れんさせ焦点の合わない瞳で宙を見つめている。

　彼の体つきも確認した。肌は日本人に近い黄色系で、腕や足、指などに人間との解剖学的差異は見当たらない。翼の根元も確認する。ちょうど肩けん甲こう骨こつの内ない側そく縁えんから伸びていた。よく絵画に描かれる、天使の背中についている翼に近い。

　実は天使の翼というのは架空の世界にこそ登場するものの、解剖学的に見て飛行能力を持つのは不可能だと言われている。……ということは。

「族長様。質問なんですが、翼よく人じんの方はどうやって飛行していますか？　魔法の力ですか？」

「その通り！　我らの翼は、風の魔法を操るための力であり、シンボルなのだ」

「なるほど……」

　やはり彼かれ等らは鳥類とは根本的に違うと見て良いだろう。本来、鳥類はその飛行能力を得るため体重を徹底的に削減し、骨なども軽量化されている。だが族長や翼よく人じん達たちは人間と同様に歩行をしており、生活様式も衣類の背中に穴がある点などを除けば人間と大差ない。となれば解剖学的にも、人間と同様の理論が通じる可能性が高い。

　コーディが回復魔法を始める中、その点を踏まえて次の手を考える。

　インフルエンザを劇的に改善する方法はないが、対症療法なら風邪に近い側面もある。

　伊い坂さかは巾着に入れた救急箱からゴム製のバンドを取り出し、子供の左腕に巻いた。【駆く血けつ帯たい】という注射の際に巻くバンドで、静脈の血流を一時的に止めることで静脈を膨らませ、注射を行いやすくすることができる。同時に駆血帯を巻いても静脈の膨らみが見えなければ静脈が萎しぼんでいる、つまり血管に含まれる水分が足りず脱水症状にあると何となく分かる。

　伊い坂さかは水分補給の有無を母親に尋ねた。なにを飲ませても吐いてしまう、といわれた。

　現代から持ち込んだ救急品は、いざという時のために取っておきたかったが……

「よし」

　巾着から注射針と細長いチューブ、そして[image: ]mlの点滴袋を出した。続けて静脈を探すべく子供の左前腕に指で触れながら、巾着より翼状針を取り出して狙いを定める。

「おい待て、何をしている！」

　ぐいと腕を摑つかまれた。族長が驚いたような目で睨にらんでいた。

「族長様。これは、治療です」

「馬鹿を言うな。身体に針を刺す治療など、俺でも魔法でないと分かるぞ！」

　そっと子供の顔を窺うかがった。

　お子さんは小さく震え、腕に力を込めて嫌がっていた。

「……コーディ。少し、協力して欲しいんだけど」

　伊い坂さかは笑って、彼女に耳打ちする。

「え。ほ、本気ですか？」

「お願い」

「う……ああもう、好きになさい！」

　彼女はやけっぱち気味に叫び、伊い坂さかに腕を差し出した。

　そこにゴム製の駆血帯を巻き、翼状針を構えて進める。

「っ[image: ～][image: ～]！」

　針を刺した後に手早く針先と点滴のラインを結び、滴下量調節用のクレンメを捻ひねる。最後に点滴パックを洋服立てにぶら下げた。点滴の滴下の仕組みは単純な重力だ。ぽたぽたと始まる点滴静注を、族長は珍獣でも見るような目で眺めていた。

「族長様。これは身体に足りない水分を、直接身体に入れる治療法です。害はありません。この通り、魔ま法ほう医い様も笑顔で受けています」

「ほ、本当か？　その魔ま法ほう医いはずいぶんびびっているように見えるが」

「大丈夫です。彼女はサイキョーの魔ま法ほう医い様ですから」

「……そ、そうです！　私に怖いものなどないですし！」

　──【点滴静脈注射】。何らかの理由で水分や栄養を経口摂取できない場合や、不足したエネルギーを補給するため静脈から直接水分や電解質を投与する、日本でもなじみ深い治療法だ。

　そしてコーディと協力して行おこなった点滴の実演は、伊い坂さかがこの世界で出会った少女の技を真似まねたものだった。彼女は母親のため、頑張って大根湯を口にしてくれた。論より実践。コーディの言葉はいまも伊い坂さかの胸に刻まれている。

「仕組みは、とても簡単です。口から飲めない水分を、身体に直接入れる。もちろん結果が出なければ覚悟はしています。ですから僕達に任せてください」

　族長に説明し、伊い坂さかは男の子に微笑ほほえんだ。

「必ず元気になれるよ。ね？　ほら、僕の相棒も、治療を受けてくれたから」

　男の子がコーディを見た。

　コーディは点滴の刺さった腕を下げたまま、頑張ってニコリと笑顔を見せた。

「……うん。やる」

「いい子だ」

　コーディの点滴を止め、先端の翼状針だけ取り替えてお子さんに繫つなぎ直した。感染防止の点から考えれば点滴の使い回しなど言語道断だが、点滴の残数に限りがある現状ではやむを得ない措置と判断する。

　と、コーディに肘で小突かれた。

（なんの説明もなしに、なんてことするのです！）

（ごめん。でもありがとう、何も言わずに受けてくれて）

（まったく、あなたって人は……）

　彼女はふくれ面つらを浮かべて回復魔法を再開した。

　点滴静注が存在しなかった時代、人間の脱水による致死率は今より遥はるかに高かったと言われている。人体の七割は水であり、人は食料がなくても水があればかなりの時間を生き続けられる。人間にとって水分は最重要の存在だ。

　伊い坂さかの点滴が開始され、合間にコーディの回復魔法の効能もあってか、子供の顔に血色が戻ってきた。男の子は静かに瞼まぶたを閉じ、心地よく眠りにつき始める。

「ぬうぅ……信じられん。こんなことが！」

　驚く族長に、伊い坂さか達は改めて状況を説明した。

「族長様。ひとつ誤解を解かせてください。この病は魔ま法ほう医いの仕業ではありません。人間にも翼よく人じんにも、どちらにも被害が出ている重大な病気です」

　インフルエンザの概念を丁寧に諭した。この病に対抗するには予防が第一であり、風邪と同じように手洗いの重要性は高い。マスクの着用もだ。

　一方で風邪とは異なる部分もある。例えば、うがいはインフルエンザに効果がない。これは喉にインフルエンザウィルスが吸着した場合、三十分程で一気に増殖してしまうためだ。予防をするには三十分おきにうがいをする必要があるが、手段として現実的ではない。

　最大の対策は徹頭徹尾、二次感染防止のため患者さんに近づかないこと。

　伊い坂さかはできる限りの説明を行い、コーディの協力も得て周知徹底を行おこなった。

　人々への協力は、以前の【風邪】での経験が生きた。魔法か否いなかの論争は避け、この方法で良くなると実践してみせる。

　マスクの代用品として布製のスカーフを配布した。脱水症状や高熱など、現時点で重篤な患者さんには伊い坂さかの持っている限りの点滴治療を実践する。不足分は民間用の漢方薬や大根湯をフル投入した。とにかく対症療法で凌しのぎ、嵐が過ぎるのを待つ。それが現時点での正しい判断だと、伊い坂さかなりに考えたのだ。

　しかし──







　三日が過ぎた現状は、かつて【風邪】の対策を行おこなった時とは逆の結果となった。

　インフルエンザの感染力を甘く見ていた訳ではない。が……

「イサカ。このままでは、ジリ貧です」

「うん。……うん」

　族長からお借りした翼よく人じん達の会議室にて、陣頭指揮を任された伊い坂さかは頭を抱えていた。報告は書面だったり口頭だったりと様々だが吉報はなく、患者数は一次関数のように増加の様相を示している。伊い坂さかの対策が悪い訳ではない。インフルエンザの感染力が高すぎるのだ。

　机を指先でつつく。珍しく、苛いら立だちと焦燥を押し殺せなかった。

　焦あせりは必要以上にコーディに伝わったらしい。彼女は踵かかとを何度か鳴らし、我慢できず会議室を出ようとしたので引き留めた。

「待って、コーディ。さっきも回復魔法、使いに行ったよね」

「ええ。それが何ですか？」

「魔法は、使いすぎたら疲れるんだよね？　それ位、僕にも分かる」

「私はサイキョーの魔ま法ほう医いなので問題ありません！」

　彼女の袖を引く。コーディは怒ったように伊い坂さかを払いのけた。

「確かにあなたの知識では、これ以上は無理なのかもしれません。ですが！　はいそうですか、と諦めて何が魔ま法ほう医いですか！」

「気持ちは分かるよ。でも」

　医学にも限界はある。いまは耐えるべき時間帯だ。インフルエンザは一度かかれば免疫ができる。少なくとも現在流行中のウィルスに再感染することはない。それに伊い坂さかは最近、コーディがぶっ通しで回復魔法を使用している事実も摑つかんでいる。魔法がいかに奇跡の産物とはいえ、エネルギーが無尽蔵に存在するはずはない。

「少し休もう、コーディ。時には待つのも医者の仕事だよ」

「私は……ですが、私は……っ！」

　コーディが力いっぱい机を叩たたき付つけ、……不意にふらりと傾き、椅子に身体を預けた。

　最初はコーディが理解してくれたと思ったが、彼女が机に突っ伏したのを見て異変に気付く。「コーディ」という伊い坂さかの呼びかけに反応しない。背中の上下で、荒い呼吸が見て取れた。白い頰を、いやな汗が伝う。

「コーディ。……コーディ？」

　彼女の額に触れた。煮しや沸ふつした鍋のような熱だ。

「いつから」

「う、うるさいです。私はサイキョーの魔ま法ほう医いなのです、この程度の熱は誤差です……」

「なに言ってるのコーディ、そんな身体で診察したら感染を広めてるようなものだよ！　逆効果だって、あれだけ説明したのに！」

「分かっています。でも……！　だいたいイサカ、あなたはなぜ平気なのです？　私以上に、患者さんに近づいたのに」

「それは多分、僕は現代でインフルエンザワクチンを打った後だから」

「ワクチン？　何ですか、それは」

　──【ワクチン】。感染症の予防に用いる医薬品の総称である。

　仕組みを一言でいえば、人間の持つ免疫機能を利用した耐性付与だ。人間の身体はウィルス等などの攻撃を受けた場合、次に同じ攻撃を受けても大丈夫なよう身体に【抗体】を作る。その作用を逆利用し、身体に意図的に弱毒化したウィルス、もしくは死滅させたウィルスを打つことで（実際には発症しない程度に）擬似的に病気にさせ、身体に免疫を獲得させる手法だ。

　ワクチンの歴史は人類医学の賜たまものともいえる。あの恐るべき【天てん然ねん痘とう】を撲滅し、今でも【麻ま疹しん】を始め【風ふう疹しん】、【ジフテリア】、【破傷風】など様々な病の対策に使われている。ウィルスを直接打ち込むことによる副作用への懸け念ねんもない訳ではないが、その恩恵は計り知れないものがあり、世界的に普及している医学の中でも貢献度は大変に高いと言えるだろう。

　コーディは獲物を見つけた虎とらみたいに嚙かみ付ついてきた。

「なんでそんな便利なものを黙っていたのですか！　イサカ、今すぐそれを作りなさい！」

「そう言われても、ワクチンは大根みたいに簡単に作れるものじゃ……」

「いま全国的に普及してると言ったじゃないですか！」

「そう言ったけど、作るのは難しくて」

【ワクチン】製造の過程で最も厄介なのは、ウィルスという生ものを使用する点だ。原料となる【ウィルス株】を増殖するには時間が必要で、現代のインフルエンザワクチンの場合ですら六ヶ月もの下準備がいる。流行が始まってからでは遅いのだ。さらにウィルスを増殖させる苗床として、大量の鶏卵も必要になる。王都と翼よく人じんの村の流行具合から推測するに、少なくとも百万単位の鶏卵が要るとみてよいだろう。

「ですから、そこを魔法で……うぐぅ」

　彼女が力尽き、伊い坂さかの身体に寄りかかった。

「コーディ」

「私は、大丈夫です……それより、イサカ。あなたに頼り切りなのは、私としても、とても情けないのですが……この際なんだって、錬れん金きん術じゆつでもインチキでも何でもいいから……！」

　彼女が咳せき込こみ、肺が軋きしむ音すら聞こえた気がした。苦痛よりも、魔ま法ほう医いとしての責務が果たせないことへの苛いら立だちが嫌という程に伝わった。

　伊い坂さかだって必死だ。脳内辞書を何度も捲めくり、海馬領域に刻まれた記憶を検索した。だが知識にない手段を想像できるほど伊い坂さかには力がない。彼は、半人前だからだ。

　さらにコーディの離脱は状況を悪化させる。回復魔法に微量の体力回復効果がある事は経験上理解していた。それが失われるのは痛く、また彼女の魔ま法ほう医いとしてのカリスマ性と、陣頭指揮力が失われるのも辛つらい。そして彼女は、短い間でも伊い坂さかの精神的なパートナーだった。

　困難に衝突した時、コーディの力技が突破口になったことが何度あったことだろう。

　彼女と一緒にいれば大丈夫。無意識のうちに、そんなことすら思っていたかもしれない。

　その彼女が倒れたことは、伊い坂さかにとって半身を失う感触に近い。

「とにかく、休ませないと……！」

　次の手を模索していた時だった。会議室の窓がぶち破られ、一冊の本が飛び込んできた。驚く伊い坂さかの前に現れたのは黒塗りの書物、ドクだ。目の前でふわりと浮かび、見慣れた仮面顔がこちらを向いた。

『娘、少年！　こんな所にいたか！』

「ドク！　来てくれたんだ！」

　助かった。これで何とかなる──

『待たせたな。今すぐ救援が来るぞ、安心せよ！』

「え、救援？　なんの？」

『王国の正規魔法軍だ！　これで鳥頭共も全滅間違いなしだな！』

「……は？」

『全くここの鳥共め、我が娘を誘拐するとは！　しかと罰を受けて貰もらおうではないか！』

「ち、ちょっと待ってよ、ドク！」

　その時、割れた窓からわっと大きな怒声が聞こえてきた。

　外を覗のぞく。山岳の麓から、黒塗りの鉄馬車が蟻ありの大軍のように押し寄せ始めていた。彼かれ等らはコーディが使う無人馬車を鉄製にパワーアップし、先端に黒くろ槍やりをつけた突撃兵器のようなもので山岳地帯をぐいぐい進軍している。戦意高揚のために響く音調の外れたラッパ音と車輪のがなり立てる騒音が、伊い坂さかには悪夢の始まりのように聞こえた。

　会議室を飛び出ると、広間では族長をはじめ翼よく人じん族ぞくの皆がなめし革の鎧よろいに身を包み、力強く弓の弦つるを弾はじいていた。角刈りの族長が伊い坂さかに気づいて鼻を鳴らす。

「魔ま法ほう医いの治療には感謝している！　人間にも色々いるとは聞いていたからな！　だが、我らに降りかかる火の粉は払わねばならん！」

「ま、待ってください、族長様。そんなことしてる場合じゃ……」

「安心しろ。あの程度の俗物に敗北するほど、我々は弱くない！　さあ行くぞ！」

　族長が号令と共に右腕をあげた。うおおおお、と怒声が轟とどろいた。

　──違う。今はそんな事をしてる場合ではない。

　しかし、なにもできない。

　伊い坂さかは軍人ではない。諍いさかい事は苦手だし、人の悪口を聞くことすら好きではない。悩み事のときは神社にお参りに伺い、百円玉を投げ入れて神様頼みをする性格だ。

　魔ま法ほう医いコーディのような力もない。元々、欲しいとも思っていなかった。

　でも今だけは。争いを止める力を、願う。

　無駄だと知りながら、天に、祈りを捧ささげて手を合わせる。

「っ……」

　どうか今だけ、力を貸してください。神様。

　……その祈りは。

　医学の神様には、届かなかった。

　しかし、別の神様には繫つながったのかもしれない。

　王国軍が坂道を駆け上がり、翼よく人じん族ぞくが山頂側で弓を構える。伊い坂さかが唇を嚙かんで見守るその光景が──何の前触れもなく吹き荒れた砂すな埃ぼこりに阻はばまれた。目の前に発生した竜巻に翼よく人じん族ぞくが慌てふためく中、砂嵐は山岳の砂利を吹き飛ばし、一拍遅れてドスンと地響きがする。

　一人の男がいた。白銀の鎧よろいと青いマント、どっしりとした筋肉質の男はチェーンソーのように巨大な剣を掲げ、伊い坂さかを見るなり不敵に笑った。

「勇者、見参っ！」

　男が子供向けヒーローのような決めポーズを取る。その勇者に続いて三人の男が忍者のように膝をついた。色の異なるマントを羽織り、胸に手を当てて傅かしずく。

　勇者はじつに健康的な白い歯をキラリと輝かせた。

「この英雄たる俺様は、義理人情においても厚い男なのだ！　世話になった魔ま法ほう医いが誘拐されたと聞けば、助けに来るのは当然！」

　伊い坂さかが目を丸くする。勇者は親指を立てた。

「驚いたようだな。俺様は王国軍と協力し、裏手の山から不意をついて現れたのだ。魔ま法ほう医いが翼よく人じんどもに人質に取られては困るからな！　まさか奴やつらも、自分達の住すみ処かより高い山から人が現れるとは思うまい」

　そして彼はいつも通り無駄にマントを翻ひるがえし、膝をつく三人を紹介した。

「魔ま法ほう医いよ、見るがいい！　彼かれ等らは俺様の新たなる弟子である！　……実は、俺様に憧れた勇者志望者が意外と多くてな。折角なので忠告に従い弟子を取ることにした。その中でも才能溢あふれる三人だ。お陰でダンジョン探索も自重し、週五日に減らす方針を立てることができた。ああ、もちろん野菜も喰くうぞ。そのお陰か最近、身体がとても引き締まる！　異国の魔ま法ほう医いの言葉も、たまには聞いてみるものだ！　素晴らしい！　ふははははっ！」

　言いたいことは色々あった。自重と言いながら週五日だし、こんなに高い山に昇る時点で心臓の負担も大きいはずだ。

　でも、今は。

「勇者様。お願いがあります」

「ん？　なんだ、特別に聞いてやろう。魔ま法ほう医いには恩があるからな！」

「……争いを、止めてください」

　伊い坂さかは願いを込めて、頭を下げた。

　勇者は、ふむ、と自慢の顎あご髭ひげを弄いじり、伝説の勇者らしく剛胆に笑う。

「事情は分からんが、いいだろう。俺様は英雄だ、戦いくさの調停など容易たやすいこと！」

　そう大声で宣言するなり大剣を摑つかみ、次の瞬間には見事な大ジャンプをしていた。伊い坂さかの前でいきなり王国軍と翼よく人じん隊の間に飛び込み、巨大な剣に全力を込める。

「弟子達よ。我が勇者たる奥おう義ぎ、しかと見るがいい！　必殺、地爆大斬剣！」

　怒声とともに大剣を地面へ叩たたきつけ、なんと王国軍の進路にどでかい溝をぶち開けてしまった。伊い坂さかは己の目を疑い、弟子達は「あの必殺技、毎回名前が変わりますね」と気楽に呟つぶやく。大地にできた底なしの亀裂を前に、王国軍の進撃が止まる。

　勇者は己の必殺技に酔いしれていた。

「ふははははーっ！　これが俺様の真の実力よ！　どうだ、王国軍！」

「……おい勇者、貴様どうして邪魔をする！　裏切る気か！」

　王国軍から非難の声が上がるが、勇者は馬鹿馬鹿しいとばかりに剣を掲げた。

「裏切る？　違うな！　この勇者フォルグス・フリーク、剣を抜くのは己の正義の為ためのみよ！　カッコイイ！　さあ弟子達よ、俺様についてくるがいい！　どうやら魔ま法ほう医いは誘拐などされていないと見た。皆の誤解を解き、今こそ世界の平和のために戦うのだ！」

　勇者の叱しつ咤た激励に「はい！」と弟子達が声を揃そろえ、剣を抜いて飛び上がった。突然の裏切りに足並みを乱しつつ、それでも亀裂を乗り越えようとする王国軍へと肉薄。鉄馬車を次々と剣の錆さびへと変えていく。翼よく人じん達は人間達の内紛を前に、呆あつ気けに取とられて動けない。それすらも勇者の計算の内だろうか。

　いや。今はどちらでもいいと思った。現実として、戦は終息に向かっていた。

　──高慢にして傲慢な勇者、フォルグス・フリーク。その男は性格面にも態度にも、幾つか問題はあるかもしれない。しかしその日、その瞬間。彼は確かに伝説の勇者であった。

　一人の犠牲者も出すことなく、王国と翼よく人じん族ぞくの諍いさかいを止めることに成功したのだから。
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　とはいえ戦闘が中断されても病が解決した訳ではない。戦の後こそ伊い坂さかの仕事だ。

　勇者の大活躍と伊い坂さかの懸命な説得により、翼よく人じん族ぞくと王国軍代表との会談にまでこぎ着けた。しかし雰囲気は最悪だ。翼よく人じん族ぞくの会議室は、今もマフィア映画のような緊張感に包まれている。ドクのせいで壊れた窓枠が揺れ、一層荒すさんだ空気を醸かもし出だしていた。

　右側上座に翼よく人じん族ぞくの族長。黄金の腕章をつけて腕組みする姿は見事なまでにヤクザの組長だ。

「休戦は受け入れよう。だが簡単に和解するほど甘くはないぞ！」と苛いら立だっている。

　一方、対面の左側は人間代表だが、こちらも厄介な人がふんぞり返っていた。

「クッ……王国軍はァ、いつからこうも軟弱になったのですかねェ……？」

　所長である。三角帽子にひらひら白衣と相変わらず奇抜な衣装で、今は尖とがった頰に湿布のような札を貼っていた。さっきの戦闘中、停戦命令を最後まで無視したので勇者に「聞き分けがない」とぶっ飛ばされた痕だ。

　で、その族長と所長、および王国軍隊長、さらに勇者という中年組の視線を集めているのが伊い坂さかだ。ドクも一緒のせいで顔面偏差値が凄すごいことになっている。

　びびるな、と自分に言い聞かせた。踏ん張るのだ。倒れたコーディのためにも。

「えっと。話をまとめますと、いま起きている病気は翼よく人じんのせいでも、王国のせいでもありません。……ですので、協力をお願いしたいんです。病に立ち向かうには国や種族を越えた協力が必要です。僕達の世界には【国境なき医師団】というものがありまして、そこは──」

「その話にはァ、根拠はあるんですかァ？　この鳥頭達が原因ではない、とォ？」

「……はい。根拠はあります。ただそれを証明するには、医学的にウィルスというものを」

『待て少年。この手の相手にはもっと有効な方法がある。たまには我が良よい所を見せよう』

「え？」

　ドクがふわりと所長に近寄り、雑談のような耳打ちを始めた。

『所長殿、此こ度たびはご足労であった。うちの娘がいつも世話になっている』

「あらァ、ドク。お久しぶりですねェ。でも今はゆっくり話をしてる場合じゃあ……」

『ところで最近の調子はどうだ？　王国での流行はやり病。研究所として全く対抗策を打ち出せず、そろそろ首を刎はねられる頃合いではないかと思うが』

　所長の頰が引きつった。

「な。なンのことであるかなァ？」

『大した推測ではない。貴公の立場は医療機関の所長。……成果を焦あせったのであろう？　翼よく人じんが真の原因であろうとなかろうと、とりあえず言い訳を用意せねば、立場的に、な』

　所長の顔に、ぶわっと脂汗が吹き出る。

『なぁに。我はその事実を咎とがめようとは思わぬ。それより現状を鑑かんがみよ。この場には大だい怪かい鳥ちよう退治の勇者に、我がフランツェ家の娘。異世界の医師に翼よく人じん族ぞくの長おさまでいる。仮にここで彼かれ等らに協力して失敗しても、今の状況なら責任など簡単になすりつけられる。そう思わんか？』

「……ハッ！」

　所長の目が爛らん々らんと輝いた。セコい大人の眼まな差ざしだった。

『所長殿は勇者に脅迫され協力を強要された。翼よく人じん族ぞくに王国軍を人質に取られ、やむを得ず従った。となれば彼かれ等らに協力しようと責任は問われぬ。逆に万が一、彼かれ等らが成功すれば手柄は貴公のもの。何せ王国の医療研究所の所長なのだからな』

　所長が眼鏡を直した。たぶん、頭の中でインチキな計算をしたと思う。

「ま、まァ、そこまで言うなら、やぶさかではないッ！　王国軍として協力しまショウ！　ただし責任は取りませんがね！」

　ちなみに今の話は割とダダ漏れだった。王国軍の隊長も呆あきれ、族長は「こいつムカつくな！」と、しかめ面つらをしていた。

「ドク……今のは、う～ん……」

『世の中には様々な人間がいる。少年は【袖の下】なる賄賂を嫌いと話すが、時には金と権力で一時的な信頼を買うのも大人の嗜たしなみよ』

　大人って嫌だなぁ。

『だが人間は誤魔化せても、病は誤魔化せん。状況はどうだ？』

「うん。……かなり厳しいのが現状かな。僕も悪あがきを考えたんだけど……」

　伊い坂さかも脳内の医学辞書を探る間に、一部の漢方薬がインフルエンザに効くという話を思い出した。例えば麻黄湯という、発汗作用のある麻ま黄おう、そして咳せき止どめ作用のある杏きよう仁にんなどで構成される漢方がインフルエンザに適用があると思い出したのだ。もちろん万能薬には程遠く、その上こちらの世界では薬草が商業用に栽培されている訳でもないため数不足は明らかだが……

「いま翼よく人じんさんに手伝って貰もらって薬草を集めている最中ですが、数に制限があるのが現状です。王国の人と、翼よく人じんの間でうまく分けるしか……でも、その分配方法となると、えと」

「でわ、増やせば良いのではァ？」

　所長が意味の分からないことを口にした。

「我々、王国の回復魔法はァ、その気になれば植物の生長を促進できるのですッ！」

「え……なんですか？　それ」

「なんだねェ、君。一度も見たことがないのかァ？　魔ま法ほう医いが、肌の傷を再生するところを。仕組みはあれの応用、回復魔法で皮膚の再生を促すように、植物の発育を行うのですッ！」

　実は回復魔法と呼ばれるものには二種類あるらしい。

　一つはコーディが風邪の患者さんなどに使用する体力回復の魔法。もう一つは伊い坂さかも驚いた、外傷や皮膚炎などに使う皮膚再生の回復魔法である。確かにメカニズムが違うと思っていたが、その魔法を応用すれば植物の生長をも促せるのだとか。

「あのぉ、所長様。それは具体的に、どういう方法で？　どんな植物でも生長を？」

「まァさすがに、万能ではないのですがね。再生系の回復魔法は、触れている部分にしか作用がないのでなァ……一定以上の厚みがある物には、ウゥム……」

　例えば薄皮のようなものには作用できても、茎のように一定以上の厚みがある物は上手うまくいかない場合が多いらしい。その他にも課題点はあるらしく、急激な生長は逆に対象にダメージを与えてしまうのだとか。所長は主張の割には意気消沈していた。

　とはいえ、今は藁わらにも縋すがりたい状況だ。微量でも薬草を生長させ、薬の足しに──

　いや。待てよ？

　生長を促進させる回復魔法。それは、もしや。

　特定環境下にて増殖する、五百ナノメートルの微小ＲＮＡ体にも有効ではないだろうか。

　回復魔法の原理は不明だが、その力を使えば【ウィルス】増殖が可能では。そして増殖後にウィルスへアルコール等を混入して死滅させれば、精度に問題はあるが、簡易のワクチンを作成できる可能性が……

「……いや」

　植物や皮膚は自然経過で生長するが、ウィルスが増殖するには苗床が必要だ。苗床といえば鶏の卵、それも患者さんの数を考えれば十万、百万単位の卵が必要になる。

　養鶏場？

　しかし仮に十万単位の卵があったとして、今度は卵全てにウィルスを注入して増殖させる人員が問題だ。単に卵に注射針をぶすっと刺せば良い訳ではなく、卵の中の漿しよう尿によう膜まくという場所に刺す必要があり、一個はともかく十万単位でやるのは技術的にも労力的にも難しい。第一、その数の卵がない。

　……補う方法は、ないだろうか？

　考えろ。考えるんだ、伊い坂さか錬れん次じ郎ろう。コーディに背中を託された身として。

　十万もの大量の卵ではなく、例えば……

　ひとつの巨大な卵が存在すれば？

　確か鶏の卵の代わりに、ダチョウの卵を使ってウィルスを増殖させる手法が検討された事例があった。インフルエンザウィルスのワクチン作成にも利用され、実際に大量採取が可能だという報告があったはず。

　だが、この世界でダチョウが簡単に見つかるだろうか？

　いや、要は大きな鳥の卵であれば良いのだ。

　非現実的でもいい。巨大すぎる卵、つまり巨大な親鳥だ。

　それこそ異世界の伝承に登場するような、怪物級の存在。

　つまり。

「……大だい怪かい鳥ちよう」

　その呟つぶやきは、閃ひらめきではあった。

　だが正直にいえば閃ひらめいたというより、閃ひらめいてしまった、という失望感が強かった。脳裏にあの化物の淀よどんだ瞳が浮かぶ。全身を包む黒い風に、膝をつく勇者の姿。第一級の魔法使い達の猛攻をものともせず、コーディすらも退けた化物だ。

『少年。何か閃ひらめいたか？』

「いや、えっと」

『方法があるなら何でもしよう。ここの面子めんつとて、状況を改善したい気持ちは共通だろう』

　ドクに続き、族長が、勇者が、王国軍の隊長が頷うなずいた。所長だけは渋い顔をした。けれど。

「……もう少し、考えさせてください」

　解決の糸口は大だい怪かい鳥ちようにあり。あの怪物を皆で倒し、世界に平和を！

　その一言は後戻りのきかない弾丸となる可能性を秘めていた。伊い坂さかに戦闘能力はない。大だい怪かい鳥ちようとの戦闘は王国軍と翼よく人じん族ぞく、勇者が主体の総力戦になるだろう。戦闘になれば怪け我が人にんが、下手をすれば死者が出る。勝てるかも分からない。

　そして卵を得ても【ワクチン】が確実に作れる保証もなかった。この世界には電子顕微鏡も清潔区域も存在せず、回復魔法に頼る時点でエビデンスも皆無である。イタズラに魔物を刺激し、その上で失敗すれば伊い坂さかは「病気が治る」と皆を扇動した極悪人だ。

　リスクが、あまりにも高すぎた。

「すいません、皆さん。ちょっと考えがまとまらないので、後でもう一度お話ししても良いですか。……ごめんなさい、お手数をかけてしまって」

　伊い坂さかは族長達に頭を下げて会議場を後にし、思考を整理する。

　成功確率を上げるためにも、事前実験をするべきだ。鶏卵を使用し、本当に回復魔法でウィルス増殖が可能か検証する。可能であれば次の作戦を再考する。もし大だい怪かい鳥ちようを撃退するなら、硫酸などの薬品生産も必要だろう。リアさんの協力が必要だ。そして……

　本当にやるのだろうか。

　戦の責任を、伊い坂さかは取れるのか。

　実行可能だと判断したとき、皆に頭を下げるのか。治療は失敗するかもしれないが、大だい怪かい鳥ちようをやっつけてください、と。

　それで失敗したら？

　──怖い、と感じた。

　提案そのものが、一歩間違えれば奈落の底に繫つながっている。

　会議場の外には、透き通るような青空が広がっていた。翼よく人じん族ぞくの集落が高地にあるせいか、空気が薄い。肺を圧迫するような息苦しさ。僅わずかな心拍数の上昇は、緊張とストレスによるものだろう。伊い坂さかの冷静な医学知識は、こんな時も正しく自己分析をしてくれる。

　理解している。分かってはいる。

　最後は自分で決断し、責任を持たなければいけない、と。

　……なのに気がつくと、伊い坂さかはコーディの元を訪れていた。

　彼女は集落の一角でいつものテントを広げて休んでいた。テントの四隅には暖色系の魔法灯が浮かび、コーディは診察用の簡易ベッドに寝転がったまま魔法白書を開いている。じつに彼女らしいと思いつつ、伊い坂さかはそっと声をかけた。

「ダメだよ、コーディ。休まないと」

「そうは言いますけど、私だって対策をですね……」

　彼女がごろりと伊い坂さかの方に寝転がり、眉をひそめた。

「イサカ。ずいぶん酷ひどい顔をしていますけど。何かあったのです？」

「え。あ、まあ……うん」

　彼女なら、どう判断するだろう。尋ねてみたい気がした。

　だが病身のコーディに話すのも気が引ける。今以上に重荷を背負わせるのも……

　と思っていたら、彼女はもそもそと布ふ団とんから這はい出でてベッドに腰掛けてしまった。

「ち、ちょっと、コーディ。ちゃんと寝てないとダメだって」

「いいえ。私は魔ま法ほう医いです。どんな状況でも、患者さんが来たら治療をしなくてはいけません」

「だから今は……」

「ですので、今から診察を始めます」

「はい？」

　彼女は熱ぼったい顔で杖つえを握り、伊い坂さかに胸元の魔ま法ほう医いバッジを提示する。

「私達、魔ま法ほう医いには守秘義務というものがあります。これは患者さんと魔ま法ほう医いの信頼を結ぶ約束で、決して他の人に秘密を他言しないという内容です」

　ぽかんとする伊い坂さかの前で、コーディが「それで」と続ける。

「今日は、どうされましたか、患者さん。……ずいぶん青い顔をされてますね？」

　ようやく意図に気がつく。

　コーディが、ふふっ、と微笑ほほえんだ。

「言ったでしょう？　私は魔ま法ほう医いです。どんな状況でも、患者さんを見たら頑張るのです。……それで？　今日はどうされましたか、患者さん？」

　彼女が人差し指をそっと口元に運ぶ。秘密の話でも構いません、と。少しお姉さんぶって。

　ふっと心に火が灯ともるのを感じた。

　緊張に絡からめ取られた身体が、ほどけていく……

「うん。ありがとう」

　伊い坂さかは重い息をついて、コーディに打ち明けることにした。大だい怪かい鳥ちよう討伐の可能性と【ワクチン】失敗の可能性について。伊い坂さかが負うべき責任について。

　彼女は一通り話を聞いた後、未だ赤い頰を緩めて診断を下した。

「分かりました。では今から、あなたに治療を行います」

　杖つえを脇に置いて、彼女が伊い坂さかへと指先を伸ばす。

　ぺちん、とおでこにデコピンされた。

「あなたの病気は、すぐ調子に乗る病ですね。……いいですか？　本来なら今回の件も、私達魔ま法ほう医いが対処すべき事態です。客人のあなたが責任を負う必要はありません。あなたは素直にいまの報告と、成功の可能性を話して、あとの決断は偉い人に任せる。それが私の見解です」

「コーディ。でも」

「それでも不安だというなら。私が、代わりに責任を取りましょう」

　そして彼女は自らの魔ま法ほう医いバッジに手をかけ、ぶちりと力強く引きちぎった。

　え、と驚く伊い坂さかの胸に、十字架と杖つえの描かれた魔ま法ほう医いの証あかしを押しつける。

「私の名は、魔ま法ほう医いコーディアリア・フランツェ。その魔ま法ほう医いのバッジを、あなたに賭けます」

「で、でも」

　伊い坂さかは慌てた。それは彼女の誇りであり、アイデンティティだったはずだ。

　コーディが唇を嚙かみ、伊い坂さかを正面に見据える。

「イサカ。私はあなたの〝カガク〟や邪よこしまな錬れん金きん術じゆつを理解した訳ではありません。信用した訳でもありません。ですが、あなたという人間になら、賭けても良いと判断します。ですから恐れずに、やってください。何かあったら私が一緒に心中してあげます。……まあ、心中するのは今回が初めてではありませんけど」

　思えば、いつもそうだった。コーディは伊い坂さかの裏で、常に責任を取ると約束してくれた。

　初めて会った村でも、彼女は伊い坂さかの治療に間違いがないか一軒一軒、家を訪ねて確認した。

　テテさんの部屋に忍び込む時も、一緒に土下座しようと約束した。

「私に手伝えることがあれば、教えてください。……協力なら、何でもしますから。ね？」
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　彼女が口にして、やがて疲れたようにベッドに倒れ込む。

　胸の内の不安は、不思議なほどに消えていた。

「ありがとう、コーディ」

「ええ。たまには感謝されておきます。お大事に」

　──伊い坂さかは一人ではない。

　彼女から借りたバッジを胸元にピン留めする。魔法の力だ、と思った。心の底から勇気が湧き上がる奇跡の魔法だ。覚悟は決まった。伊い坂さかは大だい怪かい鳥ちよう討伐を進言する。失敗したら、その時はコーディと共に身を投げる覚悟でいこう。

　今の伊い坂さかにできることは成功の確率を高め、医者として邁まい進しんすること。

「じゃあ早速だけど、コーディ。とても大事なお願いがあるんだ。まず回復魔法でウィルスが実際に増やせるか実験をしてみたい。そのために、ウィルスの採取をしたいんだ」

「……分かりました。で、方法は？　もしかしてまた、あの痛い針を腕に刺すのですか？」

「ううん。あれより簡単だよ」

　伊い坂さかは腰の巾着から、綿棒を取り出して微笑ほほえんだ。

「まずコーディの鼻の穴に、採取用の綿棒を突っ込んでぐりぐりする」

「………………は？」

　医学に誠実に向き合う。そう決意した以上、ここからが伊い坂さかの本領発揮だ。やると決めたからには必ず成功させる！

　と思ったが、コーディはなぜか頰を引きつらせていた。

　たっぷり三十秒はあっただろうか。彼女がもう一度尋ねてきた。

「いま、なんと言いました？　鼻に？　突っ込む？」

「そうだよ？」

「……なにを？」

　伊い坂さかはお手製の綿棒をみせる。

　採取に失敗しないよう、念入りに！　でかい棒にしました。

「その、太くて硬そうなものを？」

「うん」

「私の、鼻に？」

「うん」

「……な、ななな、なっ」

　彼女は火山が大爆発したように顔を真っ赤にして布ふ団とんを叩たたき付つけた。

「あなた乙女になんてこと言い出すんですか！　私これでも女の子なのですよ!?」

「えぇ～？　でもさっき、なんでもするって」

「言葉のアヤというものです！　それに採取は私でなくても大丈夫でしょう！」

「そうだけど、僕もさすがに知らない人の鼻に綿棒入れるのは、ちょっと……」

「それ私なら良いってことですか!?　あなた随分いい性格してますわよね！」

「お願い、先っぽだけだから。ね？　痛くしないから。いや本当は少し痛いと思うけど」

「いーやーでーすーっ！　何でもするって言ったけど、ヤダったらヤダ……」

「ねえ、コーディ」

　バタバタ暴れて嫌がる彼女に、伊い坂さかはぐいと押し倒す勢いで身を乗り出した。

　彼女は伊い坂さかのために自分のバッジを賭けてくれた。コーディは心中も辞さないと話したが、彼女のバッジを預かった以上、絶対に成功させる気持ちだった。一切の手を抜きたくない。本気だ。人生でここまで本気になった記憶がない程に、本気だ。

「コーディ。僕はワクチン作成を絶対に成功させる。翼よく人じんさんも、王国のみんなのためにも。なにより責任を取ると言ってくれた、君のために。だから、お願い。他に頼める人がいないんだ。君が相手なら、僕は遠慮なく採取に励むことができる」

「い、イサカ……」

「君の鼻水が、世界を救うと思って！」

「あんた頭おかしいんじゃないですか!?」

「本気だよ！　僕は本気で言ってるんだよ、コーディ！　きちんと話をして理解してくれるのは、この世界では君しかいない。君だけなんだ。君にしか頼めないことなんだ！」

　コーディの両肩を摑つかみ、輝く瞳を貫くほどに見つめた。彼女はとても純粋で高潔で、だから彼女に頼みたかったし、彼女にしか頼めないと思ったのだ。

「[image: ～][image: ～]っ！」

　コーディが声を詰まらせる。伊い坂さかの腕を嫌そうにぺちぺち叩はたき、細い指先が伊い坂さかの袖を摑つかんで震える。もうっ、と彼女が愚痴に近い呟つぶやきを零こぼした。

「信じられません。まったく、そんなバカみたいな話があるなんて……！」

　彼女の表情は茹ゆで蛸だこのようにのぼせている。唇をアヒルのように尖とがらせ、尚なおもむず痒がゆそうな顔で伊い坂さかを見返していたが、やがて腕を下ろし、ベッドに仰向けのまま伊い坂さかを受け入れる。

「……責任、とってくださいよ……？」

　コーディが、瞼まぶたをそっと閉じた。

「ありがとう、コーディ」

　伊い坂さかはゆっくりと綿棒を摑つかみ、彼女と口づけを交わせる程に迫る。ベッドが軋きしみ、金髪が綺き麗れいなシーツにふわりと広がった。

　彼女が一生懸命に目を瞑つぶり、覚悟を決め、ぐっと顎を上げる。

　それが思わぬ不意打ちとなった。

　困ったことに、……伊い坂さかはその顔がまったくもって可愛かわいいことに、不覚にも気づいてしまったのだ。隠しきれない羞恥心を我慢して医学に奉仕する少女が、この世で何よりもうつくしく、尊いもののように見えた。

　その姿が、不意に決意を揺らがせる。

　伊い坂さか練れん次じ郎ろうは、この少女と……

　現代に戻れば二度と出会えない彼女と、何の未練もなく別れられるだろうか？

　不可視の刃を胸に突きつけられた気がして、小さく首を振った。だが、その時に感じた衝動は、何度頭を振っても伊い坂さかの胸から抜け落ちることはなかった。




[image: ]




　賽さいを投げれば、動き出した歯車は止まらない。

　大だい怪かい鳥ちよう討伐の件に関して相談を持ちかけたところ、意外にも紛糾することなく王国軍と翼よく人じん族ぞくおよび勇者の共闘が決定された。相性の悪そうな彼かれ等らが素直に合意したのは、医学的見地とは異なる事情がある。

　双方共に大だい怪かい鳥ちようの存在を忌いま々いましく思っていたからだ。王国側は大だい怪かい鳥ちようによる人的被害に加えて田畑の壊滅、さらには何度か編制した大だい怪かい鳥ちよう討伐隊も悉ことごとく返り討ちにされた経緯がある。

　気持ちは翼よく人じん達も同じだ。彼かれ等らは翼に宿る魔法で飛行する特徴を持つが、大だい怪かい鳥ちようの黒い風は魔法の力を失わせる。飛行能力を奪われた彼かれ等らに勝ち目はなく、また彼かれ等らの住すみ処かも幾度か襲撃を受けたという。つまり敵の敵は味方、清せい濁だく併あわせ吞のむ政治的判断である。ドクの話す裏工作や一時的な協力も、時には必要なことかもしれない。

　一方、伊い坂さかは予定通りにウィルスを採取した後、三つの作業を並行して進めることにした。

　まず実際にウィルスが回復魔法で増殖可能かどうか。従来の手法通り、鶏卵に救急箱から取り出した注射針を使ってウィルスを注入し回復魔法を使用する。その後に苗床である漿しよう尿によう膜まくを回収、濾ろ過かして液体を採取し、生ワクチンと思われるものを入手した。ただし電子顕微鏡がないため本当に増殖したかを確認する術がない。そこで伊い坂さかの取った方法は……

「すいません。本当は、この方法は最後の手段にしたかったのですが……」

　やむを得ず被験者を募ることにした。伊い坂さかは何度も頭を下げ、手厚いバックアップを確約した上で増殖した生ウィルスを注射し、実際にインフルエンザへの感染を確認した。悲しい話だが、医学の歴史において薬の効能を証明するための人体実験は幾度も行われている。現代でも安全性は段違いであるものの【治ち験けん】という形で存続している制度だ。

　それら回復魔法の検証と同時に、実際にワクチンを作成するための消毒用アルコールの調達、および魔法具で使えそうなものの確認。伊い坂さかは以前ロニア魔法具店で見かけた浄化作用を持つ聖水のことを思い出した。アルコールを多分に含んでおり消毒作用が知られているとの理由から、補助用品としてこれも加える。理論上の不活性ウィルスの完成だ。

　最後に肝心の、大だい怪かい鳥ちよう退治のための薬品作成に取りかかった。伊い坂さかは翼よく人じんの族長にお願いし、ペドロ兄弟の翼を借りて魔女の家を訪れる。リアさんは相変わらずの無表情で実験室に案内してくれたが、伊い坂さかはそこで目を疑う光景に遭遇した。薬品棚に大量の硫酸や硝酸、さらには伊い坂さかが苦心して作成したニトログリセリンが山積みにされていたのだ。

「ど、どうしたのこれ！」

「作った。好奇心。必要？」

「っていうか危ないよ、こんなに作ったら！　……でも、助かる」

　正直なところ硫酸作成において、原材料の調達をどうするか目め処どが立っていなかった。が、これだけあれば問題無い。とはいえ大量のニトログリセリンは強力ではあるものの、運搬時や使用時には爆発の危険が伴い、ダイナマイトのように使用するにはニトロセルロースを混合してゲル状にする必要がある。今回は時間がなく危険性が高いため、家に置いておく。

「ねえ、原材料はどうしたの？　前はオキシドールとかも使ったけど、こんなに作るのは……」

「魔法で補助した。魔ま法ほう医いは嫌いだけど、魔法は本来、錬れん金きん術じゆつと相性がいい」

「え、そうなの？」

「錬れん金きん術じゆつと魔法は別の原理で動作する。錬れん金きん術じゆつがＸ軸なら、魔法はＹ軸。次元が違う概念。だけど互いに関わることで、錬れん金きん術じゆつも、魔法も、新たな次元に進むことができる。……父の受け売り。だから父は、魔法使いのドクとも交流して魔法のことを調べていた」

　彼女にしては珍しく饒じよう舌ぜつに語り、伊い坂さかの袖を摑つかんだ。

「イサカ。あなたの技術と知識があれば、私はもっと、父と、錬れん金きん術じゆつの神髄に近づける」

　鋭い眼まな差ざしで、じっと見上げる。

「対価を提出する」

　リアさんの指先に銃はない。しかし彼女の無表情な瞳は、……いや、感情がないように見える眼まな差ざしの奥、強烈な熱を秘めた少女は、小さな人差し指で伊い坂さかの心臓を指した。

「イサカは前に、元の世界に帰ると話した。だから、あなたを引き留める対価を用意した。薬品は必要なら全部あげる。道具も自由に使っていい。そして、私はあなたに魔法と錬れん金きん術じゆつを重ねる知識を提供する。だから残って」

　そして彼女は初めて、仲間を見るような不思議な笑えみを浮かべた。

「必要なら、私もあげる。興味は、ない？　魔法と医学が交わる、この世界に」

　──それは、コーディとの会話とは全く異なるベクトルからの衝撃だった。

　魔法という、この世界独特の物理法則を超越した力と〝カガク〟の融合。皮肉にも、伊い坂さかがいま行おこなっているワクチン作成こそ、回復魔法を使う手法そのものだ。

「あなたは私に似てる。表面は穏やかでも、好奇心は抑えられない」

　伊い坂さかの中にも彼女と同じ感覚は根付いている。好奇心という名の、古くから人間に備わる魔性の心だ。コーディの話を思い出す。悪魔の取引に応じて様々なものを差し出した結果、自身が悪魔になってしまう逸話。

　興味がないといえば、噓うそだ。回復魔法に数多あまたの魔法。それらが示す、新しい世界──

「……リアさん。その話は後で考えます。いまは、協力して欲しいことがあるんです」

　誘惑を振り払い、返答を保留する。いまは大だい怪かい鳥ちよう討伐作戦に、心血を注ぐ時だと思った。
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　伊い坂さかの献身的な看病もあり、コーディのインフルエンザは三日ほどで解げ熱ねつした。本来なら感染予防のため体内のウィルス排出が収まる五日間の休息を目め処どにする所だが、王都や翼よく人じんの集落では今もインフルエンザの猛威が続いている。事態の収束を図るべく、作戦の早期決行が支持された。そして──







　その山はブラント街の東の先、王都とは反対側にある山岳地帯の一角に存在した。山頂付近は常時黒い霧に覆われ、暗雲がへばりつくように漂っている。大だい怪かい鳥ちよう自身か、或あるいはその住すみ処か自体が黒い霧を毒素のように発しているというのが王国側の見解だ。

　その難攻不落の居城に対し、王国軍と翼よく人じん族ぞく、及び伊い坂さか達が立てた作戦は単純なものだった。

　敵を挑発し、おびき寄せ、罠わなにかけて倒す。

　当初、伊い坂さかは非戦闘員のため戦闘には参加せず後方待機の予定だったが、ある提案により大役を請け負う。コーディは反対したが、作戦立案者として伊い坂さかが協力したかったこともあり、ペドロ兄弟とコーディが傍そばに付くことを条件に許可が降りた。

　開戦の合図と、敵の挑発だ。

　──作戦その一。大だい怪かい鳥ちようは、決して復ふく讐しゆう心を忘れない。

　伊い坂さかは不思議と、あの大だい怪かい鳥ちようが自分の顔を記憶している確信があった。片目を焼かれた後、空より見下す大だい怪かい鳥ちようの紅の眼めに、常理を超えた恐怖を感じたのだ。

　ペドロ兄の背中に摑つかまって空高く飛び上がり、どっしりと重い雲を被かぶせた山の頂を見据える。太陽が真上に輝く午後零時。指定時刻と共に、黒の森の端から、そして黒の森から信号弾が打ち上げられた。準備完了の合図だ。

　空を見上げる。見事なまでの晴天模様だ。

　伊い坂さかは胸いっぱいに、これでもかと空気を吸い込み、開戦の合図を放った。

「大だい怪かい鳥ちようさん、こんにちわーっ！　先日あなたの邪魔をした、伊い坂さか練れん次じ郎ろうでーす！　今日は、皆さんで遊びに来ましたああああっ！」

　──遊びに来ました[image: ～][image: ～]……

　──来ました～……

　……

「あれ。出てこない」

「イサカ、台詞せりふが悪かったのではないです？　遊びに来たって何ですか！」

「いや、大だい怪かい鳥ちようってプライド高いって聞いたから、悪いけどちょっと馬鹿にした感じが良いかな、って考えたんだけど……」

「それにしても」とコーディが抗議した時だった。

　ぞわりと闇が蠢うごめいた。

　伊い坂さかが顔を上げた直後、弾丸のような炎が黒い霧を引き裂く。「兄者！」とコーディを背負うペドロ弟の警告とともに伊い坂さかの身体が急降下。頭上を掠かすめた炎が空の彼方かなたへと散った。頰に触れた熱が戦闘の始まりを意識させた。暗闇が翼を開く。大だい怪かい鳥ちようが己の巨体を惜しむことなく露あらわにし、紅の両目が伊い坂さかを捕える。

「え、噓うそ!?」

　動揺したのは伊い坂さかだ。大だい怪かい鳥ちように、確かに傷を与えたはずの左目が。完全に復元していたのだ。

「もしかして、回復までする……とか？」

　驚異的な再生能力すら大だい怪かい鳥ちようの特性だというのか。怖おぞ気けすら感じながら伊い坂さか達は空中反転し、コーディと共に逃亡を開始する。落ち着こう。大丈夫。たとえ怪け我がが自然回復したとしても、一気に仕留める。相手が生命体である以上、必ず突破口があるはずだ。

　──作戦その二。指定地域までの誘導。

　伊い坂さかはペドロ兄の首筋にしっかりと腕を回す。コーディが防護魔法で援護を開始。伊い坂さかの周囲が白いドーム状の壁に包まれる。背後を確認する余裕はなかった。肌を切る風の音と、時おり防護魔法に弾はじかれ墜落していく炎が視界に映る。大だい怪かい鳥ちようは火炎を散らしながら迫り、ペドロ兄弟がその軌道を確認しながら黒の森へと退避する。

　実は、大だい怪かい鳥ちようにも唯一といえる弱点があった。

　巨体のせいかは不明だが、敵の飛行速度は決して速いものではない。その姿は鈍足の巨大爆撃機のようであり、僅わずかに伊い坂さか達がリードしている点だ。

　黒の森上空へ差し掛かる。高速で揺れる視界の中、眼下に魔女の家が映り、それを合図に伊い坂さか達はさらに急降下し森へと迫る。大だい怪かい鳥ちようが獲物を狙い定めて追尾する。闇の迫る感触が、背中に張り付いた気がした。大だい怪かい鳥ちようの体たい軀くから溢あふれる黒い霧が肌に触れ、兄弟が揺れる。翼よく人じん族ぞくの飛行能力は魔法の力だ。敵に取り込まれたが最後、翼を失い墜落する。

「弟者よ、問題ないか！」

「ハッ。兄者が問題ない限り大丈夫であります！」

「だそうです、魔ま法ほう医い様！」

「ありがとう、がんばって！」

　兄弟が加速した。大だい怪かい鳥ちようが紅の瞳を輝かせ翼を立てる。黒い霧が貪欲に密度を増し、血に塗れた嘴くちばしを開く。己を傷つけた獲物は、必ず潰す。大だい怪かい鳥ちようは自らの執念を体現し伊い坂さかに迫る。それは伊い坂さか達にとっても目もく論ろ見み通りだ。

　突然、足下に並ぶ黒い森が揺れた。

　伊い坂さか達が左右に散り、すれ違うように森の影から翼よく人じん族ぞくが次々と空へ飛来する。直後、大だい怪かい鳥ちようの眼前に巨大な金属網が現れた。捕獲用ネットとして作られた鉄の鎖だった。鎖の端を摑つかむ翼よく人じん達たちが大声をあげて空一杯に散り、大だい怪かい鳥ちようの巨体を包むように網を放つ。

　──作戦その三。敵の飛行能力の制限。

　本作戦の肝だった。大だい怪かい鳥ちよう退治における最大の障害は、敵が魔法の無効化と飛行能力の両方を同時に持つこと。こちらの魔法は届かず、勇者の刃も空を飛んで回避する。その飛行能力さえ奪うことができれば、勇者をはじめ地上戦に持ち込める。

　空中展開された金属鎖は王国軍の魔法使いにより、賢者の遺灰で装飾されていた。浮遊効果を得て空飛ぶ壁となった鎖は、大だい怪かい鳥ちよう自身の加速も重なり勢いよく絡からみつく。そして大だい怪かい鳥ちよう自らの特性により遺灰の浮遊魔力は無効化され、ずしりと重力を取り戻した。顔面から自由を奪われた魔物が悲鳴をあげる。鎖の自重に抗あらがい空中でもがく大だい怪かい鳥ちよう目がけ、隙をついて翼よく人じんの別働隊が矢を放つ。先端には、透明な液体を混ぜた試験管が何本もくくりつけられている。

　──作戦その四。頭上から弓矢による硫酸爆撃。

　矢が鎖の合間をすり抜け、或あるいは鎖にぶつかり試験管が破裂する。硫酸のシャワーだ。大だい怪かい鳥ちようが翼を広げて炎をまき散らし鉄のネットを焦がすが、即座に消耗した鎖を翼よく人じん達たちが頭上から被かぶせて荷重を畳みかける。

　さしもの大だい怪かい鳥ちようも猛攻に耐えきれず、ついにその巨体が、森の傍そばに墜落した。

　伊い坂さかが、よしっ、と拳を握る。

　──作戦その五。最大戦力、勇者による地上戦。

　勇者達たちが王国軍と共に突撃を開始した。伊い坂さかが固唾を吞のんで見守る中、ついに勇者と大だい怪かい鳥ちようの地上戦が開始する。そう予想した。

　だが。

　大だい怪かい鳥ちようはわずかに黒い霧を濃くし、その両足にぐっと力を込めて。

　地表から、蛙かえるのように垂直に飛んだ。

　己に絡からまる鉄の重おも石しも、硫酸で傷ついた翼をも強引にねじ上げる、鳥という概念を超えた生物学的にあり得ない大跳躍と共に、一瞬、自由を取り戻す。

　淀よどんだ瞳が、伊い坂さかを捉えた。

　大だい怪かい鳥ちようの脅威を垣かい間ま見みた気がした。

　伊い坂さかは戦闘に直接関与していない。ペドロ兄弟の背中から状況の観察のみだ。しかし狂える大だい怪かい鳥ちようは本能的に、翼よく人じんも、王国軍も、伝説の勇者よりも、この男こそが最大の脅威なのだと理解しているかのような気がしたのだ。

　突然の跳躍にペドロ兄が驚き、両足を黒い霧に絡からめ取られる。飛行がぐらつく。伊い坂さかの視界がぶれた。敵が歓喜の叫声をあげ、大きな嘴くちばしを開く。そして──

　大だい怪かい鳥ちようの虹こう彩さいに、伊い坂さか達の頭上で杖つえを構えるコーディが映り込んだ。

　彼女の杖つえ先さきには鋭い光が収束していた。以前、大だい怪かい鳥ちようと真正面から張り合った、サイキョー魔ま法ほう医いコーディアリア必殺の、鮮烈なる光の魔法。

「その大ジャンプは、前に見た！」

　伊い坂さかが吠ほえた。大だい怪かい鳥ちようが勇者の手から逃亡した緊急回避の大跳躍。二度目は、許さない。

　空から極太のレーザーが打ち落とされた。有無を言わせぬ暴力的なエネルギーが黒霧を吹き飛ばし、大だい怪かい鳥ちようを背中から叩たたき付つける。不意をついた一撃が敵の背後を捉え、巨体を地面へと引きずり落とす。

　コーディの魔法が途切れるなり即座に翼よく人じん達たちが鎖を再展開、大だい怪かい鳥ちようの身体を大地へと拘束。間髪入れず勇者が疾走し、すかさず大剣を振り上げる。

　剣が、ついに敵の片翼を切り裂いた。大だい怪かい鳥ちようの悲鳴が響いた。

　そして──作戦その六。王国軍による総攻撃。

「行ええええェェェイ！　今こそ王国軍のォ！　誇りを見せるのだァァァァァァッ！」

　所長の号令に続き、大だい怪かい鳥ちようの周囲にふわりと巨大な鉄塊が浮遊した。先端に槍やりのついた王国魔法軍の鉄戦車だ。重力魔法により空中の自由を得た槍やりが大だい怪かい鳥ちよう目がけて投とう擲てきされる。翼を討ち取った勇者が身を引き、鉄の戦車による打撃の雨が降り注いだ。大だい怪かい鳥ちようの身体を激しく打ち付け、地表の一角に次々と鉄塊が積み重なる。そこに翼よく人じん達たちから硫酸の雨が降り注ぐ。

　大だい怪かい鳥ちようはなおも翼を、嘴くちばしを、炎を放ち抵抗するが、圧倒的物量が圧縮プレス機のように迫り、敵の巨大な体たい軀くを覆う瓦が礫れきの山と化していく。

　敵の反撃は次第に緩慢になり……

　やがて鉄の山と大量の酸に埋め尽くされ、ついに動きを止めた。




　その様子を、じっと空から観察する。

「仕留めた！　イサカ、間違いなくやっ……」

「待って。まだ油断しないで」

　喜ぶコーディを抑え、伊い坂さかは思考を巡らせる。病気だって治りかけが一番怖い。

　太陽の光が、妙に眩まぶしく感じられた。

　一分、二分と瓦が礫れきの山は崩れない。

「喜べ、皆の者！　我々王国軍の、勝利なのだァァァァァっ！」

　地上で所長が勝利宣言をあげている。ペドロ兄弟が一息つき、族長がコーディに近寄り、やったぞと労ねぎらいの声をかけた。でも。

　本当に、これで終わりだろうか。

　なにか見落としは無いだろうか？

　確信はない。ただ嫌な予感だけが頭を過よぎる。

　──ヒィヨォォォォ──……

　奇妙な鳴き声がした。

　それは大だい怪かい鳥ちよう自身の悲鳴であり、救援を求める鳴き声のようにも聞こえた。伊い坂さかの身体がびくりと引きつり、しかし動かない鉄の山を前に安あん堵どする。断末魔の悲鳴だろうか？

　そうに違いない、と安あん堵どの声を出そうとして……

　頭上を、不意に大きな雲が遮った。

　顔を上げる。

　そして伊い坂さかは、自分の脳裏にちらついた懸け念ねんの正体に気がついた。

　──【卵】。生命が古くから数を増やすための手段であり、生誕には多くの場合【番つがい】を必要とする。いかに巨大な大だい怪かい鳥ちようですら、この原理原則から逃れることは不可能だ。

　雌がいるなら……

　雄がいる。

　頭上をぐるりと旋回した二匹目の大だい怪かい鳥ちようは悠然と翼を広げ、伊い坂さか達たちを見下ろした。その左目はかつて見た記憶通り、焼け爛ただれたように潰れていた。勇者の因縁の相手であり、伊い坂さかを震え上がらせた真の元凶たる怪物だ。

　新たな大だい怪かい鳥ちようが高度を下げ、鉄の瓦が礫れきへと突撃した。王国兵達たちが慌てふためく前で黒い塊が瓦が解かいする。地獄から息を吹き返したもう一対の大だい怪かい鳥ちようが叫声と共に片翼を広げた。

　大混乱が始まった。







　伊い坂さか達たちも王国軍も、翼よく人じん族ぞくも、緊急事態に備えた策は立てていた。

　──作戦その三十六。逃げるに如しかず。

「全員、隊列を組み直せェェ！　と、とにかく私を守るのだァァーッ！　防御陣！」

　その時ばかりは保身に全身全霊をかけた所長の大声が役に立った。浮き足だった王国軍に目的を与え、隊列を整える。その一方、

「まずは一匹、仕留めてみせる！　今こそ好機！」

　勇者が果敢に大剣を掲げ、傷ついた大だい怪かい鳥ちようへと躍りかかる。弟子達も援護に加わり、その熱に浮かされた王国軍の一部や翼よく人じん達たちが、弓を、剣を、魔法を構え直す。瓦が礫れきから蘇よみがえった大だい怪かい鳥ちようは片側だけとなった翼を広げて威嚇するが、その巨体が突如バランスを崩し、ぐらりと傾く。

　追い詰めている。そう思いながら、伊い坂さかは新たに出現した大だい怪かい鳥ちようを睨にらむ。

　かつて片目を潰された獣は伊い坂さかを見つけた途端、金切り声のような歓喜の絶叫をあげて飛び上がっていた。ペドロ兄の後退により伊い坂さかの視界が傾く。新たな大だい怪かい鳥ちようが迫る。番つがいの危機に目もくれず、伊い坂さか目がけて一直線に。

　ある種の狂気だった。相方の危機に現れたはずなのに伊い坂さかを目にした途端、怪物は仲間を放り出して迫り来る。天敵を確実に屠ほふる、執念の怪物だ。

　再び逃走劇が始まった。

「イサカ、逃げましょう！　とにかく二匹を引き離すのです！」

「う、うん！　お願い！」

　ペドロ兄の身体に摑つかまり再上昇する。青空は場違いなほどに綺き麗れいだった。

　地上では手負いの大だい怪かい鳥ちように勇者が奮戦している。今にも押し切りそうだ。王国の魔法使い、そして族長を始めとした翼よく人じん部隊も編制を取り戻し、伊い坂さかに迫る新たな大だい怪かい鳥ちよう目がけて弓矢を、魔法を放つ。しかし届かない。風と炎が脇を掠かすめ、ジリッ、と肩を焦がす。

「弟者よ、体力は持つか！」

「ハッ！　兄者が問題なければ問題ありません！」

「だそうです、魔ま法ほう医い様！」

　その掠かすれた声に、伊い坂さかはペドロ兄弟の限界を察した。

　横でコーディが杖つえを構えて舌打ちする。

「イサカ。私が囮おとりになります。あなたは、その間に逃げなさい」

「……コーディ」

「私はサイキョーの魔ま法ほう医いです。時間ぐらい稼げます！」

　勝てる、と言わないところに彼女の本音が見えた。だが勇者の話ではないが、好機には違いない。一匹は倒せる直前まで追い込み、二匹目も誘い出せた。次が上手うまくいく保証はない。奴やつ等らは高い学習能力を備えている。同じ手が通じるかも分からない。

　狂気に満ちている今こそ、千載一遇のチャンスでもあるのだ。

　考えろ。伊い坂さかに可能なのは知恵を絞ること。逆転の芽はないか。コーディの撤退指示とペドロ兄弟の声がする。空が青い。風が身体を擦る。大だい怪かい鳥ちようの炎が伊い坂さかに迫り、コーディの防護魔法に弾はじかれる。

　答えは……

　ない。潮時だった。

「ごめん、逃げ……」

　口にしかけた伊い坂さかの視界を、ふと横切るものがあった。黒の森に紛れた魔女の家だ。リアさんは戦闘に巻き込まれないよう避難している。あの家は今、無人のはず──

　思考に電撃が走る。

「コーディ！　さっきのレーザー砲みたいな魔法、もう一発くらい撃てる!?」

「私はサイキョーの魔ま法ほう医い、何だってしてあげます！」

「ありがとう。それと、射的は得意？」

　伊い坂さかは人差し指で、銃を構える仕草をみせる。

「魔法なら百発百中です！」

「なら、お願いがある！」

　伊い坂さかは作戦を伝えた。コーディを背負ったペドロ弟が了解したと敬礼し、身を翻ひるがえして天高く上昇していく。

　よし、と頷うなずき伊い坂さかは背後の大だい怪かい鳥ちようを睨にらみ返した。大だい怪かい鳥ちようは濃密な黒い霧をまき散らし、狂気に彩られた眼めで伊い坂さかをマークしている。同時に頭上のコーディを窺うかがう仕草を見せた。

　警戒している、と感じた。

　ヤツはコーディの魔法の力を知っている。

　その意識を、少しでいい。警戒心をこちらに向け、一瞬だけ動きを止める方法……！

　唇を嚙かむ。一か八かのハッタリだ。大だい怪かい鳥ちようがどんなに凶暴な生物でも、その本能に訴え、動きを止めることができれば。

「……お願いします、ペドロさん！　いきます！」

　ペドロ兄が合図に従い反転、大だい怪かい鳥ちようをついに正面に捉えた。紅色の瞳と、どす黒い霧が目前に迫る。相手の右目を見た。輝く瞳の奥に、ハッキリと自分の姿が映っている。

　伊い坂さかは自ら突撃した。

　大だい怪かい鳥ちようが僅わずかに驚き、嘴くちばしを開いて炎を放つ、その間ま際ぎわに。

　巾着へ手を伸ばし、わざと優しく放り投げた。

　敵の、右目に向けて。

　両手を拳銃の形に組み、素早く構える。

　ほんの一瞬。だが知恵を持つ大だい怪かい鳥ちようは、伊い坂さかの動作にびくりと身体を震わせ硬直した。

　──【恐怖】。生物学的には一時的に筋肉が凝縮し、防御反射を示す現象。それは生物なら誰もが持つ生理反応であり、思考ではなく脊髄反射レベルで動きを止める。

　己の身を守る、防御反応だ。

「コーディ！」

「……いっけえええええええ！」

　伊い坂さかの稼いだ時間をコーディの魔法は見事に捕え、頭上からレーザー砲を打ち込んだ。その一撃は大だい怪かい鳥ちようを寸分違わず捕え、大地へとたたき込む。地表には煙突のついた魔女の家、そしてリアさんが大量に作成した爆薬ニトログリセリンが積まれている。

　当たれ、と念じた。

　祈りは、今度は届いた。

　大だい怪かい鳥ちようが巨体を叩たたき付つけられ、医薬品であり戦争の道具である化学薬品が炸さく裂れつする。轟ごう音おんを響かせ大だい怪かい鳥ちようの身体を巻き込み、目も眩くらむような爆発が吹き荒れた。山をも越える煙が、ぶわりと空高く吹き上がる。巨体が爆炎の海へと沈んでいく。




　それでも──煙の中から、大だい怪かい鳥ちようは立ち上がった。

　体中から黒煙を噴き、煙突の破片に翼をへし折られ、傷を負いながらも伊い坂さかを見上げた。既に飛行能力も黒い霧の力も失い、大だい怪かい鳥ちようは自重すら支えきれずによろめく。そこに隊列を組み直した翼よく人じん族ぞくの戦士と、王国軍の魔法使い達たちが続々と集まり攻撃を仕掛けていく。中には黒の森の歪ゆがみに巻かれて戸惑う兵士の姿も見えたが、王国の魔法使い達は優秀で、次々と現場に到着した。遅れて勇者が加勢に入る。

　大だい怪かい鳥ちようは最後まで抵抗し続け、上空の伊い坂さかを睨にらんでいた。

　その姿には、恐怖と同時に。不思議なことに、ある種の敬意すら感じた。

　伊い坂さかには大だい怪かい鳥ちようの執念は理解できない。敵は人々を恐怖に陥おとしいれた、恐るべき怪物だ。

　だが、その大だい怪かい鳥ちようもまた一つの生命体であり、命の続く限り、抗あらがっていた。

　生きようとしているのだ。

　大だい怪かい鳥ちようの心臓がついに勇者の剣に貫かれた。巨体が崩れ、倒れ伏す。動きを止めた大だい怪かい鳥ちようを前に、地上の兵達が歓喜に沸いた。翼よく人じん達と王国の魔法使いが互いに喜び、拳を振り上げ勝利を祝う。

　伊い坂さかは唇を結び、魔物の最さい期ごを見届けた。僅わずかな感傷を振り払い、族長にお願いして大だい怪かい鳥ちようの卵の回収へと向かう。

　……今から、多くの人を助ける薬を作る。絶対に。

　彼の正念場は、ここから、始まる。







[image: 後日談　魔法医コーディとふつうの変人医師のその後]







　窓の外から、大きな鐘の音が響いていた。

　王国魔ま法ほう医い療りよう研究所にある部屋の一角にて、伊い坂さかはコーディと一緒に軟体スライムのように突っ伏していた。身体が鉛のように重い。極度の【寝不足】は健康上とても良くない問題を起こすと知ってはいたが、こうも身体が重くなるとは思わなかった。

　伊い坂さか達に与えられた研究室内には、異世界の職人さんが頑張って作成した注射器やシリンジ、炊事場に山積みされた試験管が散乱している。その傍そばではサイキョーの魔ま法ほう医い様が大変お疲れな様子で寝転がっていた。今日ばかりは自慢の金髪も寝癖で乱れ、ひどい表現をすれば腐った死体のようである。

　それでも、彼女は嬉うれしそうに笑っていた。

「なんとか……なりましたね……」

「まあ、何とかといえば、なんとか、ね」
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　大だい怪かい鳥ちよう退治を終えた伊い坂さか達は予定通りにワクチン作成を開始した。作業は事前実験の通り上手うまくいき、精度に難はあるものの製造自体は成功した。

　だが本当の問題はそこからだ。予防注射という概念が存在しない王国では、魔ま法ほう医いを含めて身体に針を刺す行為への説明が難航した。もちろん錬れん金きん術じゆつなんて言葉は最初から使わず「身体の抵抗力を高める付与魔法を直接打ち込む」と説明した。幸いなことに医学研究所の所長さんが伊い坂さかに協力的（ただし功績は自分のものという条件付き）だったため、ワクチン配布および伊い坂さかの注射技術の伝達は多少の滞りこそあったものの無事に実施された。現在では王国でのインフルエンザ流行も下火となり、伊い坂さかとコーディは一ヶ月ほどフル稼か働どうした身体をようやく休める機会を頂いた。

　その結果、こうして地面に潰れている。

「このサイキョー魔ま法ほう医いたる私が……このような醜態を晒さらすとは……」

「まあ、頑張った証あかしだと思えば、ね」

　窓の外から鐘の音に紛れて盛大な拍手が聞こえてきた。病の収束を祝うと同時に、翼よく人じん族ぞくと王国の和解を誓う祝福の鐘でもあった。

　酷ひどい疲労感はある。同時に、心地良さも感じていた。

　やり遂げたという感触が、伊い坂さかの中には確かにあったのだ。

　コーディがごろりと仰向けになり、伊い坂さかに笑う。似たような達成感を覚えているのかなと思うと、何となく嬉うれしい。

　だが彼女はくすりと笑った後、ふと顔を曇らせた。

「イサカ。お疲れのところ、申し訳ありませんが……そろそろ、あなたを帰還させなければいけません」

「……ああ。そうだっけ」

「ええ。いい加減〝糸〟が切れる頃合いです。……本当は王国から、あなたを引き留めるようにと何度も言われています。ですが、私はあなたの希望を優先すべきだと考えています。……世界一の医者を、目指すのでしょう？」

　本当に、残念ですれけど。

　彼女が心底から名残惜しそうに呟つぶやき、伊い坂さかは少し照れくさく感じた。それから、

「その話なんだけどさ。実は帰らないことになったんだ」

「……は？」

　本当はもう、召喚魔法を扱うロゼという子には伝えてある。

　彼女が跳ね起きた。戸惑ったような、でも嬉うれしそうに口元を緩めた顔がそこにあった。

「あ、あなたは世界で一番の医者を目指すのでしょう？　そのために、元の世界に戻るという話だったのでは？」

「うん。本当はそのつもりだった。……けど、ちょっとだけ、考えが変わったんだ」

　仰向けに寝転んだまま、天井へと手を伸ばす。

　伊い坂さかの目指した、世界で一番のお医者様。今でも目標は変わらない。

「そういえば、コーディには結局、僕が医者を目指した理由、まだ話してなかったよね」

「え、ええ。結局聞きそびれていましたけれど……」

　それで？　とコーディが椅子に座り直す。

　伊い坂さかも身体を起こして窓辺に腰掛け、そして、古い昔話を始めた。

「僕には医者の師匠がいるんだけどさ。これがまた、変な人でね──」







　小学生の頃から奇妙な症状に悩まされ、事ある毎ごとに大学病院への入退院を繰り返した。

　──【××病】。残念ながら、その病には名前がまだない。主症状は突発的な頭痛や吐き気、目眩めまいに始まり、時おり過度の睡眠を必要とするなど不安定な症状が特徴的だ。原因は家庭環境に由来するストレスとも、脳の病気とも言われている。幸いにして中学生になる頃から症状は軽快に向かい、今では普通の生活のなかで稀まれに頭痛が起きる程度には落ち着いている。

　同時に、この病は伊い坂さかにある特徴を与えた。

　記憶力がずば抜けて高く、まるでカメラのシャッターを切ったように映像を記憶してしまう。【サヴァン症候群】に近似した症状があると聞いたことがあるが、伊い坂さかのはそれとも異なり、極端な生活の不自由といったこともない。

　伊い坂さかはよく思考の中で医学辞書を捲めくるように記憶を探るが、たまに自分が本物の医学辞書を捲めくっている錯覚に襲われる時がある。機械のハードディスクのように映像が残るのだ。そのお陰でニトログリセリンを始め各種薬剤や【パッチテスト】の作成に必要な分量表など、普通の医者ではまず記憶していない状況も切り抜けられた、ともいえる。

　そんな伊い坂さかの記憶には、今でも両親が互いを罵倒し合う姿が刻まれたままだ。【忘却】は本来、人間の脳に必要な機能である。心の傷は時間と共に癒いやされるという言葉があるが、伊い坂さかはそれが人より薄い。さらには原因不明の頭痛や吐き気が重なり、伊い坂さかは両親から不要な子として大学病院に入院、いや正しくは捨てられた。

　だから一人で【死】ぬのが怖くて、ひどい癇かん癪しやくを起こしたこともある。

　そんな伊い坂さかに救いの手を差し伸べてくれたのが、後の〝師匠〟だった。

　初めて伊い坂さかの前に現れた初老のお医者様は、不思議なことに正月でも盆でも伊い坂さかが呼ぶと必ず顔を見せた。不審に思った伊い坂さかは、彼に尋ねてみたのだ。どうして毎日病院にいるのか。どうして、ゴミみたいな自分を熱心に診てくれるのか。

　師匠はニコニコして、いやまあ、大した話ではないんだけどねと前置きして教えてくれた。

　──好きでやってるだけなんだよねぇ。生きてるの楽しいし！　と。

「僕ぁ別に、無理して病院のためとか、患者さんのためとか、使命感で頑張ってる訳じゃないんだよ。ただ自分が一番、好きなことをする！　それが、僕には患者さんを助けることだった。だってみんなが笑顔になってくれると嬉うれしいよね？」

　そして師匠は、にぱぁ、と年とし甲が斐いもなく子供のように笑ったのである。

「だからね伊い坂さかクン。僕ぁ君にも笑って欲しいんだよ。ね？　ね？　患者さんがいるなら、せっかくなら元気になって欲しいよね？　そしたら僕も楽しい、君も楽しい。生きているのは楽しい！　これがウィン＝ウィンの関係って奴やつだねぇ。あ、そうだ伊い坂さかクン。僕さ、君には医者の才能があると思うんだ。君はとても優しい子だからね。せっかく入院して時間があるなら、その間に勉強してみないかい？」

　そして師匠は翌日、本当に医学書を持ってきた。

　初めて触れた医学知識に、伊い坂さかはあっという間に虜とりこになった。自分の身体を蝕むしばむ人体の仕組みや脳の構造、生命の起源と成り立ち。人間の身体が一体何から作られているか。人が身体を病む理由、そして自然に治る理由とは。

　何より師匠を間近で見ている間に、身体で、肌で感じたのだ。この人は本気で生きている。生きることは楽しい。だから患者さんにも長生きして欲しい。元気になって幸せになって欲しい。生きることは、辛い事ばかりではない。楽しいことも沢山ある。

　だから師匠は、お医者様を頑張っている──いや、人生を楽しんでいる。

　伊い坂さかの目標が決まった瞬間だった。







「……まあ実際は、医学の勉強が面白くてたまらなかった、っていうのもある。病院で生活している間に、たくさんのお医者さんや看護師さん、検査技師さん、薬剤師さんとお話したのも大きかったと思う。……色々な人がいたし、考え方はみんな違うんだけど、でも、患者さんのために頑張ろう、っていう気持ちは同じだった」

　だから伊い坂さかは医者を目指した。

　自分が楽しくなるために。幸せになるために。人生を後悔しないために。

　その最終目標が、世界一の医者になること。みんなを元気に、幸せにすること。

「でしたら、イサカ。それこそ元の世界に戻った方が良いのではないですか？　あなたの世界の医療技術の方が、この世界より圧倒的に優れているのでしょう？　違いますか？」

「そうだね。最初は僕も、そう思ってたんだ。……でもね。世界一の医者を目指すからこそ、現代に帰るのを待とうと思ったんだ」

　伊い坂さかは窓から王国の広場を見下ろした。翼よく人じんの族長と、例の所長が平和の象徴として手を取り合っている。見る人が見れば奇跡の瞬間に思えるだろう。今の伊い坂さかと、同じように。

「コーディ。今回のインフルエンザのワクチンだけど。……実はひとつ、現代医学を超えた部分があるんだ」

【インフルエンザ】にはＡ型、Ｂ型など幾つか種類があり、その型が合わないとワクチンの効果がないという欠点が存在する。現代医学の場合、事前の情報から流行する型を予測してワクチン作成に入るが、もちろんＡ型のワクチンはＢ型には通用せず、予測が外れる場合もある。

　だが、この世界の魔法は流行中のウィルスを直じかに採取し、ワクチンを作成する荒技を成功させた。回復魔法という、現代にない力を用いた培養技術だ。残念ながら他の技術力が低いため現代ワクチンより効能は劣ったものの、魔法の力を伊い坂さかに見直させた一件だった。

「他にも皮膚の再生や、植物の生長……ううん、重力魔法や炎や氷も、うまく使えば、もっとすごい医療に使える。そう思ったんだ。つまり……」

　伊い坂さかが魔法に対する見識を、正しく得ることができれば。

「僕はね。この世界の魔法を使えば現代でも出来ない、もっと凄すごい医療ができると思った。回復魔法を応用すれば手術も簡単にできる。上手うまくいけば現代医療をも超える、もっと凄すごい医療ができる。そしたらもっと、沢山の人を助けられる」

「……つまり、あなたは。この世界の魔法を理解して、もっと上の医者を目指したいと？」

「うん。それが、僕の目指す医者の姿だと思ったんだ」

　伊い坂さかの目標は世界一の医者だ。世界一とは、一番多く患者さんを助けられる医者のことだ。その夢を達成するには今すぐ現代へ帰るより、この世界で魔法を学ぶ方が、きっと早い。

「コーディ。元の世界に帰るには、確か〝線〟以外にも〝星〟を詠よむ魔法があるんだよね？」

「……ええ。今すぐは無理ですが、年に一度程度でしたら可能だと聞いています」

「じゃあ、その時までに。僕はこの世界の魔法を、もっと勉強したい」

　伊い坂さか自身の好奇心が芽吹いた結果ともいえる。リアさんの指摘通り、この不思議な世界に、抑え難がたい興味を抱いてしまったのだ。

　コーディは呆あきれて溜ため息いきをついたが、やがて優しく唇を緩めた。

「まあ。あなたらしい気はします。その考え方、嫌いではありません」

「ありがとう。……あ、でも僕、コーディが現代に来て病院見学したら逆に『ここに残る！』って言いそうな気もするなぁ」

「言いません、絶対。私は魔ま法ほう医い療りようを極めるサイキョーの魔ま法ほう医いですから！」

　ぷいとそっぽを向くコーディに苦笑する。

　そんな彼女に、是非とも一つ。

「コーディ。……実は僕、そのサイキョーの魔ま法ほう医い様に、頼みがあるんだ」

「何です？」

「えっと。……僕を、正式な弟子にしてください」

　伊い坂さかは椅子を立ち、深く頭を下げた。

　この世界に来てから反省すべき点がある。彼女の回復魔法をはじめ、何度も見た魔法をきちんと学ばなかったことだ。

「コーディが僕の現代医学を見て勉強したように、僕もコーディの魔法をもっと知りたい。それを僕自身の医療に取り入れて、成長したい。……今さら、虫のいい話かもだけど」

「あれだけ人の魔ま法ほう医い療りように文句をつけておいて？」

「うぐっ。……ゴメンナサイ。反省してます」

「ええ。大変に反省なさい？　それに私はサイキョーの魔ま法ほう医いです。そう簡単に弟子を取るほど安い女ではありませんよ？」

「そこを何とか……」

　伊い坂さかは手を合わせてお願いする。どうか、どうか。

「まったく。今になって都合のいいことを」

　彼女はぶすっとふくれ面つらをして、自分の金髪を梳すいた。ふと、その指先が銀細工の髪留めに触れる。花を模した髪飾りは今日も太陽の光を反射して綺き麗れいに輝いていた。彼女はとても複雑な顔をして「まあ、あなたには借りもありますし」と言い訳するように呟つぶやき、胸元のバッジに触れる。ワクチン作成後、彼女に返還した杖つえと十字架を描いた魔ま法ほう医いの証あかしだ。

　コーディはおもむろにバッジを外し、伊い坂さかの胸に押しつけた。

　驚いていると、彼女はふふんと自慢げな笑顔をみせた。

「魔ま法ほう医いは、たとえ弟子でも魔ま法ほう医いです。正式な弟子になった以上、今日からそのバッジを着けて過ごしなさい？　このサイキョー魔ま法ほう医い、コーディアリア・フランツェが直々に指導してあげます！」

　彼女が腕を組み、元気に笑う。じつに彼女らしいと思った。気が強くて負けず嫌いで、でも本当はとても子供っぽい。そして誰よりも医学に真摯な、自称サイキョーの魔ま法ほう医い様だ。

「では、まずは先輩にご挨拶です。ドク！」

　彼女がトントンと杖つえを床に突くと、窓辺からドクがふわふわと現れた。相変わらずの仮面顔ながら唇の端をつり上げ、伊い坂さかの前にて『オホン！』と咳せき払ばらいをする。

『我は先輩である。今後とも宜よろしく頼もう、少年。もっとも我はその人生や年齢においては、娘よりも大分先輩であるがな！　よって二人とも、より一層我を敬うが良い』

「……呼んでおいて何ですが、もう少し敬える部分があるといいのですけどね」

　コーディの呟つぶやきを無視して自慢するドクだが『そういえば』と、思い出したように己のページを開いた。隙間から封書が滑り落ちる。

『少年。君宛に手紙が届いていたぞ』

「え、僕に？」

　何だろう、と手紙を開く。

　内容は簡素なものだった。

【お店爆発した。ここに残って金払え。リア】

　コーディと顔を見合わせた。

　……そういえば、コーディの魔法でリアさん家ちに大だい怪かい鳥ちようを叩たたきつけ、大爆発させて撃破した。リアさん本人は避難していたため怪け我がはないが、あの家には異世界では到底入手できない実験器具やドラフトチャンバーがあったはず。

　その被害総額となると。

「えと。……壊したのはコーディだから」

「あなた人に命令しておいて何言ってるんですか!?」

「お、王国の偉い人に弁償してもらうとか？」

「錬れん金きん術じゆつを扱う家の弁償費用なんか出せるはずないでしょう！」

「えぇ～？　じゃあ僕、いきなり借金生活？」

「知りません！　やっぱり弟子入りの話もナシにします！」

「え、ちょっと待ってよコーディ、それは困るよ。ね？　ね？」

「ね、ではありません！　この医療バカ！」

　コーディが杖つえでぽかりと伊い坂さかを叩たたき、ドクは『犬も食わんな』と窓から逃げた。平和を願う鐘の音と拍手がいまも王都中に響き渡り、伊い坂さかとコーディの痴ち話わ喧げん嘩かも紛れて消える。

　純白の鳩はとが大空を飛び、王都は今日も、平和であった。







　彼女に黙っていたことがある。伊い坂さかがこの世界に残った理由だ。

　魔法への好奇心と、医療への信念。その話に噓うそはないが、一つだけ心残りがあった。伊い坂さかを杖つえでぽこぽこ叩たたく彼女のことだ。

　金髪の魔ま法ほう医いコーディアリア・フランツェ。彼女と一緒にいると伊い坂さかはうまく言葉にできない、甘くてふわっとした気持ちになる。とても心が落ち着いて、同時に心拍数の上昇を伴う不安定な気持ち。上手うまく表現できない症状だ。

　困ったことに、この病気は伊い坂さかの脳内辞書にまったく記載されていなかった。それでいて医学への好奇心と同様か、それ以上に心を揺さぶる不思議な感触が残っていた。

　現時点でこの症状への解答は出ていない。正体が分からないまま、秘密の宝物のように心の奥へと閉じられている。宝箱の鍵はなく、伊い坂さかはそのうちコーディに聞いてみようと思ったが何となく言い出せず、叩たたかれている間に存在を忘れてしまった。

　だから結局、気づかなかった。

　それは誰もが陥る可能性を持つ、とても厄介な運命の病。

　即すなわち【恋】という名の、不治の病の初期症状であることに。







あとがき代わりの医い療りよう落語【手遅れ医者】




　昔々あるところに、一人の藪やぶ医者がおりました。彼は学がく舎しやでの勉学に飽き、しかし人々の尊敬は集めたいと思う自うぬ惚ぼれ者で、なんとか開業医として名を馳はせたいと思っておりました。

　そこで彼は、どんな患者が来ても「手遅れだ！」と語ることを考えます。

　風邪かぜの患者が来ては「手遅れだ！」。

　盲もう腸ちようの患者が来ては「手遅れだ！」。

　治ち療りよう方針は手遅れだから静かに見守る、ただひとつ。

　本当に手遅れであれば、治療に失敗してもそしられるいわれはなく。

　もし治療に成功すれば、手遅れを治した名医として皆から尊敬を集めるとの算段です。

　蕁じん麻ま疹しんでも「手遅れだ！」。

　掠すり傷でも「手遅れだ！」。

　そんなある日、向かいの民家の屋根から転落した患者が運ばれました。

　彼は患者を診みるなり、言いました。

「これはダメだ、手遅れだ！」

「手遅れって先生、いま落ちたばっかりなんですよ!?」

「落ちる前に来れば助かったんだよ！」

　伊い坂さかはコーディに言いました。

「つまり彼は、転倒転落の予防について語りたかったと思うんだ。高所からの転落事故による【高エネルギー外傷】は生命に関わる危険な事例の一つだから、事故は起こさないことが一番の医療行為だということを──」

「イサカ。私はあなたの医学に詳しくありませんが、それ違う気がしませんか？　そもそも最初に藪やぶ医者と言ってますよね？　適当なウソ話をしてません？」

「……ちなみに藪やぶ医者の藪は、元は養父やぶという地方に住んでた名医を示す言葉だったんだけど、その話を聞いた評判の悪い医者が『自分は養父医者の弟子だ』と名乗り初めたせいで、いつの間にか腕の悪い医者を示す言葉にはうっ」

「話を誤魔化さない、この藪やぶ医者！」

　こうして、伊い坂さかはコーディに耳をつねられましたとさ。





おしまい。
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時とき田た 唯ゆい

７月12日は人間ドックの日。ドックの由来はdog（犬）ではなく、船の修理点検をするdock。修理のために建物に入っていく船を、人間に例えたのが始まりだそうです。画像は触診を受ける生々しい医療現場。患者さんも真面目な顔です。
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イラスト／オガデンモン

初めましてオガデンモンです！

野菜はトマトが好きです！

最近は喫茶店でコーヒーフロートを食べるのがマイブームです！

よろしくお願いします！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「時田 唯先生」係

「オガデンモン先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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おことばですが、魔ま法ほう医いさま。




～異い世せ界かいの医い療りょうは問もん題だいが多おおすぎて、メスを入いれざるを得えませんでした～









時とき田た 唯ゆい
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